






































本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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序　それは、水みな面もに花が散るように






　槍やりを振ふるう。槍を振るう。槍を振るう。槍を振るう。

　魔ま法ほうを撃うつ。魔法を撃つ。魔法を撃つ。魔法を撃つ。

　それでも、戦いは終わらない。

「──水よ！」

　魔法を。結界を。呪じゆ詛そを。神しん槍そうを。全て尽つくして、山より高く残ざん骸がいを積み上げても、忌いまわしき鉄の軍団が消えることはない。

　槍を振るう。機械兵団の一群を、ばしゃりと吹ふき飛ばす。穿うがち抜ぬき、前へ。切り払はらい、前へ。貫つらぬき、抉えぐり、先へ、先へと駆かける──

　──世界が、炎ほのおに包まれる。

「……ッ……！」

　莫ばく大だいな熱と衝しよう撃げきが全身を舐なめた。常人ならば瞬またたきの間に塵ちりと化す爆ばく撃げきの炎。だが、彼女が身に宿す大いなる精せい霊れいの加護は、未いまだ彼女の肉体を維い持じしてくれる。

『ムゥ！　恒こう常じよう防ぼう御ぎよ……！』

　槍より放たれた水すい弾だんが、空を埋うめ尽くす爆撃機をいくつか撃ち落とす。口を開いただけで肺まで焼かれる爆炎の中を、一人進む。周囲に味方はいない。誰だれ一人、彼女にはついてこられなかった。それでも、彼女は退ひくわけにはいかなかった。

　護まもりたい人がいる──わけではない。この戦場で、彼女は一人、突とつ出しゆつしていた。

　帰るべき場所がある──わけでもない。この戦場で、彼女の戻もどる場所はなかった。

　懸かけている希望がある──わけでもない。この戦場で、彼女はただ死ぬだけだった。

　それでも、そんなことは関係ない。

　自分は特異点だ。この果てしなく続く戦争の中で最高の魔ま導どう師し。最強の精霊憑つき。名前のない荒野ノートフイールドを踏とう破はし、機械帝てい国こくを打だ倒とうできる可能性があるのは自分だけだ。

　誰もが彼女に願った。誰もが彼女に祈いのった。仇かたきを討ってくれと。鉄クズを破は壊かいしろと。憎にくき機械帝国を滅ほろぼせと。お前だけは可能だからと。お前だけが。お前だけが。

　それが、淀よどみきった、暗く無益な妄もう執しゆうによるものだとしても──そう、願われた。

　──彼女は、確かに英えい雄ゆうだった。

「　、　　、……！　　ァ　　……　　！　　……　　」

　爆発が続く。自分が叫さけんでいるのが、詠えい唱しようなのか悲鳴なのかも分からない。生まれてからずっと傍そばにいた精霊の声も、もう聞こえない。

　そう、彼を巻き込んでしまうことだけが、唯ゆい一いつの心残りだった。願わくは、彼がより良い次代の憑ひよう依い者を見つけられますように。

　だが、そんな想おもいもすぐに炎に吞のまれる。そうして、この戦場で消えた数あま多たの英雄と同じように、彼女の全てが燃もえ尽きようとした時──

『──たい、か』

　声が聞こえた。金属の擦こすれあう音のような、ひどく無機質な声だった。

『生きたいか。生……たいか』

　生きたいか。確かに、声は、そう言った。

　意外だった。この戦場で彼女が望まれた役割は、悪あく魔まのような機械兵団の一いつ掃そうと、それを操あやつる敵国の打倒だけだ。生存なんて、考えたこともなかった。

『望むならば答えよ。望みたくば応こたえよ。汝なんじは──●●●たいか？』

　その言葉に。

　彼女は／●は。一体、なんと答えただろうか──








１話　叛はん逆ぎやく者ふたり
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「う、うう、うううううっ……！」

　響ひびき渡わたる轟ごう音おんの中で、ノインは必死に身を伏ふせて蹲うずくまっていた。

「くそっ、こんなところでっ！」「残ざん骸がいの鉄クズどもめ！　死ね、死ねッ！」

　周囲にはジグローゼス歴戦の軍人達。突とつ然ぜんの遭そう遇ぐうだった。響く銃じゆう声せいは途と切ぎれることはなく、張られた結界は既すでに砕くだけかけている。正面の木々が弾だん丸がんに削けずられ、ゆっくりと倒たおれていく。その向こうから、見慣れた敵の姿が現れる。

〈ギ……ガガッ、キィィ……〉

　巨きよ大だいな四足の蜘く蛛もにも似た、金属の怪かい物ぶつ──機械兵。その全身は錆さびつき、あちこち火花を発してはいるものの、蒼あおい単眼は確かにこちらを照準している。

「──まずい！　全員、伏せろ！」

「うあっ!?」

　次の瞬しゆん間かん、重い衝しよう撃げきがノイン達を吹ふっ飛ばした。火か焰えんと衝撃を撒まきちらす大型弾──榴りゆう弾だんの爆ばく風ふうは結界を破は壊かいし、ノインも、後ろに庇かばっていた仲間達も吹っ飛ばす。

「げほっ……み、みんなっ！　返事して……っ！」

　呼びかけるも、倒れたまま動かない。第二部隊の獣じゆう騎き兵へいの大半は、魔ま導どう師しからの扱あつかいと魔獣の侵しん蝕しよくのせいで、自ら動く意思と活力が足りていない。

　榴弾を撃った機械兵の後ろに、更さらに無数の単眼が光る。

「おのれ、わらわらと……！」

「仕方ない。全員、散開し退たい避ひせよ。化石を本ほん陣じんに持ち帰ることを優先する」

「全体、了りよう解かいいたしました、副ふく総そう督とく！　……獣騎兵はどのように？」

「分かり切ったことを聞くな、捨て置け。化石さえあれば替かえが利きく」

　了解の声。無む慈じ悲ひな決断に、しかし抗こう議ぎの声を上げる余よ裕ゆうもない。軍人達が、訓練どおりの陣じん形けいで撤てつ退たいしていく。結界の一つも張れないノイン達を置いて。

「くそ。う、あああ……！」

　予想は出来ていた。最初からずっとそうだった。自分達は備品で、生いけ贄にえで、ただ消費されるだけの命。抗あらがおうにも、軍人なしでは魔獣の力を使うことも出来ない。

　そして、機械兵の銃じゆう口こうは、置いて行かれたノインと子供達を照準し──

　──視界が、赤い閃せん光こうに塗ぬり潰つぶされた。

「…………うあッ！」

　撃たれたと思い、顔を庇う。だが、いつまで経たっても、傷の熱さも、流血の冷たさも来ない。恐おそる恐る目を開ける。視界を埋める赤色は、鮮せん血けつではなかった。

　──機械兵を空から襲おそう、数あま多たの赤い雷らい鳴めい。

「これは、赤せき雷らい……？　まさかっ！」

　撤退しかけていた軍人が足を止める。どこか不ふ吉きつな、夕焼け色をした雷の雨によって、中身を焼かれ、装そう甲こうを砕かれ、機械兵はまるごと鉄てつ屑くずの山に変わっていた。

　雷鳴が止む。その中から、一つの影かげが立ち上がった。

「…………！」

　その姿の禍まが々まがしさに、息を吞のむ。

　背中から広がる襤ぼ褸ろ布ぬののような翼つばさ。額から伸のびた捩ねじくれた角。雷鳴を纏まとった鉤かぎ爪づめは、機械兵の胴どうを貫き、内部の金属線を引きずり出している。

「《屍喰竜ニーズヘツグ》！　……貴様、何の真似だ！」

　軍人達が一いつ斉せいに杖つえを向け、その名を叫んだ。聞き覚えがあった。獣騎兵の間で実まことしやかに語られる、伝説の名前だった。

「──何の真似、か」

　伝説が、口を開いた。落ち着いた声。角と鱗うろこの下の顔は、意外なほどに普ふ通つうの少年のものだった。恐ろしげなのは、右の目元の刺青いれずみくらいだ。

「危ないところを助けたつもりだったんだが、違ちがってたか？」

「裏切り者の分際で……あの程度の機械兵、我々でも十分に対処できる！」

「そうか。まだこの周りに二十体くらいいるんだが、だったら任せていいか？」

「ぐっ……黙だまれ！　分かっているのか、貴様も《塞さい城じよう》も！　今の貴様らは──」

「分かっているのか？　──こっちの。台詞せりふだ」

　軍人の言葉を先んじ、少年が言った。空気が震ふるえるような圧力があった。

「何度も言ってる。俺は、ジグローゼスに敵対する意思はない。いつまでも突つっかかってきてるのはそっちだ。前線基地を引き上げて、本陣の護まもりを固めて、あてのない調査を続けて──少しでも、何か進んだか？」

　少年の指し摘てきに、軍人は悔くやしげに奥歯を嚙かみしめる。

　──ここ数カ月、獣騎兵の間でひそかに噂うわさされていたこと。

　この名前のない荒野ノートフイールドで続いていた、ジグローゼスとメフィエラの戦争。彼ら獣騎兵が使い潰され、どう足あ搔がいても生き残る術すべのない、魔導王国と機械帝てい国こくによる最悪の百年戦争が、誰も望まない形で終結したのだという。

　メフィエラは戦場から跡あと形かたもなく消しよう滅めつし、残されたものは、憎ぞう悪おを持て余した兵士と、役目を失った獣騎兵と──戦争を終わらせた『裏切り者の英雄』だけ。

　終戦の秘密を握にぎり、国軍と対立を続けているその英雄こそ、捨て駒ごまであるはずの獣騎兵であり、歴代最強の『竜』との適合者──

「おぉい、クロトー。話ついたか？」

　暢のん気きな声が、ノインのすぐ背後から聞こえた。驚おどろいて振ふり向くと、いつの間にか立っていた軽けい薄はくそうな青年が、倒れていたノインの仲間達を、小こ脇わきに抱かかえている。

「いや、まだだ。けど問題ない。連れてってくれ、ススハラ」

　クロトと呼ばれた英雄が頷うなずいた。現れた軽薄そうな青年、──ススハラは、唯ゆい一いつ動ける様子のノインに向けてついてくるように手招きする。

「おい、行くぜーガキども」

「ま、待って！　行くって、どこに……」

「待て！　貴様ら、何のつもりだ！」

　ばさりと、ノイン達を霧きりが覆おおった。それは目の前のススハラの身体からだから広がっていた。ノイン達を止めようとした魔導師達が、それだけで杖を向けるのを躊躇ためらった。

「──第二部隊の獣騎兵は、俺のところで預かる。化石さえあればいいんだろ？」

「馬ば鹿かを言え！　奴やつらは国防を担になう転身魔法の生贄！　我らの備品だ！」

「ここはもう戦場じゃない。──二度と、そうするつもりはない」

　クロトが淡たん々たんと、しかし力を込めて言い切る。やがて、軍人の中から一人の男が歩み出てくる。左の口元に、大きな火傷やけどの痕あとのある男だった。

「……いいだろう。好きに持ち帰れ」

「副総督!?　お待ち下さい！　これ以上奴らを増長させては……！」

「そこの裏切り者と違い、それらは化石がなければ何も出来ん。本陣で抱え込む手間が省けるというものだ。英雄気取りの怪物の暇ひま潰つぶしには、ちょうど良いだろう」

　歴戦の雰ふん囲い気きを漂ただよわせる中年の男だった。言葉は静かだったものの、下手へたに声を荒あらげる軍人よりもよほど恐ろしい目をしていた。──対メフィエラ戦線、副総督。

　クロトの、竜りゆう鱗りんの下の表情が僅わずかに動く。だが、すぐにノイン達に振り向く。

「……ってわけだ。ススハラについてけ。第六部隊の基地だ。前よりはマシだと思う」

　考える余裕などなかった。少なくとも、このまま本陣に連れて行かれてもロクな扱いを受けないことだけは確かだ。こくこくと頷くノインを確認すると、彼は翼を広げた。

「俺は周りの残党を片づけてから行く。怪け我がしたくなきゃ、邪じや魔まはするなよ──」

「貴様など」

　その時だった。声こわ高だかにクロトを糾きゆう弾だんしていた軍人が、言葉を絞しぼり出した。

「リュシエール様の紛まがい物に過ぎん怪物が……！　あの方さえ生きておられたなら、貴様のような、無む知ち蒙もう昧まいな子供に、好き勝手をさせはしないものを……！」

「…………？」

　ノインには意味の分からない言葉だった。クロトも同様だったようで、肩かたを竦すくめる。

「──それが誰だれだか知らないが、アンタらより話が通じるんなら大だい歓かん迎げいだ」

　翼を広げ、機械兵の残骸を蹴けり立てて、クロトは飛んだ。

　赤雷を纏まとって空を行く竜りゆう翼よくと、それを忌いま々いましげに見上げる軍人達。ノインはススハラの霧に導かれながら、その光景を見上げた。

　同じ戦場から生まれたとは思えないほどに──その光は眩まぶしかった。




　　　　２．




「……何やってんだ、お前ら？」

　──獣騎兵団第六基地。その中心部にある、監かん督とく屋や敷しきの執しつ務む室。

　クロトは、その扉とびらの前に集まっている子供達を見て首を傾かしげた。四人ほどの子供が、薄うすく扉を開け、張りつくような姿勢で中を覗のぞいている。

　珍めずらしい光景だ。今はもういないとはいえ、このあたりは軍人の住居だった。今は自由に町中を行き来できる獣騎兵の子供達も、好き好んで近づきはしない。

「あ！　クロトさん！　こんにちわ！」「しぃーっ！」「あ……こ、こんにちわっ」

　クロトに気付いた一人が声を上げ、すぐに他の子供が口の前に指を立てる。

「……だから、何やってんだ。アマリネに用でもあるのか？」

「あのね。鳥がいて……」「追いかけようってミウが」「わたしじゃないもん！　皆みんなで行こうって言ったじゃん」「い、いいよもう！　あの、お願いします、クロトさんっ」

「は、鳥？　おい、待てって！」

　引きとめる暇もない、子供達は逃にげるように走り去ってしまう。機械兵の銃じゆう弾だん程度なら軽くかわせるクロトでも、子供特有のこの妙みような速度にはついていけない。

「……何なんだ、一体……」

　クロトは扉を開け──すぐに、彼らの言っていたことを理解した。

　執務室は、少し散らかっていた。開かれた窓から風が入り、書類が散乱している。執務机の脇わきのゴミ袋ぶくろには、書き損じの紙や不要な書類が力任せに詰つめ込まれている。

　──そして、その部屋の中を、何羽もの光の鳥が飛び回っている。

「『伝令鳥』か。アマリネ宛あて、また増えたか……？」

　魔力で出来た鳥。クロトはこれが、伝令鳥と呼ばれる、遠えん距きよ離り用の連れん絡らく魔法であることを聞いていた。子供達は珍しがって追いかけてきたのだろう。そして部屋の中心には、その伝令鳥達にたかられて、机に突っ伏ぷしている一人の女性がいた。

「…………そういうことか」

　子供達の「しぃーっ」の理由が分かった。

　クロトは少し考えるも、特に気の利きいたことも思いつかず、普通に女性の肩を揺ゆらす。

「おい、起きろ。冷れい徹てつ無情の監督官、《塞さい城じよう》サマ」

「ん……あれ。クロくん……──ん？」

　女性は、緩ゆるやかに眼を開ける。

　よく聞こえない声で口元がむにゃむにゃと動いた後、がば、と身を起こす。

「あ。あれ、私、寝ねていましたかっ！」

　髪かみを手て櫛ぐしで整え、赤くなった額をさする。かつて《塞城》と呼ばれ手段を選ばぬ辣らつ腕わんの監督官と恐れられていた人物とはとても思えない姿だった。

「ぐっすりとな。伝令魔法追いかけてきた子供らに気ぃ遣つかわれてたぞ」

「え、ええっ！　そんな、どうして起こしてくれなかったんですか……！」

　愕がく然ぜんとした表情をして、顔を覆う。

「最近、ようやく普通に話しかけても避さけられなくなって……そろそろ次のステップとして、夕ゆう御ご飯はんどきに紛まぎれ込む計画を立てていたのに……」

「何の攻こう防ぼう戦せんをやってんだよ……」

《塞城》のアマリネ。もと獣じゆう騎き兵へい団第六部隊の監督官であり、冷徹な軍人を装って国軍を欺あざむき、ひそかに獣騎兵の犠ぎ牲せいを防ぐために苦心していた女性。彼女の事情は子供達には伝えてはいるものの、まだ完全に警けい戒かいを解かれてはいないらしかった。

「しかし、相変わらず多いな伝令鳥。また国軍からの帰き還かん命令か？」

「そうですね。本国の支し援えん者の方にも、出してはいるんですが……」

　アマリネが、自らに留まる伝令鳥の一羽に軽く触ふれると、伝令鳥はこちらを威い嚇かくするように翼を広げ、仰ぎよう々ぎようしい男の口調で喋しやべりはじめた。

『《塞城》。貴き殿でんのこれまでの行こう為いは明確な叛はん逆ぎやくであり、最後の戦いにおける《屍喰竜ニーズヘツグ》の単独での真しん姿し転身の私的運用を含ふくめ、その罪は──』

「また吹ふき込こみですか」つい、とアマリネは伝令鳥の頭を杖で叩たたく。鳥の嘴くちばしが止まる。「……何度も伝えているのですけどね。私は獣騎兵を見捨てるつもりはないと」

「……苦労かける」

「全然、平気ですよ。仮面を被かぶる必要もありませんし、前よりずっと楽です」

　窓から空を見上げて、アマリネは耳元の髪を搔かき上げた。

「もう──三カ月ですか。忙せわしないままですね」

「分かっちゃいたが、ここまでとはな……」

　メフィエラとの断絶──戦争の終結から、それだけの時間が経過していた。

　この基地はとっくに国軍に放ほう棄きされ、生き残りの獣騎兵だけが暮らしている。クロトは機械兵の残党を破は壊かいして回りつつ、アマリネと共に国軍との交こう渉しようを続けていた。

「裏切り者って呼ばれるのもいい加減に慣れてきたところだ」

　……ジグローゼスとメフィエラを繫つなげていた空中要よう塞さいを落としたあと。

　クロトは、訪れた国軍による聴ちよう取しゆにあった。クロトは情報と引き換かえに、自分達獣騎兵の身の保障を望んだ。戦後のことを考えればごく当然の要求だ。だが。

『──裏切り者と交渉する余地はない。備品は、黙って情報を全て渡わたせ』

　国軍の、最初の主張がそれだった。その場で決けつ裂れつさせなかっただけよく自制したと思う。

　クロトが最後の出しゆつ撃げき直前に語った真実は、単体では到とう底てい受け入れられるものではないが、実際に国土ごと消え去ったメフィエラを説明できる理り屈くつは他にはない。

　それは同時に、クロトがメフィエラを『逃がした』ことの証明でもあった。少なくとも、国軍本ほん陣じんはそのように受け取った。あの暴動は、やはり多数派の意見だったのだ。

　無論、それでクロトも協力などするはずもない。こちらには情報面と戦力面での大きなアドバンテージがあり、あちらも強きよう硬こう手段には出られない。

　国軍は一ひと月つきほどかけてメフィエラの消滅を確認すると、速すみやかに前線基地から兵を引き、今では独自で調査を行っているようだった。

「本当に、ごめんなさい。本国には擁よう護ご派の方もいるんです。本陣の結界で伝令鳥も妨ぼう害がいされているようで……折角、クロトくんも頑がん張ばってくれているのに……」

「謝るなって。何度も言ってるだろ」

　俯うつむいて表情を暗くする、アマリネの頭に手を置く。

「わっ」

「前進はしてる。アンタがそんな顔してたら、子供らもますます近づき難にくくなるぜ」

　第六基地はもともと最前線の基地であったこともあり、備び蓄ちくは十分にある。先日合流した第二の獣騎兵を合わせても、しばらくは生活に困らない。

　国軍本陣もいつまでも情報封ふう鎖さは出来ない。本国が気付くまで状じよう況きようを引き延ばせば、クロト達の目標は達成できる。絶望とは程遠い。

「ちょっと、……もうっ。私の方が年上なんですからねっ」

「けど、もう監督官じゃないだろ。年ねん齢れいだって、大して変わらない」

「それは……そうですけども」

　アマリネは小さく唇くちびるを尖とがらせた。氷のようと評されていた彼女が、こうして素直な感情を露あらわにするようになったことも、素直に嬉うれしく思う。

「第二部隊の子達の様子はどうです？」

「……あまり良くない。酷ひどい管理をされてたらしくて、放っとくと飯すら自分から食べようとしない。そこそこ話せるノインと、ススハラが面めん倒どうを見てくれてる」

「そうですか……」

「まあ、第六の他の奴らも気を遣ってくれてる。そのうち何とかなるさ」

　また暗い空気になりかけて、クロトは話を変える。

「──そういえば。あいつらを拾った時に、軍の連中から言われたことなんだが」

「なんですか？」

「『リュシエール様』って誰だ？　俺は、その『紛い物』らしいんだが」

　クロトの出した名前に、アマリネは目を丸くすると、すぐに考え込む。

「ああ。それは……なるほど。獣騎兵と……そういう関係ですか」

「どういう関係だよ？」

「ああ、すみません。……それは、本国の魔ま導どう師しなら誰でも知っている名前です。

《水平線上の》リュシエール。直接見たことはありませんが……ジグローゼス史上最強の精せい霊れい憑つきにして、最後の魔導師と呼ばれた英えい雄ゆうの名前です」

「最後の魔導師？」

「メフィエラに対抗しえた、最後の魔導師」

　そう言った。獣騎兵は国軍にとっては単なる召しよう喚かん魔法の生いけ贄にえであり、魔導師としては無論、兵士としても認められていない。そうではないということは。

「万ばん物ぶつを切り裂さく神しん槍そうメイルクィンテを携たずさえ、その槍やりに宿りし偉い大だいなる水の精霊と、物心つく頃ころには言葉を交わしていたという、エルムト領家の最高傑けつ作さく。

　王都の魔導騎き士し団の副団長も務めた、清せい廉れん潔けつ白ぱくで誇ほこり高い理想的な魔導騎士であり──かの英雄が死んだことによって、ジグローゼスは禁きん忌きの技術に手を染めざるをえなくなった、と。今から、およそ十五年ほど前のことでしょうか」

「そりゃまた……」

　腕うでを組む。正直なところ、普ふ通つうの魔導師がメフィエラの機械兵団と戦えている図が想像も出来ない。仮に一体二体を倒たおせても、彼らの脅きよう威いはその無節操な物量である。

　仮に真実だったとしても──そいつが死ななければ、獣騎兵が生まれることはなかったということだ。国軍が崇あがめる相手ということも含め、どうしても印象は悪い。

「つまり、ただの負け惜おしみか」

「そうですね。獣騎兵が開発される前から戦っている人にとっては最後の希望だったのかもしれませんが、今の君には何ら関わりのない人物です。……あら」

　その時だった。新たな伝令鳥が窓から飛び込んできた。白黒まだらの鳥だ。

「これは、ススハラくんの」

「ススハラの？　……伝心じゃなくてか？」

「戦時以外では、伝心魔法はちょっと使い勝手が悪いんですよ。遠距離には向きませんし、対象の限定なんかもし辛づらいので」

　伝令鳥は慌あわてた様子で羽をばたつかせ、喋りはじめた。

『うが────、畜ちく生しよう！　どうすんだこれ！　ツイてねえツイてねえ……！』

　すると、頭頂部の飾かざり羽根が丸い円を形作る。一方的な吹込ではない、リアルタイムの会話を媒ばい介かいする上級伝令鳥だ。

「アマリネです。何がありましたか、ススハラくん」

『よっし繫がったか！　何がもくそもねーって。あー、とりあえずアレだ？　もしかしてだけどクロトはそこにいねーよな？』

「俺がどうかしたか、ススハラ。何をそんなに焦あせってる？」

『……ゲェーッ！　なんでいるんだよ！　その為ために伝令鳥にしたってのに！』

　伝令鳥は、派手に嫌いやそうな態度を取る（伝令鳥はこういった挙動も伝える）。

『いや……いや、何でもねえ！　いいからお前ちょっと散歩でもしてこい！　な？　アマリネちゃんと仲良いのは分かったからさ！』

「仲良いってお前な……何があった？　また機械兵の残党か？」

　彼が焦る理由とすればそれぐらいだが、相あい性しようが悪いとは言え、ススハラもその程度で手間取る獣騎兵ではない。その後も誤ご魔ま化かそうとしていたが、やがて諦あきらめたのか、がくりとうなだれ、話し始める。

『いいかクロト。絶対に早まるなよ。ゆっくり、そこにいるアマリネちゃんと、対応の相談してから来い。いやむしろ、間に合わない方が良いくらいだ』

「まどろっこしいな！　さっさと言え」

『……俺ちゃんがバラ撒まいてる感知眼球網もうが、国軍が機械兵とやりあってるのを見つけた。何が何でも捕つかまえてーんだろうな、形なり振ふり構ってねえ』

　それ自体は、何も不思議はないように思えた。国軍がこの周囲を調査しているのも、その間に機械兵の残党と交戦するのも、よくある状況だ。

「……いや待て、捕まえる？　機械兵の残党を？　国軍が？」

『そうだよ。──「旗き艦かん」だ。ぼろっぼろの、今にも自じ壊かいしそうな奴やつがある』

　クロトは目を見開いた。それが意味するところは明確だ。

　旗艦。それは、超ちよう動力であるＡＳ機関を持ち、無人機を遠えん隔かく統とう括かつする移動要塞。そして、メフィエラではただ二種のみ存在する、有人機である。

「場所はどこだ！」

『基地から北に真まっ直すぐだ。あ、ちなみに俺ちゃん本体は今、真逆の方向にいるんで間に合わねえからよろしく』

「分かった、礼を言う！　……アマリネ、先に行く！」

「ちょっと！　待って下さい、クロトくんっ！」

『……ですよねー。ああ、ツイてねえ。クロト、早まんなよ頼たのむから！』

　アマリネの制止も、ススハラの懸け念ねんも聞き流し。

　クロトは部屋の窓から飛び出すと、背中に竜りゆう翼よくを展開して飛ひ翔しようした。




　　　　◆




　──魔導王国ジグローゼスと機械帝てい国こくメフィエラの、百年続いた戦争。

　永きに亘わたる争いと、積み重なった憎ぞう悪おの中で忘れ去られた真実。

　それは『二国はそもそも同じ世界の存在ではない』という、根本的な事実だった。

　異なる世界の二国は、遥はるか上空の魔導要塞によって国境を繫がれ、隣りん接せつさせられていた。クロトはこの要塞を破壊することで二国を再び分断し、戦争を終わらせた。

　だが、十分な準備の上で行った行こう為いではなかった。分断は両軍の戦せん闘とう中に行われ──こうして、どちらかに取り残された者が出るのは、十分にありえることだった。

『やめろっ！　助け、助けてくれ、誰だれか……』

『ひぃ、嫌だ、もう嫌だ……！』

『やっと終われる……はは、あはは……』

「全員、引きずり出せっ！　貴重な捕ほ虜りよだ！　一人たりとも逃のがすなよ！」

　第六基地からさして離はなれてはいなかった。森の中で、機体の上部が大きく欠けた旗艦が煙けむりを吐はいて停止している。殻からを砕くだかれた蝸牛かたつむりのような無む惨ざんな姿だ。

　こじ開けられた入口から、魔法で拘こう束そくされたメフィエラ兵士が次々引きずり出されている。逃にげようとする者もいるが、ほとんどが疲ひ労ろう困こん憊ぱいの様子で抵てい抗こうすらしない。

「どうする？」「決まっている。総基地に連れ帰り、公開処しよ刑けいだ！」「生まれてきたことを後こう悔かいさせろ！」「こいつらのせいで、我らは……！」「殺せ！　殺させろっ！」

　魔導師達の目は、暗い興奮に濁にごり切っている。百年に亘る戦争。彼らが誇りとする積み上げた叡えい智ちを、神秘を、それを欠片かけらも持たない機械兵によって蹂じゆう躙りんされ続けた。禁術に手を出さなければ抗あらがえもしなかった屈くつ辱じよくの歴史を彼らは抱かかえ込んでいる。

「そうだな。少しくらい減らしても、文句は言われんだろう……！」

「どうせ言葉も喋しやべれん。取り調べも出来んのだ、二、三匹びき残しておけばいい！」

　一カ所にまとめられた捕虜に向けて、杖が向けられる。その先せん端たんに魔力の光が灯ともり。詠えい唱しようと共に、一いつ斉せいに撃うち出され──




「願いは、白はく亜あ！」




　──飛び込んだクロトの竜翼が、放たれた魔法を全て弾はじき飛ばした。

　メフィエラの兵達が啞あ然ぜんとクロトを見上げ──そして、その黒こく翼よくと竜りゆう鱗りんを見て恐きよう怖ふに息を吞のんだ。彼らのことはひとまず後にし、国軍と向かいあう。

「……屍喰竜？　何の真似だ？　そこにいるのは、我らが忌いむべき怨おん敵てきだぞ！」

「──何の真似だはこっちの台詞せりふだ！　頭を冷やせ、馬ば鹿かども！」

　翼を羽ばたかせ、攻こう撃げき魔法の残ざん滓しを払はらう。炎ほのおも雷かみなりも、あらゆる魔法はクロトの竜鱗の前には塵ちり芥あくたと変わらない。だがクロトの心中は苦り切っていた。

「……この戦場に何があったのか。メフィエラってのは何だったのか。俺も、アンタ達も、何も分かっちゃいない。その貴重な情報源を、みすみす潰つぶそうとするなよ」

「そのようなもの、知ったことか！」

「どうせ魔力もない、ジグローゼスの言葉も知らん蛮ばん族ぞくどもだ！」

「指先から刻み殺し、骨を焼き尽つくして、呪じゆ詛その贄にして使い潰し、メフィエラのクズどもはそこまでしてもまだ足りん……！」

『何だ……何をしてる？』『ひぃっ！　あ、あの兵士！　あの姿は……！』

　ちらりと背後を見る。十数名のメフィエラ兵は怯おびえきっている。クロトの姿は彼らにとって恐怖の象しよう徴ちようだろう。かといって、国軍を前に話しかけるわけにもいかない。

「……こいつらは俺が預かる。馬鹿な虐ぎやく殺さつを見過ごすわけにはいかない」

「何だと？　調子に乗るなよ、屍喰竜！」「とうとう馬ば脚きやくを現したな、裏切り者め！」「丁度良い！　貴様さえ潰せば、後はどうにでも……」

　早まるなよ、とススハラが言った理由が分かった。今の状じよう況きようはクロト達に分ぶがあるのだ。だからこそ、国軍と本格的な衝しよう突とつをしてはならない。

　それでも、メフィエラ兵を見捨てるという選せん択たく肢しはなかった。密かに秘めた目標の為にも。

　怒いかりに歪ゆがんだ瞳ひとみで、魔導師達が杖を向ける。クロトは翼を盾たてのように広げた。あちらが諦めるまで凌しのぐしかない。

「やはり裏切り者は裏切り者か！　せいぜい、あの世で鉄クズと仲良くしているがいい！」

「……なんとでも言え！　俺はこの場所を、もう二度と戦場には──」

　その時だった。

　がぎん、と。鈍にぶい音がその場に響ひびき渡わたった。

「何？」

　クロトが出した音でも、魔導師達が出した音でもない。背後、斜ななめ上方。

　半ばから砕けた旗艦が緩ゆるやかに傾かしいでいた。砕けた装そう甲こうが花のように開く。強度限界を越こえ、自壊しようとしているのか？　──いや、違ちがう。

　ばきん！

　砕けた装甲の穴から、新たな装甲がずるりと伸のびてきた。

　まるで種から若葉が芽め吹ぶくように、砕けて、割れて、そこから伸びて、また折れる。配線が内側から吐き出され、新たに繫つながる。繰くり返し、繰り返し……変形する。

「なんだ？　何な故ぜ、まだ旗艦が動く。兵士がまだ中にいるのか？」

「いや、確認したぞ。中にはもう誰もいないはずだ」

『う、うああああああああっ！』

　悲鳴が響き渡った。メフィエラ兵の一人だった。

　先程からずっと震ふるえて呻うめいていた兵士が、顔を搔かき毟むしり、蹲うずくまる。

『やっ、やっぱりだ！　取り憑かれてた！』

『嫌だッ、もう嫌だっ！　助けてくれっ！』

「クロトくんっ！　はぁっ、何とか間に合いましたか……これは？」

　不意に聞こえた声に振ふり向く。クロトを追ってきたのだろう。アマリネが森の中から旗艦を見上げていた。……ほぼ同時に、変形が止まる。

　その内側から、にわかに鮮あざやかな蒼あお色の光が漏もれ出し──背筋に悪お寒かんが走る。

「伏ふせろ、アマリネっ！」

「え、──きゃ！」

　一足飛びでアマリネに飛び付いて押し倒たおし、最大出力の加護オーラで身を護まもる。




　──光が、全てを吞のみ込んだ。




「ぐっ──ああぁぁあぁあああぁあ……っ！」

　閃せん光こう。衝しよう撃げき。高熱。そして、轟ごう音おん。埒らち外がいの力に、意識が飛びかける。必死に腕うでの中のアマリネを庇かばい加護を保ち──永遠にも思えたその衝撃が、やがて終わる。

「………ぐ、ぁ……」

　霞かすむ目を開ける。周囲一帯は、蒼い残光に霞んでいた。

　全身に激しい痛み。竜鱗が、蠟ろう細ざい工くのように溶とけていた。加護で護まもっていた全身が焼けている。内臓まで響いた衝撃に、喉のど奥おくから血液が込み上げる。

　乾かわいた音を立て、傍かたわらに何かが落ちてきた。袖そで口ぐちのボタンの痕あとが残る、黒い、歪いびつに曲がった──メフィエラ兵の、炭化した腕だった。

〈────ィィイイィ……〉

　蒼い残光が晴れ、クロトは背後を振り仰あおいだ。

「…………！」

　最初は、自じ爆ばくかと思った。隠かくれたメフィエラ兵が旗艦を自爆させたのかと。だが、そうではなかった。光の中から現れたそれには、何一つ損傷はなかった。

　旗艦の、無機質だが実用に即そくした形態ではない。それには車輪も駆動帯キヤタピラもなく、ただそれが当然であるかのように、静かに、宙に浮ういていた。

　忘れるはずもないカタチだった。

「──……」

　無数のブロックで構成された──巨きよ大だいな、十じゆう字じ架か。

　サイズこそ、元の旗艦よりやや小さなものだったが、見み紛まがうはずなどない。

　それの名を。その要よう塞さいに込められた意味なを──クロトは呟つぶやく。




「完全なる、世界の……楔……」




　──終わりなどではないと。

　──そう簡単に、終わるわけがないだろうと。

　どんな魔導師の憎悪よりも。どんな戦場の爪つめ痕あとよりも。

　鈍にび色いろに輝かがやくその空中要塞は、雄ゆう弁べんに語っていた。




「う……クロト、くん……？」

　腕の中のアマリネが、僅わずかに呻いた。

　それと共に、ようやく時間が進み出す。爆ばく発はつは数十秒にも満たなかっただろう。その僅かな間に、周囲の様相は一変していた。──地じ獄ごくのようになっていた。

「くそ……何だ。何、が……」

「ひ、──あ、がっ！　お、俺の、俺の身体からだがっ……」

「熱い、熱い、痛い、痛い……あ、アぁづい……！」

　地表は血と肉と残ざん骸がい混じりのクレーター。旗艦に近かったメフィエラ兵は恐おそらく全ぜん滅めつだろう──やや離れた位置にいた魔導師達は、半数近くはまだ生きている。

「アマリネ！」

　クロトはアマリネを抱だき起こしながら叫さけんだ。アマリネは目を白黒させていたが、それでも空に浮かぶ十字架に息を吞んだ。彼女にはあの要塞のことは話している。

「生きてる奴やつらを連れて、基地まで逃げろ！　俺はこいつを引き離す！」

「は、……いえ、待って下さい！　今のクロトくんは……！」

「熾おきろ《屍喰竜ニーズヘツグ》！　限定転身！」

　返答を待つ暇ひまはなかった。左手の核かく石せきがどくりと脈動する。纏まとう加護オーラが具現化し、クロトは鉤かぎ爪づめと翼を持つ禍まが々まがしき竜りゆう人じんとなる。

　旗艦だったはずの十じゆう字じ墓ぼの、ブロック状の表面装甲が、次々と開いていく。ぱたり、ぱたり、ぱたりと。その内側から現れたのは、蒼そう光こうを湛たたえた無数の銃じゆう口こうである。

「──オ、オオォオォオォオオッ！」

　地面を蹴ける。クロトは、その勢いのまま十字墓の中腹に衝突した。衝撃で十字墓は斜めに上向き、生き残りを狙ねらった無数のレーザーは虚こ空くうへと消える。

　鉤爪を喰くい込ませ、クロトの翼が宙を打つ。大気を弾く音を残し、十字墓を押しやる。森の木々が押し出される機体によって薙なぎ倒されていく。

「こ、の……！」

　必死に力を込める。相手は宙に浮いているのだ、容易たやすく押し出せるかと思いきや、水中にいるかのような重量感が両手に掛かかる。飛行速度は徐じよ々じよに鈍り──周囲の表面装甲が開き、クロトを狙う砲ほう口こうが顔を出す。

「チッ！」

　飛び離はなれると、一いつ瞬しゆん遅おくれて放たれた無数の小型レーザーがクロトのいた場所を貫つらぬく。クロトが離れた隙すきに、十字墓は傾かたむいていた機体を起こして高度を上げる。

　ヴン、と蒼いエネルギーフィールドが展開される。

　メフィエラの旗艦は、ＡＳ機関を積んではいるが、その機能は大半が機械兵の中ちゆう継けい制せい御ぎよに回される。輝動鋭機アインダートのような強力なフィールド構築や戦せん闘とうは行えないはずだ。

　一方で、空の果てで戦った『完全なる世界の楔くさび』は、ＡＳエネルギー兵器は持っていなかった。取り憑つかれてた、とメフィエラ兵は叫んだ。彼らに何が起きたのか。

「いや。それは後だ……！」

　何より問題は──何より致ち命めい的てきな問題は、今のクロトが限定転身であることだ。

　真しん姿しならば、この程度の兵器は物の数ではない。だが、限定転身は対人用だ。多少の機械兵や、魔導師ならばどうにでも出来るが……

〈キィィイ────ィィ────〉

　蒼いレーザーを搔い潜くぐる。斜め下から鉤爪を振るうが、機械兵の装甲なら紙のように引き裂さける一撃は、強固に展開されたエネルギーフィールドに防がれる。

「通、れ……ッ！」

　爪つめから雷らい鳴めいが迸ほとばしる。爆はぜる赤せき雷らいが、薄うす青あおの障しよう壁へきを徐々に中和していき──

　──その奥から撃うち出された散さん弾だんが、クロトの全身を抉えぐった。

「ごッ……！」

　血の線を引きながら吹ふき飛ぶ。十字墓の内側から、無数の砲口が現れる。榴りゆう弾だん。貫かん通つう弾。散弾。並の人間なら数発で塵ちりに変える砲ほう火かが、クロトに集中する。

　砲弾が竜りゆう翼よくを貫く。銃じゆう弾だんが竜りゆう鱗りんを剝はがす。爆発が加護を削けずる。血が噴ふき出す。

　やがて加護が消え、人の身に戻もどったクロトは、迫せまる銃撃をただ見つめ──

「ハ」

　ぐるりと、中空で身体を回転させた。高く掲かかげた右手の先に、あえて全身の防ぼう御ぎよを捨てて、ただ一点に集中させた加護が収束していた。

「篝かかげろ！　ニィィイイィィイズヘェッグ！」

　収束した加護から、黒い閃光が噴き上がる。

　天を衝つくが如ごとく立ち昇のぼったのは、岩山の如き刃やいばが連なった波打つ大たい剣けん──それに酷こく似じした、屍喰竜の『尾お』である。

「屍喰竜ニーズヘツグ、限定真姿……『墜つい刃じん』！」

　リノン達との訓練の中で偶ぐう然ぜん編み出し、対人にはあまりに過か剰じようすぎる破は壊かい力に、使う状じよう況きようは来ないだろうと封ふう印いんしていた技。かつて銀ぎん嶺れいのフィールドすら易やす々やすと切り裂いた屍喰竜の尾による斬撃を防ぐ手段は──この世界に、存在しない。

「ぜ、ァァァァアアアァッ！」

　腕を振る。滝たきの如く振り下ろされた黒き斬撃が、十字墓を吞み込んだ。

〈────、ィィ────ッ！〉

　ひとたまりもない。張られたエネルギーフィールドごと十字墓は両断される。その断面から残骸を散らしながら、機体が傾かしぎ、森に落ちていく。

「──ゼェッ、ゼッ、はぁっ！　がっ」

　クロトは墜刃を解除し、再び竜翼を展開。だが、薄れた加護では十分な飛ひ翔しようは出来ず、墜つい落らくするように無ぶ様ざまに地面に落ちる。

「はあっ、はっ……。……ざまみろ、偽にせ物ものが……！」

　十字墓は、右辺が完全に失われ、中心部も大きく削られている。切り裂かれて飛散した防護フィールドが、再び球形に纏まろうと波打つように点てん滅めつしている。

「……もう一発、必要らしいな……！」

　先程、起点にした右みぎ腕うでは動かない。立ち上がり、残った左腕に加護を集中させる。

　だが、──蒼光の点滅が、にわかに強まった。

「っ!?」

　正面からの衝撃が、クロトの全身を打ち据すえた。視界が回転し、左右の木々が高速で前方に過ぎ去っていく──自分が吹き飛んでいるのだと、やや遅おくれて理解した。

「がはっ！」

　巨大なものに、背中から衝しよう突とつした。先程斬きり飛ばした、十字墓の右辺だった。

　跳はね返り、うつ伏ぶせに倒れる。目の前で、木々が一直線に消しよう滅めつし、岩も地形も綺き麗れいに削られている。その一本道の向こうで、十字墓が再び浮ふ上じようしている。

　何が起きたのか、かろうじて理解した。メフィエラ兵を皆みな殺ごろしにした最初の一撃。

「防護フィールドの、……攻こう性せい、爆ばく破は、……！」

　エネルギーフィールドを内側から爆ばく裂れつさせた。解放されたエネルギーは周囲だけを薙ぎ払はらう。しかも今度の場合は、クロト目がけて指向性すら付ふ与よしていた。

「が、はっ！」

　咳せき込む。地面に大量の血が零こぼれる。加護を片腕に集めていたのが仇あだになった。

〈───ィィイイィィ……〉

　右辺を失った十字墓が、バランスを崩くずしながら浮上。その不安定な回転もすぐに止まり──耳障ざわりな変形音と共に、切断部から長大な砲ほう塔とうが生えた。

「…………ぐ、……」

　戦争は終わったはずだった。終わらせたはずだった。

　悪夢は終わり、あとは前に進むだけだと思っていた。もうここを、二度と戦場にはしないのだと、そう誓ちかったつもりだった。

〈キ、ィ、……ィィィィィィィィ──〉

　三カ月前と同じ形の空中要塞が、その決意を嘲あざ笑わらうように浮かんでいる。

　ずっと、馬ば鹿かな勘かん違ちがいをしていたのだろうか。百年続いた戦争が、たかだか子供一人の手で終わるわけがない。空中要塞も、結界も、世界の真実も。全ては夢で、勘違いで、戦争で追い詰つめられた少年が見た、他愛もない白はく昼ちゆう夢むで──

『──そんなわけ』

　頭の中に別の声が響ひびいた。どこまでも鮮せん烈れつな、青空のような声だった。

『そんなわけないでしょ、馬鹿！』

「……ぁあ。……そう、だな」

　クロトは、口の端はを吊つり上げた。喉のどの奥から血が溢あふれた。両腕は動かない。残った加護は僅か。怪け我がの程度など考えたくもない。指先から内臓まで満まん身しん創そう痍い。だが。

「そ、れが。──それが、どうしたァッ！」

　左手の核石が輝く。死に体のクロトの全身から赤雷が迸る。

　輝く蒼光を睨にらみつけ、クロトは身を起こす。あの景色をもう一度見るまでは。あの幸福をもう一度知るまでは。彼女が来るよりも先に、彼女に会いに行くまでは。

「死ね、るか……ッ！」

　無む慈じ悲ひなる十字墓の砲塔に、蒼光が収束する。

　それは何の容よう赦しやも躊ちゆう躇ちよもなく、少年を蒸発させるべく、粒りゆう子し砲ほうとして発射され──




「──水よ。護まもりなさい」




　四散した。

「!?」

　大樹の如きレーザーは、比してあまりにささやかな、薄うす絹ぎぬのような結界で防がれていた。傘かさに当たる雨のように、蒼光は結界の表面を滑すべって周囲だけを破壊している。

　そして、張られた結界とクロトの間に、一人の人間が立っていた。

「機械兵。初めて見るタイプかしら。──精せい霊れい魔ま法ほう九十九景」

　涼すずやかな声は、女性のもの。鮮あざやかな翠みどり色の髪かみは、首の後ろで一つに結ばれている。

　ミニスカートに、背中の開いたコルセットドレスのような軽装。今から舞ぶ踏とう会に出るのだと言われても不思議ではない程度には綺麗で、そして場違いな姿。

「遥はるかな大海に私は願う。其そは弓となり矢となりて、我に仇かたき穿うがつ力を与あたえ給たまえ」

　レーザーが出力切れで止まり、彼女はそれに合わせて更さらに詠えい唱しようを行う。

「水よ。遠くを、穿ちなさい」

　放たれた巨きよ大だいな水すい弾だんが十字墓を直ちよく撃げきした。クロトの突とつ進しんに勝まさるとも劣おとらない威い力りよく。

「祈いのりに還かえす。──柔やわらかな泉に私は願う。其は綱つなとなり布となり、我に歩み挫くじく力を与え給え。……水よ。拡ひろく、阻はばみなさい」

　続いて、スコールのような豪ごう雨うが十字墓を襲おそう。豪雨は蛇へびのような水流となり、装そう甲こうの表面を這はい回り、現れる銃口を片かたっ端ぱしから砕くだいて回る。

「遥かな大海よ、泉の巡めぐりよ──」

　矢や継つぎ早に展開される魔法。別種の魔法の詠唱は滑なめらかに繫つながり、まるで連なった一つの唄うたのようだ。獣じゆう騎き兵へいの転身詠唱とは全く違う。新たに開発された大魔法か？

　そうではない。ただ久しく忘れていただけで──クロトはそれを知っている。

「まさか、これ、基礎魔法か……？」

　聞き覚えがある。子供の頃ころ、町の教会で習った。誰だれでも一度は学ぶ属性魔法。

　ただし、その出力だけが、常識からあまりにかけ離れている──！

「ムゥ、お願い！」

　何かに呼びかける言葉と共に。

　女性の足元に、巨大な魔法陣じんが生成された。蒼とも翠とも言えない魔力光が眩まばゆく輝かがやく。女性が真上に手を伸のばすと、その先に、巨大な大おお渦うずが現れた。

「はああっ！」

　女性が踏ふみ込む。──投げ放たれた大渦が、十字墓を吞み込んだ。

　クロトへの攻こう撃げきで、十字墓は防護フィールドを失っていた。だがそれをおいてもその魔法の威力は圧あつ倒とう的だった。大渦の中で、十字墓は小枝の如く捩ねじられ、砕かれていく。

「──祈りをここに。私は願いを海に還す」

　やがて渦が消え──微み塵じんに砕け散った十字墓の破片が、辺りに降り注いだ。

　言葉も出なかった。命を賭として抗あらがおうとした相手を容易たやすく一いつ蹴しゆうされ。クロトはただ、彼女がこちらを振ふり返るのを待つことしか出来なかった。

「──……あなた」

　クロトと、さして変わらない年とし頃ごろの少女だった。波打つ翠色の髪。大きな瞳ひとみは、深い紫水晶アメシストの色を湛たたえている。クロトを追い詰めた十字墓──百年前の技術の粋すいたる、恐おそるべき空中要よう塞さいを瞬またたく間まに落とした、その少女は──

「──だ、大だい丈じよう夫ぶかしらっ!?」

　焦あせり、慌あわてきった声で、クロトの傍そばに座り込んだ。

「助けが遅れて、本当にごめんなさい！　ああ、こんなに血が……痛いわよね！　すぐに、ああ、ええっと、うう！　ムゥ、治ち癒ゆ魔法の詠唱ってどんなだったかしら！」

　いっそ見ている側が心配になるような混乱っぷりだった。先程まで、連歌のように詠唱を繫げ、十字墓を撃げき滅めつした者とは別人かと思うほどに。

『　勧かん告こくする　シエラ　』

　唐とう突とつに、奇き妙みような声が聞こえた。

『　君は　無詠唱での魔法行使が　可能である　』

　少女の肩かた口ぐちに、何かが浮ういていた。魚のように見えるが、その全体は硬こう質しつな皮ひ膚ふに覆おおわれ、爪つめのある鰭ひれと、鰐わにのような尾がある。超ちよう然ぜんとした目でクロトを見下ろしている。

「はっ！　そういえばそうだったのだわ……！　待っててね、すぐに治すから！」

　言うが早いか、柔らかな光が少女の手元に灯ともる。魔ま導どう師しから治ち療りようの魔法を掛かけられること自体、クロトはかなり久しぶりだった。そのせいで指し摘てきが遅れた。

「あ、あれ？　うまく浸しん透とうしないかしら。でも傷は塞ふさがってく。どうして……？」

　獣騎兵は、十分な魔力さえあれば強力な自己治癒能力を持つ。加えて言えば、転身魔法以外の補助系魔法はほとんど効かない。案の定、少女は首を捻ひねっている。

『　勧告する　シエラ　それの魔力　ヒトのものではない　』

「え？　じゃあ私と同じ精霊憑つき？　でも、そんな子は聞いたことないのだわ」

『　警告する　シエラ　それに　長く触ふれるべきではない　』

「？？？」

　少女は首を傾げる。宙を泳ぐ謎なぞ生物の方はクロトの性質を見み抜ぬいているらしい。クロトは、痛みが僅わずかに和やわらいだ身体からだを動かし、話しかける。

「アンタは……ジグローゼスの、魔導師なのか……？」

「え、ええ、勿もち論ろん！　必ず助けるから安心してね！　ただ、ちょっと、ここがどこか分からないのだけど……近くの基地に案内してくれるかしら？」

　少女に肩を貸され、立ち上がる。彼女はクロトより頭一つ低いのでかなりバランスが悪かった。

「……獣騎兵団の、第六基地だ。それで、構わないか？」

　嫌いやな顔の一つもするかと思った。だが少女の返事は、想定を超こえたものだった。

「獣騎兵って、何かしら？」

「は？」

　聞き返された言葉に啞あ然ぜんとした。ここにいる以上、彼女は国軍の魔導師だろう。それも相当な実力者だ。それが獣騎兵を知らないということがありえるか？

「……アンタ、名前は……？」

　クロトが問い掛けると、少女は少し意外そうにしてから、気安く笑った。

「名前を聞かれるって久しぶりかしら。──私は、エルムトヘイム・リュシエール。

《水平線上の》リュシエール。呼びにくかったら、シエラでもいいのだわ」




　　　　３．




　整備された都市。夜を払う光。人が求める、あらゆる道具と、あらゆる娯ご楽らく。

　叡えい智ちの果てに人は全てを知り、何もかもを手に入れた。疑似永久機関ＡＳエンジンによって幸福の総量は人間の数を上回り、今や誰もが、苦しみも悩なやみもなく、尽つきぬ文明の恩おん恵けいの下で生きている。

　機械帝てい国こくメフィエラ、支配階層の謳うたい文もん句く──誰もがそれを偽いつわりだと知っている。

　誰もが知りながら、誰も変えようとはしない。

　同じく、知っているからだ。その支配が、何よりも強固であるということを。







　鎖とざされた空間は、犇ひしめくような青色の目で満たされていた。

　前線基地の、屋内警備用の無人機だった。銃じゆう器きやブレードを背負い、磁力ローラーつきの多足で壁かべと天てん井じようを這い回る姿は、配管に蠢うごめく虫のようで、ただおぞましい。

〈……そこから一キロほど、反応が途と切ぎれません。概がい算さん敵総数、およそ五百！　……どうか撤てつ退たいを！　増ぞう援えんをお待ち下さい！〉

「却きやつ下か。これ以上、こんなことに時間を割さくわけにはいかないわ。それに、地表部隊にも無理をさせることになるでしょ」

　その犇めく群れに向かいあう、一機の人型兵器があった。

　機体側面に白いガラス瓶びん入りの花が描えがかれた、量産型の小型鋭機ダート。いくらかの改造を施ほどこしているものの、火力も装甲も中ちゆう途と半はん端ぱな代しろ物もの。

　天井の高さは五メートルほど。脇わき道みち一つない、前線基地へと繫がる地下通路。小型鋭機は、通路の中心にそびえる柱を盾たてにして警備機の砲ほう火かをかわす。

「それより一応聞くけど、停止信号は？」

〈……その『ゼフィランサス』を起点に繰くり返し送っていますが、応答ありません。やはり、外部からの信号は全て弾はじいているかと〉

「そ。まあいいわ。一番奥まで行けばいいだけだし」

　柱の背後に隠かくれる鈍どん重じゆうな機体を、警備機が即そく座ざに包囲する。ブレード型が一いつ斉せいに飛びかかり、銃器型はその外から、攻撃目標に向けて弾だん丸がんを集中させる──

「邪じや魔ま」

　──ぎゅるりと。鈍重な機体が、身を捩よじった。

　ほとんど転てん倒とうにも近い身の崩くずし方だった。機体胸部を狙ねらったブレード機が狙いをはずし、互たがいに衝しよう突とつする。それを真下から、鋭機の右みぎ腕うでに据すえ付けられた蒼あおく輝く槍やりが突つき上げた。鋭機用の汎はん用よう武装の一つ、ＡＳエネルギーランスである。

「──なの、よ！」

　転倒間近の体勢をあっさりと立て直し、刺さし貫つらぬいた無人機を盾に砲火を防ぐ。

　同時に、側頭部や膝ひざ部に据え付けられた近接戦用の小型銃じゆう口こうが、神がかった照準エイムで、天井や壁の銃器型を、的確に撃うち抜ぬいていく。

　人の手によるものとは思えない操縦技能。鈍重な鋭機が、地下通路を蹂じゆう躙りんしていく──







〈…………動体反応、なし。信じられません……〉

　警備機の残ざん骸がいを突っ切って、ようやく鋭機は停止した。

　通路の先にあったのは、地下に築かれた前線基地の搬はん入にゆう口である。鋭機の背部ががぱりと開き、内から搭乗者ルーターが姿を現した。

「ふうっ」

　蒼く輝くような銀色の髪と、陽光に似た金色の瞳を持つ、天使と見み紛まがうような儚はかない美び貌ぼうの少女だった。肌はだに密着したスーツは、少女のたおやかな身体の線を浮かび上がらせ、その胸むな元もとには、深い輝きを湛えた緑色の宝石を提さげている。

「──ロア様！」

　やがて、彼女が来たのと同じ通路から、小型の装甲車が姿を現す。

　停止した装甲車の助手席から、使用人服の女性が降りてきた。搭乗者の少女と顔立ちが似ているが、やや年ねん齢れいが上で、髪色もくすんだ茶色だ。

　搭乗者の少女が顔を上げた。花咲さくような可か憐れんな仕草で口を開き、

「……お！　も！　い！」

　少女──アルフィニス・ロア・シェルテミットは叫さけんだ。

「体重が五倍くらいになった気分だったわ！　よく皆みんな、こんなおもおも鋭機を使って戦ってたわね！　マゾってやつでしょ！　知ってるんだから、そういうの！」

　ばしばしと、腰こし掛かけた鋭機の装そう甲こうを叩たたく。儚げな美貌も、警備機を蹂躙した華か麗れいさもかなぐり捨てる、幼い怒いかりの表情だった。

　使用人服の女性──ネイルは、仮面のような無表情に僅かな呆あきれを覗のぞかせる。

「無茶を言わないで下さい。レシュノルティアは修復中です。資材も人員も足りていませんし──どちらにしろ、こういった地下の基地への侵しん入にゆうには使えません」

「分かってるけど、でも文句は言いたいの！　ネイルには分からない、こういうの！」

「確かに、どうしようもないことだとしても、だからこそ文句だけは言いたいという気持ちは分かります。具体的には私の名前ですとか」

「なによ。良い名前でしょう？　わたしの首に爪を立てたからネイル。あなたが決められないって言うから、決めてあげたのに」

「…………いえ。はい。それは、そうではありますが……」

「──いやはや。何度見ても慣れないさ、姫ひめ様さまのそれ」

　似た顔を二つ突き合わせて話しているところに、装甲車の運転席から声が掛かった。エンジンを止めて出てきたのは、ショートの黒くろ髪かみを後ろに撫なでつけた女性だ。

　タンクトップにミリタリージャケット。手には真新しいサブマシンガンを、背には型式の古い狙そ撃げき銃じゆうを引っ掛けている。いかにも戦場に馴な染じんだ女傭よう兵へいという趣おもむきだ。

「ヴィクトリア。あなた一人？」

「地表はあらかた片付いたんで、じき他の奴やつらも来ますよ。皆、啞然としてましたよ。まさか本当に姫様一人で先行した挙句、殲せん滅めつて。人間業わざじゃないでさ」

「心外ね。わたしなんだから、当然じゃない」

「……ねえネイル。姫様はホントに、前からこんなんだったのさ？　シェルテミットのパレード映像、もしかして合成音声かなんかかい？」

「前からこんなんだったのです、ヴィクトリア様。映像は合成ではありません。ただ、ちょっとよく分からないレベルで外そと面づらが良いだけで」

「……む。もしかしてわたし、馬ば鹿かにされてない？　わたし、これでも終戦の英えい雄ゆうで、メフィエラ最強の搭乗者ルーターで、シェルテミット財ざい閥ばつの臨時当主なんだけど？」

　つまり、それが、現在のロアの立ち位置であった。

　呪じゆ術じゆつと怪かい物ぶつを操あやつる蛮ばん族ぞく国家ジグローゼスを消しよう滅めつさせ、百年戦争を終わらせた英雄。

　戦争の中で倒たおれた兄セルドリックの後を継ついだ、麗うるわしき銀色の姫君にして、最強の兵器を自在に駆かる機械天使。しかし、そんなお花畑な賞賛を無む邪じや気きに信じているのは、メフィエラ支配階層に関わらない無力な大衆だけである。

　──メフィエラの現行統治が始まって以来、最悪の革命者。

　それが現在の彼女だ。大衆扇せん動どうの為ために生み出された人造の姫君。技術開発の産物でしかない鋭機の生体コントローラーが、代理戦争の場を消滅させて財閥当主に収まった。

　財閥内に残るセルドリック派や、残りの二大財閥からは、既すでに幾いく度どとなく有形無形の妨ぼう害がい工作が仕し掛かけられている。回りくどい情報操作や経済・電子面での攻こう撃げきだけでなく、直接的に暗殺されかけたことも一度や二度ではなかった。

　今回、再びこうしてロアが鋭機を駆っているのも、それに関連している。

「──皆さん。このような僻へき地ちでの任務に志願して下さり、ありがとうございます」

　天使よそゆきの笑顔で、ロアは集つどった兵士達に挨あい拶さつした。元からシェルテミット家に雇やとわれていた者達を、ロアの判断で再編したもの。総数はおよそ五十名。うち半分は、地表で警けい戒かいをしている。武装は携けい行こう火器に、護衛用の機械人形が十機。小型鋭機はロアのものを含ふくめて三機あるが、基地内部には使えない。

「火急の事態ですので、任務の説明に移ります。──ネイル」

「はい。……皆みな様さまの任務は、このＬ３６前線基地における脅きよう威いの排はい除じよおよび、行方ゆくえ不明になった人員の捜そう索さく・救助。加えて、基地暴走原因の調査となります」

　ジグローゼスとの戦争が終わったことで持て余された、数あま多たの前線基地。現在の技術で作れる最大級のＡＳ機関を有し、半自動的に無人機を製造・統とう括かつする施し設せつだ。

　戦争終結後、それらの基地のうちいくつかとの連れん絡らくが取れなくなった。基地の整備士や管制官との通信が途と絶だえ、無人機は停止信号を受け付けず、近づくものを無差別に襲おそう。正体不明の、奇き怪かいな暴走現象──

　──馬ば鹿か馬ば鹿かしい。

　ネイルのブリーフィングを横に、ロアは思う。無人機のＡＩには暴走を起こせるほどの機能はなく、まして前線基地は有人管理施設である。

　察しの良い者なら気付くことだが、暴走基地の被ひ害がいが最も大きいのは、最大の戦績を上げていた──つまり、戦地の管かん轄かつ範はん囲いが一番広いシェルテミット家だ。

　どこか他の財閥が、暴走と偽りロアの兵力を削けずろうとしているのだろう。逆に、どこの仕業か突き止められれば反はん撃げきの手札になりうる。兵器の私的利用は重罪だ。

「──ブリーフィングは以上となります。では、ロア様。制圧をお願いします」

　ネイルが恭うやうやしく頭を下げる。それに応じて、ロアは厳おごそかに両手を胸の前で組む。

「《睡蓮ニンフエア》」

　真っ暗だった基地に、一斉に明りが灯ともる。おお、と兵士達が感かん嘆たんの声を上げる。

「──生き残りの方がいれば、最優先で救助を。攻撃してくる警備機は全て破は壊かいして構いません。ただ、管制部などのＣＰＵには傷を付けないようにお願いいたします」

「了りよう解かい！」「了解しました！」「承知であります、天使様！」

　一斉に最敬礼で応こたえ、速すみやかに動き出す兵士達。ロアはそれを見送り、

「さて。それじゃ、わたし達も奥の調査を──」

　不意に、その言葉と身体からだが、がくりと傾かたむいた。

「ロア様！」

　倒れかけ、ネイルに支えられる。首元と胸に鈍にぶい痛みが走った。

「大だい丈じよう夫ぶ……ちょっと、フワッとしただけ……」

「いけません。調査は部下に任せ、お休み下さい」

　ネイルを引き剝はがして立ち上がろうとするも、痛みはどんどん強くなる。濁にごった咳せきをする。額に汗あせを浮うかべるロアを、ネイルが厳きびしく諫いさめる。

「ロア様に何かあれば、部隊の動き全てが停てい滞たいします。それに、当主は本来、中心で報告を待つものです。賢けん明めいなロア様でしたらお分かりになりますね」

「……分かってる。そんな言い方しなくたって、良いじゃない……」

「では、失礼します」

　ネイルに抱だき上げられ、装甲車の後部座席に寝ねかされる。

　ロアは座席に体重を預けると、そのまま半ば気絶するように意識を失った。




　　　　◆




　戻もどってきたネイルに、ヴィクトリアが首を傾かしげた。

「前から、よくあることなのさ？　どっか悪いのかい？」

「……分かりません。検査では、過労や消しよう耗もうとしか……」

　ネイルは無表情を、僅わずかに不安げに揺ゆらす。

「ロア様は、我々調整体デザインドの中でも未知の要素をいくつも抱かかえています。今は私が代理で診しん断だんを行っていますが……元々の主治医の方は既におられません」

　確かに、今のロアの多た忙ぼうさは異常なものだが、それをおいても明らかに、以前と比べてエネルギーの消費効率が悪くなっている。まるで、何らかの見えない器官ブラツクボツクスに活力を根こそぎ吸われているかのような。

「重大な問題さね……姫様にいなくなられちゃ、その瞬しゆん間かんにシェルテミットはまとめて解体されてお終しまいだ。あたしらも路頭に迷っちまう」

　がしがしと頭を搔かくヴィクトリア。ネイルは調査隊の報告を受け始める。

「こちらネイル。ロア様に代わり指揮を行います。以後の報告は私に」

〈ラジャー。こちら第一班。異常ありません。オーバー〉〈第二班、生活用の発電機を確認。古びていますが問題なく稼か動どう中……〉〈第五。東フロア。異常無し。調査再開──〉

「…………」

　ヴィクトリアの言う通り、今のロアの勢力は砂上の楼ろう閣かくだ。

　民衆の支持は虚きよ構こうのものに過ぎないし、少しでも事情に詳くわしい者ならロアがお飾かざりの英雄であったことは知っている。その上でここに残っている兵士達は、状じよう況きようが分かっていない馬鹿か、他の財閥からのスパイかのどちらかだ。その中から、信しん頼らいできる者を探していかなければならない。

〈ネイル様。こちら第四班、……報、告を、させて下さい〉

「どうしましたか？」

　どこか不安げな声による報告が入った。ネイルが応える。

〈現在、管制室に到とう着ちやく。通信記録を確認しているのですが……〉

「履り歴れきは残っていましたか？　仮に消されていたとしても、痕こん跡せきさえ残っていればロア様ならばサルベージが可能です」

〈それが……繫つながっていません〉

「はい？」

〈およそ三カ月……戦線消滅のほぼ直後から、外部とのネットワークを繫げた形跡がありません。所属無人機へのエネルギー供給以外、この基地はオフラインです〉

　恐おそらく何度も確かめたのだろう。声には確信があり、同時に怯おびえの色があった。

〈ロア様のおかげでセキュリティ等も外れています。あるのは活動記録だけで……活動記録だけがあるんです。キーボードは埃ほこり塗まみれで、直接入力も、通信もしていないのに……！〉

　確かに、全ての無人機には少なからず自律機能がある。人間が前に出ずに済ませることこそが機械の存在意義だ。だが、だからこそセーフティは厳格で、外部からの入力は絶対的に優先するようになっている。前線基地の管かん轄かつＣＰＵが、全て自動で動きながら、外部から一切の通信を断つなどあるはずがない。

「どういう……」

〈こちら。第三班、──クッ！〉

　別の通信から、銃じゆう声せいが聞こえてきた。

「どうしましたか。第三班、応答を」

〈いえ……失礼しました。現在、Ｆ７通路にて警備機と交戦。撃げき退たいしました。照明が消えていて、発見が遅おくれました〉

「照明が消えて……ロア様の制せい御ぎよから外れていたのですか？」

〈はい。機関部に繫がる通路の電灯は全て落ちています。恐らくはこの周囲だけは、通常の発電機ではなく、中ちゆう枢すうのＡＳ機関を電源としているのではないかと──え？〉

　通信先の男が、息を吞のんだ。

〈な、んっ──ぐ！　何だ？　やめろ、誰だれだ、摑つかむなっ！　ひぃ！〉

「……？　どうしましたか。落ち着いて、応答を！」

〈おい、どうした？　落ち着け、何もないぞ！〉〈助けてくれ！　泥どろが、泥が──沈しずむ──〉〈ぐあっ！　やめろ！　くそっ、こいつ、狂っ──〉

　悲鳴と、それを覆おおい隠かくすような複数の銃声を最後に、通信が切れる。

「──メルツェⅡを出して」

　凍こおりついていたネイル達を、背後からの決断的な言葉が溶とかした。

「ロア様……」

「他班は待機。わたし達だけで向かうわ。ネイル、ヴィクトリア、準備して」

「……分かり、ました」「仰おおせのままに、姫ひめ様さま」




　　　　◆




〈ディヴァスティトモード、起動シマス〉

「やっちゃいなさい、メルツェⅡ」

《睡蓮ニンフエア》。

　己の生体電流を拡張して電波として放出し、周辺機械を無線ハッキングする技。

　彼女が生まれた時から脊せき髄ずいと心臓に埋うめ込まれている輝動鋭機アインダートの接続端たん子しは、ミクロン単位の微び細さいな金属繊せん維いで構築されており、ロアの身体の成長に対応できるようになっている。そこに何らかの変化が起きて身についた機能だろうとロアは推測している。

　ロアの操作を受けた護衛機械は、通路を占しめる警備機を瞬またたく間まに蹂じゆう躙りんしていく。

「よい、しょっと！」

　ヴィクトリアが長ちよう銃じゆうで、通路の奥を狙ねらい撃うつ。彼女は熟練の狙そ撃げき手しゆだ。一発ごとに警備機が数台いっぺんに撃ち抜ぬかれ、動きを止めていく。

「ロ、ロア様……！　申し訳ありません、お手間を」

　角を曲がると、通路の隅すみで銃を抱え震ふるえていた第三班の兵士がいた。ロアは安心させるよう微笑ほほえみを浮かべ、手を差し伸のべた。

「救きゆう援えんが遅おそくなってしまい、すみません。もう大丈夫。他の皆みなさんは？」

「わ、分かりません。警備機を倒たおしたと思ったら、いきなり何人かが悲鳴を上げて暴れ始めて、散り散りに……」

「ネイル、この先にあるのは？」

「……動力室です」

　前線基地の要かなめ。無人機を操作するための、大規模ＡＳ機関を擁ようする動力室。

　当然ながら、ＡＳ機関はメフィエラの根幹ともいえる超ちよう動力だ。管制者なくして動き続けることはないし、爆ばく発はつ時の危険も大きいため自律機能などもない。

　だからこそ、ロア達は今回の暴走事件を、他の財ざい閥ばつの妨ぼう害がい工作だと推測していた。

　そのはずだった。

「…………何、これ」

　扉とびらを開けたロアは、真まっ直すぐにそれを見上げた。ネイルは、薄うすい表情でただ絶句した。ヴィクトリアは、悪い冗じよう談だんを見たかのように口元を引き攣つらせた。

　メンテナンス用のキャットウォークが無数に巡らされ、円えん筒とう形の部屋の中心には、ＡＳ粒りゆう子しを取り込み反応させる、理論純水槽そうを内包した基幹柱がある──そのはずだった。

「ＡＳ機関が、……ない」

　中枢部が、なくなっている。床ゆかと天てん井じようには僅かな柱の名残なごりが残されていて、その断だん裂れつ面は異様にささくれだっている。嵐あらしで折れた木々のような──いや、それはむしろ、

「食い千切られてる……？」

　茫ぼう然ぜんとネイルが呟つぶやいた。

「い……いやいや！　馬ば鹿かなこと言うなさ、ネイル、こんな──……」

　ヴィクトリアの反論が立ち消える。ネイルの表現はあまりにも的確だった。

　だが、前線基地用の大型ＡＳ機関は、直径はおよそ五メートル、高さにして二十メートル近い合金の柱である。それを食い千ち切ぎれる存在とは、一体何だというのか？　そもそも、ここまでにいた無数の警備機は、一体どこからエネルギーを供給されて動いていた？　この前線基地は、間ま違ちがいなく稼動中のＡＳ機関の下もとで成立しているのに。

　異常だった。メフィエラの常識では、およそ測りきれない光景だった。

　だから──それに最初に気付いたのは、ロアだった。

「ネイル！　下がって！」

「え」

〈ギギ──〉

　基幹柱の根元で、蒼あおい点が灯ともった。四足の蜘く蛛もに似た警備機。血ち塗まみれのそれは、足元で倒れる兵士からブレードを引き抜き、最も近くにいたネイルへ飛びかかった。

「ヴィクトリア、銃は駄だ目め！　──メルツェⅡ！」

　銃を構えたヴィクトリアを制し、ロアが指を振ふるう。動力室ゆえか、警備機の方も飛び道具はない。メルツェⅡの振しん動どうブレードが一いつ閃せんされ、警備機は真っ二つに斬きられる。

「ネイル、無事？」

「は、はい。有あり難がとう、ございま──」

　それで終わらなかった。

　警備機についた、兵士の返り血。それが、にわかに黒く沸ふつ騰とうした。

『──……グ、グ』

　黒々と、深い沼ぬまのような、粘ねばつく漆しつ黒こくの泥。一筋が触しよく手しゆのように細く伸びて周囲を見回し──メルツェⅡで一瞬止まり──通り過ぎ──ロアを、照準する。

「え」

　そして。己を殺した敵の害意を辿たどり、呪じゆ詛その触手が槍やりの如ごとくロアへと襲おそいかかり、

　──突とつ風ぷうが吹ふいた。

「うわっ！」「!?」

　地下基地にありえざる、大空を感じさせる爽さわやかな風だった。

　風の中心は、他ならぬロアの──その胸むな元もとに揺ゆれる、翠みどりの宝石だった。風は、巨きよ大だいな鷲わしのようなシルエットを形成すると、向かってきた呪詛を一息に吹き散らした。

「な……」「ロ、ロア様……？」

「まさか……本当に、こんなに早く役に立つなんて」

　ロアは、目を白黒させるネイル達に振り向く。

「ヴィクトリア、ここに残す見張りを選んで。状況判断に長たけてて、いざとなればここを放ほう棄きして逃にげられるような人。どうせ普ふ通つうの兵士には維い持じなんて無理だわ」

「は、はあ……？」

「ネイルは、レシュノルティア開発部と、あとシェルテミット管轄の気象台に問い合わせて。すぐに私が行くから予定空けておいてって」

「わ、分かりました……ですが、ロ、ロア様。その、今のは……？」

　おずおずと問い掛けるネイルに、ロアは振り返った。

　それは、自じ慢まんげなようにも見えたが、どこか拗すねるような苛いら立だちを覗のぞかせる表情だった。借りたくない相手の力を使ってしまったとでも言いたげな。

「──お守りよ。世界の向こうにいる、お節せつ介かいな奴やつのね」

















２話　鷲わしの人









　　　　１．




　それは、二カ月ほど前のこと。

「あ、ススハラくん。その荷物はこちらにお願いします」

「へーい」

　アマリネは、ススハラを手伝いに連れて倉庫の整理を行っていた。

　最終決戦から一ひと月つきほど経たち、メフィエラの消しよう滅めつを認めた国軍が本陣へと引き上げていった直後。第六部隊は獣じゆう騎き兵へいだけの基地となり、生活環かん境きようも一から構築し直す必要があった。クロトは機械兵の残党狩がりのために外に出ていた。

「魔ま導どう書はともかく、軍人向けの娯ご楽らく本は……読む子、いるでしょうか？」

「とっときゃ良いんじゃねー。興味ある奴やつもいるかもしんねーし。……ん、なんだこれ。随ずい分ぶんとでっかいファイル出てきたな」

「あ、それは──」

　ススハラが、奥の方からまとまったファイルを出してくる。アマリネが止める間もなく、机に置かれた拍ひよう子しに、ぱらぱらとめくれてしまう。

「……シドウ。天凱犀ア・バオア・クー。リューレイ。霧氷大君フリームスルス。フィル。双頭蛇アンフイスバエナ。──大颶鳥アルゲンタヴイスに、炎獄狼ヴアナルガンド。アマリネちゃん、これってまさか……」

「……私がここの監かん督とく官になってから、亡くなられた獣騎兵の情報です。年ねん齢れい、経歴、性格。魔獣因子と魔力光こう相そう。死亡時の状じよう況きよう……」

「待てよ。獣騎兵の個人情報って抹まつ消しようされるんだろ？　兵士が話してんの聞いたぜ」

「本当に耳みみ聡ざといですね君は……ですから、これもこっそりですよ。いつか、本国の監かん査さが入った時の証しよう拠ことして。あるいは遺族や擁よう護ご派の方々に渡わたせればと。私の監督できなかった所の子達までは、どうしようもありませんでしたが……」

「はー……そりゃまた」

　ススハラは、出した時よりも丁てい寧ねいにファイルを畳たたんで箱に戻もどした。アマリネはそれを横目に、少し背せ伸のびして、高い位置の本を取っていく。

「……アマリネちゃんさあ、クロトにはもう言ったのかよ」

「何をですか？」

「昔のこと。知り合いだったんだろ？」

「ああ、そのことですか。いえ。それは、まだ──…………はい!?」

　バランスを崩くずした。下ろそうとした本を取り落とし、顔に思いっきりぶつけてしまう。鼻を押さえて、絨じゆう毯たんの上にへたりこむ。だが、痛みなど問題ではなかった。

「おわっ！　大だい丈じよう夫ぶかアマリネちゃん」

「な、な、な、なんあなななんなんなんでなん…………！」

　ススハラは視覚の魔獣の転身者であり、読心程度は朝飯前だ。だからこそ《塞さい城じよう》を演じていた頃ころのアマリネは常に個人用の結界を張り、心を読まれないようにしていた。

　それが何な故ぜ、しかもピンポイントで最も知られてはいけない部分を……！

「いや、俺ちゃんも意図的に読もうとしたわけじゃねーのよ？　ホラ、最終決戦のあと、クロトが帰って来なくてマジ泣きしてただろ。あの時にちらっと」

「あ、……あの時ですか……」

　かあ、と頰ほおを赤くする。最終決戦の後──最後の虹にじ嵐あらしが、戦場を分断していた時だ。

　戻ってきた兵士から、獣けもの堕おちした屍喰竜ニーズヘツグが銀ぎん嶺れいに殺されたという顚てん末まつを聞いて……確かに隙すきだらけだっただろうし、クロトのことばかり思い出していた。

「……で、言わねーの？　アンタ、その為ためにこんな最前線にまで来てんだろ。十分、色々と返してもらうだけの権利はあると思うぜ」
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「返して……って、そういう話ではなくて」

　戦争中は言えるわけがなかった。ようやく辿たどりついた場所で、彼はあまりに変わり果てていて、追い詰つめられていた。アマリネが正体を明かしたところで、心労を増やすだけになることは分かり切っていた。だが、今はその心配はない……はずだ。

「重荷になるとか、今いま更さらタイミングがなくて……とか思ってんの？」

「やっぱり読めてるんじゃないんですか、君……！」

「普通の推測の範はん疇ちゆうだっつの」

　油断ならない。そもそも、魔獣の能力がどの程度のものかなど、魔導師にすら分からないのだ。魔獣の力は僅わずかな伝承にしか残っておらず、実際との乖かい離りもあるだろう。

「……とにかく。タイミングとか考えてる暇ひまがあったら、今のうちに言っといた方が良いぜ。大体、重荷があるくらいでアイツにゃちょーど良いだろうしな……」

「丁度良い……？　それに、今のうちに、ってどういうことですか」

「あー、いんや……ただの臆おく病びよう風だよ。前は、オチが分かってただろ、俺ちゃんら。いつか確実に戦場で死ぬってな。……今は、どうなるのか、分かんねー」

「……分からない」

「分からねえのは怖こわいぜ。だから、言うならさっさと言っとけって俺ちゃんは思うね。奇き跡せきみたいな偶ぐう然ぜんで平和になってる、この間にさ」

　それは、彼が言った通り、ススハラの性格的なものなのか。

　あるいは、全てを見通すとされる千眼覚アルゴスの転身者の、本能的な勘かんだったのか。

　どちらにせよ──その予感は正しかった。







　──そして、現在。

　第六基地に戻ってきたアマリネは、騒さわぐ心中を抑おさえ、伝令鳥に吹ふき込こみを行っていた。

「『こちらから出来る報告は以上になります。また、同型の要よう塞さいが他にも現れていないか警けい戒かいをするよう提言しておきます』──行って下さい、伝令鳥」

　吹込を終えた伝令鳥を飛ばす。本陣の対応にはいつも憤ふん懣まんやるかたないが、あれがジグローゼス最後の砦とりでであることも確かだ。警戒は共有しておいた方が良い。

　獣騎兵の子供達は一カ所に集めている。だが、もしもクロトがあの要塞を落とせていなければ、彼らはどこに逃がせばいいのか。クロトが倒たおせていなければ。──その時は。

　滲にじみかける涙なみだを拭ぬぐう。乱れる心を必死に鎮しずめていると、不意に伝心が入った。

『──アマリネ。聞こ、えるか……』

「クロトくんっ!?」

　思わず生身の声で叫さけんでしまった。震ふるえに気付かれないよう、慎しん重ちように伝心を返す。

『だ、大丈夫でしたか！　怪け我がはありませんか！　要塞は？』

『要塞は、破は壊かいした……。東の入口にいる。結界を開けてくれ』

『良かった……！　はい、今向かいます！』

　浮うかびかけた涙を拭い、町の入口に駆かけ出す。本当に良かった。

　──やはり、言おうと思った。一段落したら、自分のことについて伝えよう。ススハラの懸け念ねんは正しかった。これから、何が起きるか分からないのだ。

「クロトくん……っ」

　──そして、アマリネは安あん堵どのあまり忘れていた。

　彼女の結界は、クロト達に対しては自動で開くようになっている。部外者の同行がなければ、わざわざ開ける必要などない。忘れていたせいで──彼女は、些さ細さいな決意などまるで吹ふき飛んでしまうほどの、巨大な衝しよう撃げきに見み舞まわれることになる。

「あー……戻った、アマリネ。相談なんだが、……何から説明すればいい？」

　クロトは軽く片手を上げた。全身血ち塗まみれで酷ひどい状態だったが、隣となりの人間に肩かたを貸されながらも、何とか歩けているようだった。

　問題は、──彼に肩を貸している、部外者の方だった。

「あら、あなたがここの基地の責任者さん？　わー、綺き麗れいな人なのかしら」

『　勧かん告こくする　疾とくこの境さかいを開けよ　矮わい小しようなるヒトよ　』

　翠すい緑りよくの髪かみ。蒼あおとも翠みどりともつかない魔力を輝かがやかせる、魔導騎き士し用の戦せん闘とう礼装。何より、肩近くに浮ふ遊ゆうする、鰭ひれをもつ鰐わにのような奇き妙みような魚。見み間ま違ちがえるはずもなかった。直じかに会ったことこそないが、活かつ躍やくは教本や肖しよう像ぞう画がで十分に伝えられていたし……立っているだけで結界を揺ゆるがせる、その規格外の魔力だけで証明には十分すぎた。

「り……リュシエール様!?」

「あ、よかった。私を知っているのね。少しお世話になってもいいかしら？」

　最高の精せい霊れい憑つき。十五年前に戦場で散ったはずの、メフィエラ戦線において史上最強と呼ばれた魔導師が、知人の家を訪ねるような気安い態度で、手を振ふった。




　　　　◆




《水平線上の》エルムトヘイム・リュシエール。

　ジグローゼス有数の大貴族、エルムト領家の長女として生まれる。

　エルムト領家は精霊の加護によって強大な力を得てきた魔導騎士の家系であり、彼女はその中でも飛びぬけた才能の持ち主だった。

　歴代当主に受け継つがれる神しん槍そう『メイルクィンテ』──資格なき者には触ふれることすら出来ない槍やりを、彼女は僅か五歳の時に引き抜ぬいた。伝説の神槍をお気に入りの玩具おもちやに、それに宿った水精霊を無二の兄弟のようにして、彼女は幼少期を過ごした。

　彼女は瞬またたく間まに魔導騎士として頭角を現し、近この衛え魔導騎士団の副団長に認ぜられた。僅か十五歳の時であったが、大貴族である父の教育の下もと、その貫かん禄ろくは既すでに大人顔負けの、厳格なる騎士であったという。

　──エルムト領家の最高傑けつ作さく。歴代最強の精霊憑き。

　その歩みは荒こう野やすら大海に変える《水平線上の》リュシエール。瞬く間に名声を築いた彼女が、メフィエラ戦線に呼ばれたのは必然だった。

　当時のジグローゼスの戦略は単純だった。数あま多たの魔導師が命を犠ぎ牲せいにした呪じゆ詛そで必死に戦線を押し留とどめ──攻せめ手として『英えい雄ゆう』を送り込む。

　千人に一人、万人に一人。十年に一人、百年に一人。そういった英雄に全てを賭かけて送り出し、願いを託たくされた英雄は、少しだけ戦線を押し返し──そして、散る。

　リュシエールはそうしてメフィエラ戦線に召しよう集しゆうされ──多くの兵士達の期待に反し、そしてごく一部の者達の予想通りに、無む惨ざんに命を散らした。

　その最期は壮そう絶ぜつで、彼女は全ての味方を置きざりにして単騎で切り込み、当時のメフィエラ最大最さい奥おうの基地を落として果てた。実に七日七晩もの間、彼女を殺すために送り込まれた機械兵の爆ばく撃げき音が途と切ぎれることはなかったという──




「……それが、私の知っている限りの、彼女の過去です」

「…………」

　傷の応急処置を終えたクロトは、アマリネの説明を受けながら廊ろう下かを歩いていた。

　言葉が出なかった。単騎でメフィエラ全軍を相手に七日七晩。流石さすがに多少は盛られているのだろうが、それが可能とも思える実力はついさっき見たばかりだ。

「最も期待をかけられた彼女の死によって、対メフィエラ戦術が見直され、禁きん忌きである獣じゆう騎き兵へいが投入されました。それでも……いえ、だからこそ、最もメフィエラに近づいた正道の魔導師として、本国では伝説的な評価を受けています」

「それが、なんであそこにいたんだよ。まさかこの十五年、戦場を彷徨さまよってたってのか？　だとしても歳とし取ってないのはおかしいだろ」

「私が分かるわけないじゃないですか……！　外見に関しては、精霊憑きは肉体の全盛期も長くなるので、リュシエール様くらいになると何とも……」

「出で鱈たら目めな……」

　とにかく、考えても埒らちが明かないことは分かった。客室の扉とびらを開ける。

「ふへぁぁああぁぁ………生き返るのかしらー」

　その伝説が、お茶を飲みながらしみじみと息を吐はいていた。

「あ。怪我はもう大丈夫かしら？　お茶、ありがとうなのだわ。さっきまでずぅっとメフィエラの爆撃の中にいたものだから、とっても生き返る心地ここちなのかしら」

　緩ゆるみきった微笑ほほえみだった。とても、話に聞いていた英雄とは思えない。

「それは何よりだ……です。それで、リュ……リュシエール様？　でいいのか」

「ふふ。シエラで良いのかしら。無理に畏かしこまられても、私の方が疲つかれちゃうのだわ」

「リュシエール様……！　畏おそれながら、それは幼名では……！」

　シエラの言葉を、慌あわててアマリネが制した。

「幼名？」

「貴族の子女が、成人する前につけられる名前です。十六歳の成人後は、家族やごく親しい人にしか呼ばせることはありません。私も……あ、いえ、ともかく」

　後半で妙みように言い淀よどんだが、とにかくそういうものらしい。

「まあ、本人が良いんだから良いだろ」

「良いんでしょうか……なんというか、伝え聞いているお話との齟そ齬ごが……」

「それで、シエラ。……さっき、爆撃の中にいたって言ったけど、アンタはそれで死んだんじゃなかったのか？」

「え？　水の精霊憑きである私が、爆撃なんかで死ぬわけがないのだわ」

「は？」

「魔ま力りよくの籠こもってない炎ほのおなんて、ムゥに任せれば百パーセントカットなのかしら。

　ただ、確かにちょっと意識が飛んでて……気がついたらあそこにいたの。そういえば、指揮官の人はどこかしら？　本ほん陣じんに報告したいのだけど、伝令鳥は使える？」

「あー……何から話せばいいか。……」

　クロトは、リュシエールの対面の椅い子すに浅く腰こしかけた。最後の英雄だろうと、他の国軍と同じように対応するだけだ。

「まず、今は、アンタが爆撃を食らった直後じゃない。アンタは、メフィエラの爆撃の中で死んだことになってる。……十五年も前のことだ」

　クロトの言葉に、リュシエールはしばし硬こう直ちよくした。

「……え？　…………あら？」

「は、はい。確かです。必要なら、本国からの公文書の日付等もお見せできますが」

　視線を向けられ、アマリネが頷うなずく。リュシエールは大きく深呼吸し、何度か頷き、狼ろう狽ばいしながら、指折り数える。

「てことは、私、今は三十二歳!?　二十代が丸ごとなくなったのかしら!?」

「…………」

　気にするべきところはそこなのかと思いつつも、彼女の動どう揺ようが収まるまで待つ。

「ムゥ！　ちょっと、どういうことだわ！」

『　勧告する　──頼たのまれた　防ぼう御ぎよは　十全に　果たした　』

　ぱしゃりと水音を立てて、傍かたわらに魚が出現した。彼女に宿りし水精霊ムゥ。

　精霊とは世界の守護者にして、意思を持つ魔力の塊かたまりであり、時には信しん仰こうの対象にもなるそうだ。だが、彼女とムゥの間には、そのような遠えん慮りよは全くないようだった。

『　気を失う　君が悪い　槍も持たぬ憑ひよう依い者に　応こたえる必要も　感じない　』

「槍？」

「…………ぁあ─────っ!?」

　クロトが聞き返すと同時──甲かん高だかい悲鳴が響ひびき渡わたった。リュシエールは素早く左右を見て、順に両りよう腕うでを掲かかげ、脇わきを、背中を、更さらに両足の下まで確認する。

「……神槍メイルクィンテですか？　お持ちでないなとは思いましたが……」
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「うそ！　落としたの!?　えっ、どこで、いつ──まさか爆撃の時かしら！　本当にごめんなさいムゥ！　ちょっと今から探してくるのだわ！」

「待て待て待て待て待て！」

　立ち上がり、駆け出そうとするリュシエールを慌てて止める。

「どこに行く気だこのタイミングで！　不安定か！」

「だ、だってアレがないと魔法の威い力りよくが全然出ないしムゥの機き嫌げんがどんどん悪くなるし夜に枕まくらの下に敷しいて眠ねむれないのだわ！」

「失なくすと怒おこるのに枕にするのはいいのかよ精霊！」

『　勧告する　気安く　話しかけるな　』

　精霊は素っ気なく言って消える。やがて、探そうにもアテがないことに気付いたのか、しおしおとリュシエールは席に座り直した。なんとも緊きん張ちよう感がない。

「アンタに何があったのかに関しては俺も気になるが、先に、現状を説明させてくれないか。……色々と、信じ難がたい話になるかもしれないが、少なくとも俺は、命の恩人に噓うそをつくつもりはない。どう受け止めるかは、アンタに任せる」

「は、はい。よろしくお願いしますのだわ……」

　そして、クロトは説明した。

　自分達が、獣騎兵──リュシエールが死んだ後に開発された、魔獣召しよう喚かんのための生いけ贄にえ兵であること。クロトはその中でも最大最古の因子である屍喰竜ニーズヘツグの転身者であり、最前線であるここ第六基地を拠きよ点てんに戦っていたこと。

「……ジグローゼスが、そんなことを……」

「──それで戦せん況きようだが。戦争は終わった。メフィエラは、もうこの世界に存在しない」

「え？」

　内容としては、およそ国軍に伝えたものと同じだ。

　ジグローゼスとメフィエラは、空間魔法によって繫つなげられた異世界の国だったこと。その国境を繫げる魔法は、空の彼かな方たの魔ま導どう要よう塞さいによって維い持じされていたこと。クロトはその要塞を破は壊かいして国境魔法を解除し、二国を元の永遠の断絶に戻もどしたこと。

「それは」

　シエラは、話の半ばあたりからずっと俯うつむいたままだった。垂れた前まえ髪がみで表情は窺うかがえない。だが、その言葉は、クロトの話の中の確かな問題点を捉とらえていた。

「それは、国軍の、命令によるもの？」

「……俺の独断だ。獣騎兵はほぼ全員が、罪人の子や、死んでも問題のない孤こ児じで構成されてる。魔導師の言う、誇ほこりや恨うらみなんて、知ったことじゃない」

　クロトは片手を上げる。甲こうに埋うめ込まれた黒い核かく石せきを見せる。

「戦争が終わるなら何でも良かった。ジグローゼスもメフィエラも、これ以上、無意味に人が死に続ける現状を変えられれば良かった。……話せるのは、これくらいだ」

　そう──そして、話はそれほど単純ではなかったのだろう。

　旗き艦かんが変形して現れた十じゆう字じ墓ぼ。今回はリュシエールが破壊してくれたが、楽観視はできない。あれ一つとは限らないのだ。

「…………」

　リュシエールは、黙だまりこくっている。

　国軍から尊敬される最後の魔導師。話を聞いて、奴やつらと同じ反応をすることも十分に考えられた。だが言った通り、命の恩人相手に誤ご魔ま化かしをする気にはなれなかった。それで敵対されようとも、あるいは全て出鱈目と断じられても、その時はその時だと。

「ひっぐ……」

　くぐもった声が聞こえた。

　顔を上げたリュシエールは、その両眼から、だぱーと滝たきのような涙なみだを流していた。

「う、ぅぅうぅうううう──────！」

「は。シエ、……うお!?」

　ぎゅうと頭を包む柔やわらかな感かん触しよく。気がつけばクロトは、リュシエールに思い切り頭を抱かかえられ、抱だき締しめられていた。油断していたことを差し引いても一いつ瞬しゆんの早はや業わざだ。

「おい、ちょ、なんだ！　……なんだ!?」

「リュシエール様!?　ええ、そんな？　落ち着い……ええ？」

「つ、つ、辛つらかったわね……！　ごめんなざい、ごめんねえ、わたじ、わだじたちが、ふがいながったぜいで、っうぇ……！」

　号ごう泣きゆうだった。クロトの語った境きよう遇ぐうに、彼女は心から同情し、泣いていた。

　クロトはただ呆あつ気けに取られていた。今までこれほどストレートな感情をぶつけてきた人間はいなかったし、それを素直に受け取るには、今まで悪意に慣れ過ぎていた。

「がん、頑がん張ばってきたのだわ！　クロトも、あなた達、みんな、すごく、すごく頑張って……すごいのかしら……！　幸せに、ならなきゃ、駄だ目めなのだわ！　ぜったい、護まもってみせるから、うう、うぐっ、ひぐっ……ぜったい、に……！」

　号泣するリュシエール。溢あふれるのは、優しくも、どこか場ば違ちがいな涙。

　──ジグローゼスが禁忌に手を出す前の、最後の魔導師。最後の英えい雄ゆう。

　少なくともそれが、悪い意味だけではないということは、十分に理解できた。




　　　　◆




「みっ、みっとも、ないところを、お見せしたかしら……」

　鼻を赤くしたリュシエールが、ちょこんと椅子に座っている。流した涙の分を補給するように、アマリネが差し出したお茶をまた飲む。

「ああ、いや……というか、全部信じてくれるのか？」

「相手が噓を言ってるかくらい、血の流れで分かるのだわ。それに、確かにこの基地には子供しかいないし……空から、奴らの油の気配もしない……」

「血の流れ？　油？」

『　我が加護は　水に属する全てを感知し　支配する　』

　クロトの疑問に答えたのは、宙を泳ぐムゥの方だった。クロトの目前に来て、鋭するどい牙きばの生えそろった口を見せつけるように横切る。

『　勧かん告こくする　我らを謀たばかれば　その首から上　即そく座ざに失うものと思え　』

「もう！　やめるのかしら、ムゥ。──クロトも、本当にごめんなさいなのだわ。急に抱っこしちゃって、困ったわよね？」

「ああ、いや……困ったには困ったけど……それほどでもないというか……」

「クロト、──くん？」

「──話を戻そうか」

　斜ななめ後ろから感じる圧力を意識しないようにしながら、クロトは手を組んだ。

「それで。アンタの記き憶おくは十五年前の戦いで爆ばく撃げきを受けてた時点で途と切ぎれていて、どうしてさっき、あそこにいたのかは分からないと。十字墓も初めて見たと」

「うん、そうかしら」

「……何の進展もありませんね……」

　旗艦が変形して現れた空中要塞。十五年前から現れたリュシエール。関連がないと考えるのも不自然だが、あまりにも取っ掛かかりがなさすぎる。

「せめて、あそこにいたメフィエラ兵からの情報があれば……」

「あ」

　クロトの呟つぶやきに、アマリネが顔を上げた。

「すみません、伝え忘れていました。……メフィエラ兵ですが、僅わずかに生き残りがいました。クロトくんが十字墓を移動させた時点で、運良く爆発を逃のがれた数名が」

「──何だって？　そいつらは、今どこに……」

　クロトが身を乗り出すも、アマリネは難しい顔をして首を振ふる。

「生き残りは、国軍に連れて行かれました。恐おそらく本陣に」

「…………本陣。ユハズか」

　本陣とは通つう称しようで、名前のない荒野ノートフイールドとジグローゼス本国の境界にある城じよう砦さい都市だ。

　メフィエラ戦線の最後の砦とりでであり、クロト達と対立する国軍も今はここに詰つめている。そこに連れて行かれたとなれば、メフィエラ兵の命など風前の灯ともしびだ。

　だが救出も現実的ではない。三カ月交こう渉しようを続けて、未だクロト達は一歩たりとも踏ふみ入れられていないのだ。メフィエラ兵と話をするために開けてくれなど、通じるわけがない。

「…………方法は、あります」

「なに？」

　アマリネは、口元を押さえて目を閉じる。思考している。一言、言葉を紡つむぐ間にも、自らの想定と現状との擦すり合わせを行っている。何度か戦争中にも見たことがある──国軍を丸ごと欺あざむき続けた、手段を選ばぬ《塞さい城じよう》の手て練れん手て管くだ。

「クロトくん。……やや危険で、とても嫌いやな役目を任せても良いですか」

「任された。俺がアンタを疑う理由なんて一つもない」

　内容を聞くまでもない。クロトの即そく答とうに、アマリネは小さく頰ほおを緩ゆるめ、すぐに引き結んだ。そして、もう一人に振り向く。

「ご協力を、お願いできますか。リュシエール様」

「え？」

　リュシエールが、自分を指差して首を傾かしげた。




　　　　２．




　それは、城じよう壁へきというよりも、一つの山脈のようだった。

　北の山さん岳がくから南の海洋までを繫ぐ、長大な壁かべ。その中心点に、比すればあまりに小さな円形の城下町がある。

　──ジグローゼス王国、東の国境。イヴリス領が城砦都市ユハズ。

　街だけを守らない奇き怪かいな形の城壁は、それ自体が結界の魔法陣じんである。国内最大の地脈から魔力を通すことで実現したその感知・迎げい撃げき射程は、実に雲上にまで及およぶ。

　もともとメフィエラの爆撃機や輸送機の侵しん入にゆうを防ぐために作られた結界は、しかし、今は別の用よう途とに使われていた。

「副ふく総そう督とく！　──失礼します、オルデイン副総督！」

　都市の中心にあるユハズ城砦の最上階。豪ごう奢しやに飾かざり立てられた部屋で、若い魔導師が敬礼と共に声を張り上げる。

「本国宛あての《塞城》の伝令鳥を捕とらえました。内容に関してはこれまでと同じく、現状の暴露をするものです。また、調査隊の定期報告ですが、やはり進展はなく……」

「──その程度のことを、わざわざ言いに来たのか」

　中心に座る男が、入ってきた兵をぎろりと睨にらみつけた。

　魔導師団副総督イヴリスヘイム・オルデイン。第二階位の称しよう号ごうを持つ魔導師であり、総督が不在の今、この対メフィエラ戦線における最高責任者である。

「小こ娘むすめの伝令は全て潰つぶせ。獣じゆう騎き兵へいを、決して本国の暢のん気き主義者どもと接せつ触しよくさせるな。本国への報告は、まず奴らを制圧してからだ」

　口元の火傷やけど痕あとが、ぎしりと歪ゆがんだ。獣騎兵の登場以前から前線で戦い、機械兵から受けた傷きず痕あと。メフィエラへの憎ぞう悪おをたぎらせる国軍兵士から尊敬を集めるものだ。

「それより、総督はまだ戻られないのか」

「申し訳ありません。伝令鳥は幾いく度ども送っているのですが……」

「鳥が駄目なら兵を送れ。愚ぐ図ずが」

　城砦結界は大魔法だが、個人の伝令鳥のような微び細さいな魔法を捕えるためのものではない。これ以上膠こう着ちやくが長期化すれば、本国に伝わる可能性はどんどん上がっていく。

「《塞城》。《屍喰竜ニーズヘツグ》。……魔導の叡えい智ちを理解せん、裏切り者どもめ」

　もともと獣騎兵団は、戦争が終わった時点で速すみやかに始末する予定の存在だ。

　転身魔法の最も優すぐれた点は、神かみ代よの魔ま獣じゆうを従える禁きん忌き魔法でありながら、そのリスクのほぼ全てを生いけ贄にえに押し付けられることにある。始末まで含ふくめたデザインなのだ。

　だが、想像の外ほかの手段による突とつ如じよの戦争終結で、対応が後手に回ってしまった。

《屍喰竜》。単身では無力なはずの獣騎兵が、自ら限定的に魔獣の力を使う技術を覚え、最終決戦では《塞城》のもと単たん騎きで真しん姿し転身を行ったという報告もある。

　その時だった。ばたばたと、転がるように新たな兵士が飛び込んできた。

「──副総督！　失礼致いたします！　ほ、報告をっ！」

「城門の外に、《塞城》と《屍喰竜》が……！」

「何？　──痺しびれを切らしたか。馬ば鹿かめ。これで言い訳が立つ」

　ユハズ城砦は、メフィエラ戦線の最重要拠きよ点てんだ。たとえ真姿の魔獣でも一いつ朝ちよう一いつ夕せきに攻せめ落とせるものではなく、向こうから攻め入ってきたとなれば、討とう伐ばつの大義名分は十分だ。

「いえ、それが……彼らは、恭きよう順じゆんを申し出ています」

「……恭順？」

「はい。……化石を差し出しており。こちらの指示を仰あおぎたいと……」

　兵士自身、状況を理解しかねているようだった。オルデインは、しばし考える。

「……動ける魔ま導どう師しを召しよう集しゆうしろ。魔力光こう相そうの鑑かん定ていが出来る人員。それに──」







　城門から次々と現れる魔導師達を、クロトは少し離はなれた位置から見ていた。

　背後には馬車が三台ほど。それを使って持ち込んだのは、巨きよ大だいな化石だ。

　屍喰竜の化石。獣騎兵の力の源であり、そのほとんどは国軍が基地から引き上げる時に持ち去っている。だが、最終決戦において単騎で出しゆつ撃げきしたクロトは、その在あり処かを彼らに伝えることはしなかった。

「……魔力光相、鑑定終わりました。間違いありません、本物の屍喰竜の化石です」

「封ふう印いん処置を怠おこたるな、都市の地脈に障さわる。……怖おぞ気けが走るな。これが屍喰竜……」

「──全隊、倣ならえ！」

　ひときわ大きな声が鳴り響ひびいた。城門の扉とびらから、複数名の魔導師を連れ、一人の男がこちらに近づいてきた。見るだに尊大な態度で、ゆるりと歩いてくる。

《桎しつ梏こくなる》オルデイン。幾度も話した相手だった。

「突とつ然ぜんの訪問、失礼いたします。《桎梏なる》オルデイン副総督。俺は第六部隊──」

「《塞城》」

　前に出たクロトの名乗りを無視して、オルデインはアマリネを指差した。

「これに話させるつもりか。己の責任を分かっておらんようだな」

「……この場は、獣騎兵代表たる彼と、国軍代表たる御おん身みの交渉かと思います」

　アマリネは静かに片足を引き、恭うやうやしく礼を見せる。

「私は、彼に手を貸してはおりますが、いずれ処しよ罰ばつを受けるだけの国軍そちら側の人間。この場を受け持つには相応ふさわしくないかと」

「……フン。女め狐ぎつねが」

　そしてオルデインはクロトを見る。

「勘かん違ちがいした備品が、どのような口を利きく」

「……っ」

　最初に会った──最終決戦直後の聴ちよう取しゆの時から一いつ貫かんした態度だった。『獣騎兵とは備品であり、禁きん忌きたる召しよう喚かん魔法の生贄に過ぎない』。その思想の最も忠実な体現者。

「……俺達は、ジグローゼスと敵対する意思はない」

　化石を示す。

「報告は行っているだろう。俺が落とした空中要よう塞さいに似た機械兵が現れた。今回は運良く撃げき退たいできたが、あれに抗あらがうには、真姿転身した獣騎兵の力が必要だ」

「ほう。要求とはつまりこうか。化石を渡わたすから、元の備品に戻もどしてくれと」

　クロトはギリ、と奥歯を嚙かみ締しめる。今すぐ殴なぐりかかりたい衝しよう動どうを堪こらえて結論を口にする。

「違う。──俺達を、兵として認めてくれ」

　獣騎兵の、真姿転身の力はまだ必要だ。少なくともクロトが戦うためには、今の限定転身だけでは明らかに不足だ。

「メフィエラが消えた以上、数は必要ない。望まない者を使う必要はない。戦う意思がある獣騎兵が転身し、魔導師が補ほ佐さする。そうして初めて、要塞に対応できる」

　少なくとも、再び要塞が現れた場合、魔導師達だけで対応するのは不可能だ。

　オルデインはしばし沈ちん黙もくした。やがて、彼の下もとに一人の魔導師が近づき、耳打ちする。その内容に、オルデインが頷うなずいた。

「成程。内容は把は握あくした。面おも白しろい話だ。貴様も、随ずい分ぶんと殊しゆ勝しようになったらしい」

「なら……」

「面白い──こちらに、それに応じる必要が微み塵じんもないということを除けばな」

　オルデインが杖つえを振るう。途と端たんに、クロト達の周りの地面が白く輝かがやいた。

「精せい霊れい魔法九十九景。──大地よ、重ね捉とらえよ」

　地面から伸のびたのは無数の蔦つただった。それは瞬またたく間まにクロトと、背後のアマリネまでも捉えて引きずり倒たおす。

「あぐっ！」

「アマリネ！　……っどういう、ことだ……オルデイン！」

　クロトは加護オーラで蔦の拘こう束そくに抗うも、妙みように出力が高い。オルデインが勝ち誇ほこる。

「効くだろう？　ユハズの結界を維い持じする地脈を一部回している。光栄に思え、たかだか一人と一体を相手に、破格の対応だ。──神秘も知らぬまま力だけを与あたえられた生贄が。化石さえ、真姿転身さえ封ふうじれば、備品の交渉になど応じる必要もない」

　先程の耳打ちは、その準備が終わったことの報告だったのだろう。もとより、クロトとの交渉などするつもりはなかったのだ。

「……副、総督……んぅっ！」

「良いザマだな、女狐。貴様らしくもない隙すきだったが──備品に絆ほだされる間ま抜ぬけなど、所しよ詮せんはこんなものか」

　アマリネがオルデインを睨みつけるが、男が杖を上げると、更さらに無数の蔦が彼女の全身を締めあげる。口元も塞ふさがれ、苦く悶もんの呻うめきを上げる。

「こ奴やつらを捕えよ。あの捕ほ虜りよと同じ牢ろう屋やにでも放り込んでおけ」

「了りよう解かいであります、副総督！」「《塞城》め。我らを謀たばかった報むくいだ」「ざまあみろ、裏切り者が！」「待て。これは、いくらなんでも……」「こんな、騙だまし打ちでは……」

　容よう赦しやのない対応に、何人か冷静な兵士が躊躇ためらいを見せる。それらを抜ぬけ目なく見み極きわめると、オルデインはあくまで静かに語り掛かける。

「何な故ぜ躊躇う。これは、機械兵団を逃にがした裏切り者どもだ。魔導師を、我が国土を焼きながら、メフィエラは今ものうのうと生き延びている。何の報いも受けず、未いまだ彼かな方たから、虎こ視し眈たん々たんとこちらを狙ねらっているのだ。……国防を担になう獣騎兵とその監かん督とく官が、自分勝手な理由でその義務を放り出した。最悪の罪科だ」

「そうだ、そうだ！」「奴らを始末しろっ」「メフィエラに与くみした愚おろか者を許すな！」

　オルデインの静かな言葉が、巧たくみに兵士達の感情を煽あおりたてる。オルデインが、口元の火傷痕を歪ませる。それは勝利の愉ゆ悦えつですらなく、『厄やつ介かいなゴミをようやく捨てられる』とでも言いたげな、卑ひ近きんな安あん堵どの顔であった。

「安心するがいい。獣騎兵として取り立てられた時点で、人としての記録は全て消去されている。貴様らが消えようと、ジグローゼスに一切の痛つう痒ようはない──」




「──そう」




　静かな言葉と共に。

　クロト達を囲んでいた魔導師が、立ち上がった大波に吹ふき飛ばされた。

「ぐあっ！」「何だ？　水魔法だと？」「伏ふく兵へいだ！　荷台の中に、誰だれかいるぞ！」

　魔導師達の視線の中。馬車の荷台から、フードを被かぶった小こ柄がらな影かげが地面に降り立った。

「聞いていたことは、本当だったのね。……魔導師の誇りは、地に落ちたと」

「……なんだ？　貴様は」

　オルデインが、クロト達を護まもるように歩み出た影を睨みつける。

「愚かな。女狐以外で、獣騎兵に味方する魔導師がいたとは」

『　勧かん告こくする　』

　オルデインの言葉を、奇き妙みように反はん響きようする声が遮さえぎった。

　フードの人影の肩かた口ぐちに、鰭ひれと牙きばを持つ奇妙な魚が浮ういている。

『　伏ふせよ　雑魚ざこにも及およばぬ　愚かな水みず袋ぶくろが　』

「何だと、…………何？」

　更に詰きつ問もんしようとしたオルデインが、それを見て言葉を失った。

　影が、フードを取った。ばさりとなびく鮮あざやかな翠みどりの髪かみ。魔力光に輝く、艶つややかな戦いくさ装しよう束ぞく。その傍かたわらに在ある、宙を泳ぐ──精霊。

「なんだ、あれは。精霊……？」「何者だ、邪じや魔まを……」「いや──な。馬鹿な」

「……リュシエール、様？」

　誰か一人が呟つぶやいた。その言葉を契けい機きに、瞬く間に動どう揺ようが広がる。

「ば、……馬鹿な！　あの方は十五年前に！」「だが、あの御お姿すがたは……精霊も……！」「だが、裏切り者を守ったぞ？」「幻げん影えいだ！　そうに違いない、奴らめ、姑こ息そくな真似を」

「……ムゥ。精霊融ゆう合ごう」『　承しよう諾だく　』




『「願いは、紺碧」』




　少女を中心に、魔力が爆ばく発はつした。

「！」

　クロトは、驚おどろきと共にそれを見た。

　少女の姿が変わっていく。翠の髪は腰こし近くまで伸び、収束した魔力が籠こ手てと肩当を構築。開いていた背中には背鰭状の加護が、首元と二の腕うでには、銀の鱗うろこが散らした星のように浮かび上がる。スカートの背部も長く伸び、人魚の尾おのようだった。精霊は姿を消し、その魔力は少女と一体になっている。あまりにも、見覚えのある現象だった。

「転、身……？」

　思わず呟く。だが、その完成度が違う。合一度が違う。魔力圧など、桁けた違ちがいだ。

「おお、──おお、その御姿！」「リュシエール様！」「間違いない！　生きておられたのか！」「なんと神こう々ごうしい……よくご帰き還かんを……！」

　魔導師達は戦意を失った。アマリネの言った通り、魔導師達にとって伝説なのだ。

　周囲に溢あふれる流りゆう麗れいな魔力は、ただ浴びているだけで疲労や傷が洗い流されるような心地ここちよさがある。それを浴び、感極まってその場に膝ひざをつく者もいた。

「《水平線上の》──エルムトヘイム・リュシエール、殿どの……？」

　ただ一人、事態の深刻さを理解していたのは、副ふく総そう督とくのオルデインだけだった。

「何故、あなたがここに。……あなたは十五年前、メフィエラの爆ばく撃げきの中で」

「水の精霊憑つきである私が、機械の炎ほのおごときで死ぬとでも思うのか？」

　クロトに答えたのと同じ言葉。だが、込められた温度はまるで違った。

「あなた方が辿たどりつけなかった戦場の最果てで、私はずっと生きていた。そして、話は聞かせてもらった。……ええ、全て見せて貰もらいました」




「──恥はじを知れ！」




　怒ど号ごうが響き渡った。

　リュシエールの存在に見み惚とれていた魔導師達を、一息に我に返らせる激げき昂こうだった。𠮟しつ咤たと共に溢れ出た魔力が、大波となって周囲を薙なぎ払はらった。

　驚きはクロトも同じだった。焦あせりや動揺の表情や、緩ゆるんだ笑みばかりだったリュシエールは、今や厳格に魔導師達を睨にらみつけていた。

「罪なき子供らを禁きん忌き魔ま法ほうの生いけ贄にえとし、メフィエラへの捨て駒ごまにするだけでは飽あき足らず！　いざ戦争が終われば、用済みと始末せんとする、その暴ぼう虐ぎやく！」

「お──お待ち下さい。それは、──奴らから聞いたのならば、それは誤解です！　我々はただ国家の為ために……」

「私の、命の恩人に──言葉と礼を尽つくし、国への忠誠を誓ちかう相手に取ったあの対応だけでも十二分に言語道断！　信じたくはなかったが、この十五年で、魔導師の誇りも、矜きよう持じも地に落ちたというのは本当らしいな！」

　草原を波は紋もんが走り、そこから無数の水の縄なわが伸びあがる。水の縄はそのまま水銀のような粘ねん性せいと重量を持って、オルデインを始めとする兵士達を縛しばり上げた。

「がっ……！」

「エルムト領家と、ジグローゼス王家に伝えよ！　第六十七代近この衛え魔ま導どう騎き士し団副団長、第一階位魔導騎士──《水平線上の》リュシエールはここに帰還した！

　私を助けた彼らのもと、メフィエラ戦争の真実についての報告と──そして、この目も当てられない魔導師の誇りの失しつ墜ついについて、説明を望むと！」

　後方にいた魔導師達が、泡を喰くって砦とりでに戻もどっていく。それを見て、水すい塊かいに締め上げられながら、オルデインはクロト達を睨みつける。

「貴様ら……《塞さい城じよう》……《屍喰竜ニーズヘツグ》……っ！」

「──ああ」

　クロトは、地面に伏した副総督を見下ろした。オルデインの態度は、最初の時から何一つ変わらなかった──想定通りだった。余よ裕ゆうを持って、蔦を引き千ち切ぎる。

「俺は、お前らと敵対するつもりはない。だけど別に、仲良くしたいわけでもない。それ以外の手段があるならそっちを使うさ」

「きさ──グムッ」

　更に言い募つのろうとしたオルデインを、量を増した水の拘束が完かん璧ぺきに封じ込める。

　振ふり向くと、解放されたアマリネがリュシエールと並んで歩いてきた。

「こんな感じで、良かったかしら？」

　神秘的な姿になったリュシエールが、優ゆう雅がに首を傾かしげる。地面はただの草原なのに、歩くたび、その爪つま先さきから波紋が広がる。どういう現象なのか。

「十分です。お手数おかけして、申し訳ありません」

「ああ。……助かった、シエラ」

「とんでもないかしら。ここまで魔導師が酷ひどい状態だなんて。……ああ。だけども、久々に叫さけんだかしら。真しん剣けんみを三カ月分くらい使ったのだわ……」

　軽く頭を押さえる。厳格な英えい雄ゆうの顔は消え、また普ふ通つうの少女に戻ったようだった。
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「──精霊とは、もとは、大昔の力ある魔ま獣じゆうだったと言われています」

　地下へと向かう階段を下りながら、アマリネが説明した。

「強大な力を持つ獣けものが、死後、世界に召めし上げられた上位存在。彼らは、自然や魔力のあるべき姿を監かん視しし、世界が乱れた時、その流れを安定させるため人前に姿を現す」

「神様みたいなものってことか」

「ってか、管理者みてーなもんさ。魔法ってのは意思を介かいして世界を歪ゆがめる技術だからな。逆説的に、世界の後押しを受けた証あかしである精霊憑きはそりゃ崇あがめられる」

　同行しているススハラが、軽い調子で補足した。ちなみに彼も馬車の中に隠かくれており、ごくごく、ごくごく万が一の可能性として、オルデインが本心から協力を受け入れた場合、それを伝心で知らせてくれる手て筈はずになっていた。

「中でも精霊融合は、精霊憑きの中でもごく一部しか会え得とくできない究極の技。精霊と自らの魂たましいを一時的に重ね合わせ、精霊の莫ばく大だいな魔力と、その加護を行使できる……」

「だから……獣じゆう騎き兵へいの前身か」

　プロトタイプ。獣の加護を全身に侵しん蝕しよくさせ、人の身を魔獣に書き換かえる転身とは似て非なる、精霊と術者を融ゆう合ごうさせる技。

「──魂の加工。死者の意思の利用。神代の魔獣。獣騎兵に使われている禁忌の数々は、人じん為い的な精霊憑きを生み出そうとしたとすれば理り屈くつが通ります。……エルムト領家は王族とも近しい大貴族です。リュシエール様がいれば、彼らを味方につけられる」

「それで、あの真似か。えげつねーな監督官」

　リュシエールの生存で動揺した国軍を、勢いのまま制圧する。アマリネの脚きやく本ほん通りに、彼らは自分達の最大の汚お点てんを、高潔なる伝説の魔導師の前に晒さらした。

「ええ、まあ。──《塞城》が見せる隙すきは、その全てが誘さそい込みの虎こ口こう。私の名も随ずい分ぶんと薄うすれていたようで助かりました」

「こえーこえー、なあクロト」

「ああ。絶対に敵に回したくないな」

「そ、そんなことあるわけないじゃないですかっ。私はいつも、君達の味方です」

　今、リュシエールは本国との連れん絡らくを取ってくれている。そのあたりの折せつ衝しようは彼女に任せ、クロト達は目下の目的──この地ち下か牢ろうに囚とらわれている者に会いに来た。

　結界すら張られていない、牢の最下層。そこに繫つながる扉とびらの前で三人は立ち止まる。

「……入って、奥から三番目の牢だそうです。連れて来られたメフィエラ兵は何人かいたのですが、大半はその時点で瀕ひん死しで、今生き残っているのは……一人だけです」

　その一人の協力を得なければならない。慎しん重ちように打ち合わせを復習する。

「まずはクロトくんが接せつ触しよくして下さい。あなたは喋しやべれますし……一度、彼らを庇かばっていますから。もし口も利けない状態の時は、ススハラくん、メフィエラ兵の読心は出来ますか？」

「出来なくはねーが、かなりぼんやりするぜ。思考言語から違ちがうとな……」

　メフィエラ人に通じる翻ほん訳やく魔法は存在しない。ゆえにアナログな方法に頼たよるしかない。

「じゃあ、行ってくる」

　深呼吸をする。正直なところを言えば交こう渉しように長たけたアマリネの通訳に徹てつしたい気持ちもないではなかったが、今後に必要なことだと自分に言い聞かせる。

　扉を開けて、階段を下りる。……奥から三番目の牢。鉄格子の向こうに人影があった。

「！」

　鉄格子を開けた音に反応し、壁かべ際ぎわで蹲うずくまっていた相手が振り向いた。血ち塗まみれの白い襤ぼ褸ろを着た小柄な影。ぼさぼさに乱れた髪が痛々しいが、女性のようだった。

『聞こえるか』

　アマリネに言い含ふくめられたように、扉を開けてすぐの場所に座る。距きよ離りをおいて、メフィエラ語で話しかける。同時に手の甲こうに、黒い鱗を具現化させて見せる。

『覚えてるか。旗き艦かんの前で、国軍と口論してた兵士だ。あの後、交渉してアンタの身み柄がらを引き受けた。話をしたい』

　女性は、恐おそる恐るといった様子で顔を上げ、そして、突とつ如じよとしてぴきりと固まる。

『……ぁ、ぁ……』

　大きく眼を見開き、口を開け、ぶるぶると全身を震ふるわせる。想定以上の怯おびえられっぷりだった。やはり駄だ目めかと思いつつも、辛しん抱ぼう強づよく話しかけ続ける。

『落ち着け。大だい丈じよう夫ぶだ、俺は、お前を傷つけるつもりは──』




『ああ─────っ！　わ、鷲わしの人─────ッ!?』




　きぃん、と大声が響ひびき渡わたった。

　白衣を着た、小こ柄がらな女性だった。罅ひびの入った丸眼鏡に、クマが浮ういた目元。やや不健康にも思えるふくよかな身体からだつき。驚きよう愕がくの表情と共に、クロトを指さしていた。
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「──そういえば。クロト、あなた、噓うそついたわよね？」

「は？」

　今から三カ月前──最終決戦の直後のこと。

　ジグローゼスとメフィエラ、夢と現うつつの合間。致ち命めい傷しようから紙一ひと重えで生き残ったクロトと、彼を助けながらも、乗機がほぼ全ぜん壊かいの憂うき目にあったロア。

　二人の体調が回復するまで──ロアの輝動鋭機アインダートの修理が終わるまでの会話。

「『は？』　じゃないわよ！　あなた、獣騎兵が転身するのは一人につき一種類って言ったじゃない！　おかげでわたし、気付くの遅おそくなったんだからね！」

「今いま更さらそれを言うのかよ……」

　クロトは、両手に抱かかえていた化石の欠片かけらを地面に置く。周囲を散策して、拾い集めてきたものだった。

「別に、間違った説明をしたわけじゃない。ただ、俺が例外なだけだ」

「それを噓っていうの！　なによ、例外って！」

「死んだ仲間の力を継つげる。獣騎兵の核かく石せきと、魔獣の化石を喰らうことで」

「…………それは」

　獣堕おちし、銀ぎん嶺れいに一度殺された際に、喰らった核石も化石も全て放出された。大半は虚こ空くうに消えてしまい、持ち帰る余裕もない。それでもクロトが探していたのは、

「──ん」

　化石の一つをひっくり返すと、鮮あざやかな緑色の宝石があった。傷一つない。

「これは……《大颶鳥アルゲンタヴイス》の核石か」

　核石は、化石から因子を抽ちゆう出しゆつして生み出される、超ちよう高密度の魔力塊かいである。獣騎兵に埋うめ込まれるそれは、化石である以上に、仲間の遺品だ。少しでも持ち帰りたかった。

「《大颶鳥》？　それって……」

「ああ。お前に見せてたやつだ。俺が一番最初に喰らった……一番、優しい因子」

　最初期に発見された化石で、もっとも長い間使われていた一種。獣騎兵への負担も軽く、ロアの前で正体を隠す際にこれを選んだのはそういう理由もあった。

「これの元の使い手も、優しくて他人思いの奴やつでな。普ふ段だんは怯えてるけど、同期の中で誰だれかが喧けん嘩かした時に止めに入るのは、いつもアイツだった」

　多くの場合、化石と共に消えることも多い核石だが、その様子もない。これなら持ち帰れるだろう。といっても、核石だけでは何に使えるわけでもないが──

　そこまで考えて、ふとロアを振り返った。

「…………」

　ロアはクロトの話に、俯うつむいて黙だまりこくっていた。クロトの極きよく姿しを──再現した無数の因子を彼女は直じかに見ている。妙みようなところで気を遣う少女だった。

「ロア。お前、これ持ってけ」

「え？　──えぇえっ!?」

「もちろん本来の用よう途とにゃ使えないけど、高密度の魔力塊だからな。護ご符ふ代わりにはなる。お前のことだ、また変な呪じゆ詛そに襲おそわれないとも限らないしな」

「ないわよそんなこと！　っていうか、お友達の形見なんでしょ！　お守りって、そんな気軽に……それに、わたしはメフィエラ人で……」

「……ああ」

　言い募るロアをよそに、クロトは拾い上げた宝石を、口元に近づける。

「『──そういうわけだ。頼たのむよ、イーシャ』」

　微かすかに笑みを浮かべ、かつての戦友の名前を呼ぶ。

　その行こう為いにどんな意味があるのか、クロト自身も分かってはいなかった。ただ、こうしておけば良い気がした。あるいはこの直前に、クロトを守ってくれたリノンの核石のことがあったからかもしれない。僅わずかに、宝石の光が応こたえるように明めい滅めつした気がした。

「ほら。これで大丈夫だ」

「…………」

　ロアは何やらこちらを見て、両手を堅かたく握にぎっていた。僅かに頰ほおが赤い。

「女の子ね」

「は？」

「その子。女の子なのね。クロト、あなたって、本当そういうところよ！」

「何がだよ。いや、確かに女子だけど……何か関係あんのかよ？」

「そんなの……あの、えっと、言われてみると、なんでかしら……とにかく！　何か嫌いやなのよ、そういうの！」

「訳の分からない理由で嫌がってんじゃねえよ！　いいから貰もらっとけ！」

「いやよ！」「貰え！」「いやなの！」「なんでだよ！」「よく分かんない──」
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　──その後、どうにかしてロアに核石を渡すことには成功したのだったが。

　ともかく、余計なことまで思い出してしまったが、この捕ほ虜りよの女性は今しがたクロトを『鷲の人』と呼んだ。ならば、ありえる可能性は一つだけだ。

「まさか、──ロアの知り合いか……!?」

　不思議と、その可能性に思い至ったことはなかった。ロアに仲間がいて、クロトのことを伝えている可能性。彼女は自分の力のみを頼みにしているようだったし、他の人物の名前が出てきたことなど、数えるほどしかなかったはずだ。

「やっぱり鷲の人デスよね！　あれ、でもさっき旗艦の前で会った時は黒こく竜りゆうっぽかった？　鷲？　竜？　人？　どれなんスか？」

「それよりなんで最前線の旗艦の中にいたんだよ。ロアの仲間なら偉えらいはずだろ？」

「これが噂うわさの翻訳魔ま法ほうスか。うわー、こっちの言葉喋ってるようにしか聞こえないスねー」

「──待て。さっきからお互たがいの話が聞けてない」

　女性の服は乾かわいた血に塗まみれており、声も少し掠かすれているが、少なくとも致ち命めい的てきな外傷があるわけではなく、会話にも問題はなさそうだった。

「……アンタは、ロアのなんなんだ？　どこまでロアから聞いてる？」

「アタシはロアさんの主治医ッスよ。元、がつきまスけども。……どこまでって言われると、そうスね、キミとロアさんが、お祭りの町を散策してたところまでと……ああ、メフィエラとジグローゼスの二国が元々は仲良くしてたって──むぐっ！」

「──馬ば、鹿か、か！　んなことを軽々しく言うな！」

　思わず、飛びかかるように口を押さえて黙らせる。この場所で誰かが聞くわけもないが、彼女が世間話のように言ったことは、この世界の最大の秘密である。

　かつてメフィエラとジグローゼスは協力関係にあった。別の世界にある国土を繫ぎ合わせてまで共にあることを望んでいた。……今の世界の誰も信じないだろう事実。

　だが、これで確実だ。彼女はロアの知り合い。それも、あの恐るべき機密を話しても良いと判断する程度には近い関係の女性だ。

「むぐーむぐー！」

「言動が考えなしなのはお前らの共通項なのか？　いいか、まずこれだけは誓ちかえ。ロアのこと自体も含めて、その手の秘密を、こっちの他人に簡単に……」

「クロトくん！　悲鳴が聞こえましたが、大丈夫で……」

　ばたんと音を立てて、鉄格子の扉とびらが再び開いた。アマリネが駆かけ付けてきたのだ。聞こえた第一声から叫さけび声だったのだ、当然の対応と言えた。その背後にはススハラもいて──

「……何やってんのオマエ」

　血塗れのメフィエラ女性を押し倒たおし、その口を塞ふさぐクロトの姿を見ていた。

　しばしの沈ちん黙もく。

「──戻れ！　なんでもない！」

　女性から手を離はなし、クロトは二人を押し出して扉を閉めにかかる。ススハラは素直に引き下がるものの、アマリネは当然ながら慌あわてて抵てい抗こうする。

「クロトくん!?　なんなんですか！」

「本当に何でもない！　親交は深められてる！　いいからもうちょっと二人だけで話をさせてくれ！　あとで何でも言うこと聞くから！」

「えっそれは……いえ、ではなく！　クロトくん！　ますます怪あやしいです！　何をしているんですか！　女性を組み敷しくような男の子に育てた覚えはありませんよ！」

　拮きつ抗こうする両者。クロトは加護すら使って攻こう防ぼうを続ける。力の差は歴然だが、鉄格子と扉とびらの間に挟はさまるアマリネを傷つけないよう閉め出す力加減が難しいのだ。そして、牢ろう屋やの土つち埃ぼこりを吹ふき散らす竜の加護に、背後から興味深げに手を伸のばす女性が一人。

「あ！　これ、もしかして噂の獣じゆう化か兵士ってやつでスか？　おおー……！　あの、何個か聞きたいコトあるんでスけど、インタビューしても……」

「アンタちょっと黙ってろ！」「少し黙ってて下さい！　重要な話をしてます！」

「アッハイスイマセン」

　クロトとアマリネの𠮟しつ咤たが同時に響いた。

　そして、メフィエラ女性以外の三人が、その違和感に気がついた。

「「「…………ん？」」」







　事態の鎮ちん静せいには、幾いく分ぶんかの時間を要した。

　具体的には、ススハラが「……とりあえず、まともな部屋で話さねぇ？」と言うまで続いた。

　ユハズ城じよう砦さい、客室。傷の処置を行い、清潔な衣服に着き替がえさせられた女性が、引き寄せたクロトの背を遮しや蔽へい物代わりにしながら警戒した様子でベッドに座っている。

「……それで」

　向かいあう位置にいるのは、眼を細めたアマリネと、呆あきれ顔のススハラだ。

「あの時点で、和解はしていたと、そういうことでいいんですか」

「そ、そう！　こう、あれだ、すごい勢いで意気投合してな！」

「そうデスそうデス。いやー、まるで十年来の親友だったかのような感じでハイ」

「…………」

　アマリネの視線がかつてないほどに冷たい。ロアの存在について彼女は知らない。なんとなくクロトは、ロアの話を他人にするのが苦手だった。

「……いいでしょう。そのあたりの事情は、後で問い詰つめるとして……名前は？」

　アマリネが書記板を取り出して聞く。女性は答えた。

「エート、初めまして。シャーリー・クゥランって言いマス」

「シャーリーさん。シャーリーとは、メフィエラの領地の名前か何かですか？」

「はイ？　……あ、もしかして『ミョウジ』ないんスかこっち。しかも語順が逆スか。

　ええーっと、クゥランが家系についてる名前で、シャーリーがアタシ個人の名前でス。てか、それじゃあクロトさんら、同名の人が近くにいたらどうしてるんスか？」

「俺に聞くのか。いや、実際に双ふた子ごで瓜うり二ふたつみたいな場合じゃなきゃ、別にそこまで困ることじゃないだろ？　面めん倒どうならあだ名とか付ければいい」

「……領名のない貴族以外で、書面上などで区別の必要が出た場合は、その時点で仕事や階級、あるいはどこ出身の、という枕まくら名なを作ることが多いです」

「ハー。異文化でスねえ」

「──いやいやいやいや！　話が音速で逸それてんぞ！　それよりもまず、真っ先に聞くべきことがあるよなあ！」

　ススハラが激しく突つっ込んだ。全くもってその通りだった。色々とあって状況が混乱している中で、ススハラを連れてきたのは正解だったとクロトは思った。

「なんでコイツ、こっちの言葉話せてんだよ！　メフィエラ人だろ！」

　そうだ。つい先程までクロトがメフィエラ語で合わせる形だったのが、今はクゥランはジグローゼス語を話しているのだ。だが当のクゥランは、間ま抜ぬけに首を傾かしげる。

「へ？　これ、クロトさンの翻ほん訳やく魔法じゃないんでス？　ほら、クロトさンから手を離すと『通じなくなるんスけど』」

　クゥランが、クロトの背から手を離す。途と端たんに、彼女の話す言語がメフィエラ語に移り変わった（それを理解できるのはクロトだけだったが）。

「…………」

　クロト達三人は、席を立ってクゥランから少し離れると、ひそひそ相談する。

「……クロト、心当たりはあんのか？」

「あるわけないだろ……屍喰竜ニーズヘツグの力は死者の捕ほ食しよくだ。翻訳なんて出来るかよ」

「とにかく、それも含ふくめて聞き取りの中で考えていきましょう。この方が話がしやすいのは間ま違ちがいないですし、通じなくなったらクロトくんが通訳すればいいだけですし」

「うええー。割り切ってんなぁ、アマリネちゃん……」

　ということになった。クロト達は再度、クゥランの元に戻る。

『話、終わりまシた？』

『ああ。ひとまず、アンタには聞きたいことがある』

　クゥランがいるベッドの傍そばに置いた椅子に座ると、片手を差し出す。クゥランはやや迷いながらも、恐おそる恐る、頼たよるようにクロトの手首をきゅっと握った。

「……やはり翻訳魔法なしで話しませんか？」

「いやいやいやいやアマリネちゃん自じ重ちよう。自重しような？」

　よく分からないやり取りで、ススハラがアマリネを落ち着かせる。

「えーっと、それでアタシは、何から話せばいいんデスかね？」

「この三カ月。……最後の決戦以降のことだ。アンタらは、どういう経けい緯いであの場所にいた？　あの旗き艦かんに何が起きたんだ？」

「……了りよう解かいでス。でしたら、前提としてアタシからも確認したいことがあるんスけど」

「話を逸れない範はん囲いでな」

「どもデス。それで、確認したいのは──今、このジグローゼスと、アタシ達のメフィエラって、もしかして……別の世界というか、空間的に分断されてまス？」

「！」

　あっさりと放たれた言葉に、クロト達が顔色を変える。それを見て、クゥランが「うへー、やっぱりスか……」と頭を抱かかえた。

「うすうす思ってたことッスけど……ひゃー。勘かん弁べんしてほしいスねえ……」

「……どうして分かった」

「いえ、ただの推測デスよ。……まず三カ月前ですケド、アタシらは取り残されました。たぶん、いっちばん前にいたせいで、分断でジグローゼス側に来ちゃったんデスね」

「どうしてそんなところにいた？　あんたはロ……、そこそこメフィエラでも力のある立場にあったんじゃないのか」

「あー、仲間の人には、もう死んでると思われてまスね。非常時メッセージ残しましたし。アタシは、セルドリック様……偉いさんの不興を買っちゃいまして。メイドにしこたま殴なぐられて放り出されて、あとはお決まりの旗艦コースっス」

「お決まり？」

「だから、ほぼ死し刑けいでスよ」あっけらかんと言った。「ジグローゼスの怪かい物ぶつ兵……特に黒竜が出てきてからは、前線基地やら旗艦の人員なんてほぼそういう連中だけデス」

「…………」

「馬鹿でっかい虹にじ嵐あらしと、その直前の、レシュノルティアからの広域通信。そんでもって、どんだけ電波感度上げても本国が『存在しない』エラー。アタシは虹嵐のことも調べてて、ジグローゼスが空間？　をどうこうする技術を持ってるって知ってまシタんで……もしかしたら、戦場を物理的に分断することで、戦争を終わらせたんじゃないかと」

　クロトはちらりと、ススハラとアマリネを見る。ここに至るまでの流れで弛し緩かん気味だった二人の表情は、緊きん張ちようを取り戻していた。ススハラに至っては、気付かれないように身体からだの一部を限定転身させて警けい戒かいしている。

　ジグローゼスの魔ま導どう師しが未だに半信半疑の真実を、メフィエラの人間が、他者の説明も受けることなく導き出している。見かけに反し、彼女は相当に頭が回る。

「それは……あの旗艦にいた方々すべて、その結論に辿たどりついていたのですか？」

「いやいや、まさか！」クゥランは手を振ふった。「魔法の存在を受け止めてるメフィエラ人はそんないまセンし……それに、それは戻れないことを認めるってことでスからね。アタシが言ったところで、暴動が三割増しになってただけでショうねー」

「……暴動？」

「そりゃ起きマスよ。メフィエラでの立ち回りミスって死兵にされた連中で、よく分かんない現象で本国と完全に切り離されたんスよ。半数はそれで死にマシタから。

　まぁ、それでも何とか、生き残りだけで彷徨さまよってたんでスよ。微かすかな電波を観測しては追いかけて、放ほう棄きされた前線基地とかあったんで、それでなんとか食料とか確保したり。ま、それ奪うばい合ってまたちょっと死んだりしまシタが」

　クゥランの語りは、あまりに淡たん々たんとしていた。彼女に何を見ているのか、ススハラが口元を引き攣つらせている。

「ただ。十日くらい前でスかね。そうやって電波を辿っていって、変なものを見つけまして。見つけたというか、見つかったって感じかもしれませんケド」

「何を見つけたんだ？」

　クロトが聞き返すと、クゥランは珍めずらしく、深く考え込む様子を見せた。やがて当時のことをゆっくりと咀そ嚼しやくするように、やや抑おさえたトーンでぽつぽつと話しだした。

「旗艦より一回り大きいくらいの、金属の立方体でシタ。メフィエラ製の兵器は全部覚えてますけど、あんなモノ見たことなかったデスね。継つぎ目からは煙けむりを上げてて、──ああ、なんてか、でかい棺かん桶おけみたいでしタね」

　クロトが眼を見開く。それに気付かず、クゥランは話し続ける。

「こっちの通信は一切無視で、一方的に攻こう撃げきされまシた。こっちも酷ひどい状じよう況きようでしたけど必死に抵抗して、残ざん弾だんを撃うちつくして、命からがら逃にげ延のびた……はずだったんデスけど、たぶん、実際には逃げられてなかったんでショうね」

　彼女は首元を摩さする。張り付いていた乾かわいた血が、取れて落ちた。

「旗艦の制せい御ぎよが利きかなくなりました。誰だれも何も動かしてないのに勝手に動いて、ジグローゼス側に近づいてって。取り憑つかれてたって叫さけんだ人いまシタよね？　あれそういう意味です。いやー、皆みなさんが精神的に一番ヤバかったのはあの時期でシタね。ハッチすら開かなかったし。『ぱにっくほらー』みたいな状態で、何人か自殺者も出てて」

　曲がりなりにもメフィエラの強力な兵器である旗艦を、魔導師だけで制圧できた理由。あの時点で、彼らは既すでに限界だったのだ。

「結果論でスけど、ある意味、皆さんに見つかって助かったって感じでス。……説明としては、こんなトコで良かったデスか？」

　締しめくくりに、クゥランは緩ゆるく笑う。その態度には何一つ変化は見られなかった。
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「──どう思うよ？」

　部屋を出てすぐの廊ろう下かの壁かべにもたれ、ススハラが問いかけた。

　あれから、細かいことを色々と聞いていたが、当人は平然としていたものの実のところクゥランの消しよう耗もうも大きく、休ませた上で協力してもらうことになった。

「クロトくん。彼女の話は信しん頼らいできますか？」

「……空中要よう塞さいとの戦いについては、簡単に説明したことはあったよな」

　極きよく姿し解放でかなり昂こう揚ようしていたものの、大体の経緯は覚えている。

「完全なる世界の楔くさびは無数のブロックで構成されていて、こちらの攻撃で炎えん上じようした部分を自ら切り離はなして破は壊かいの伝でん播ぱを防ぐ機能があった。トカゲの尻しつ尾ぽ切りみたいにな。

　最後まで残ってた中心部分に関しては、俺が完全に破壊したはずだ。ただ、そうやって切り離された部分までは……俺は追えてない」

「その残ざん骸がいが、自律して動いていた……？　旗艦を乗っ取って……何の為ために」

　アマリネの疑問に、クロトはおよそ思いつく限り最悪の想像で答える。

「……あの要塞は、二国の国境魔法を維い持じする為のものだ。何かを守ったり、壊こわしたりする為のものじゃない。あれは、存在することに意味がある。つまり」

「……自己修復。……再生……？」

　たとえ破壊されたとしても、残骸が他の兵器を取り込み、復活する機能。

　あの規模の要塞が、そんな能力まで備えていることは考えづらいが……百年前の、メフィエラとジグローゼスの融ゆう合ごう物だ。何があってもおかしくはない。

　もしも要塞が復活し、二国を再接続してしまえば元の木もく阿あ弥みだ。今繫つなげたところで何も良いことはないどころか、これまでの努力が全て無に帰きしてしまう。

「──んなことはどうでもいーんだよ」

　思わぬ言葉が挟はさまれた。髪かみを搔かき回し、落ち着かない様子でススハラが言う。

「今回出てきた楔の残骸は、精せい霊れい憑つきサマが倒たおしたんだろ。今すぐどうこうなるもんじゃねえ。……それよりも、あの女の扱あつかいだ」

「クゥランの？　……別に、害のある相手じゃあないだろ」

「害のある相手じゃない？　お前ら、見ただろ。あの女の態度」

「……確かに。最初は、出まかせでも言っているのかと思いました」

　ススハラの指し摘てきに、アマリネが頷うなずく。内ない紛ふんと外敵との戦いの果てに、仲間は全て死に、敵の世界で囚とらわれ一人きり。置かれた境きよう遇ぐうは、クロト達から見ても凄せい惨さんだった。

「見た限り、アイツの言げんに噓うそはなかった」

　千眼覚アルゴスの読心能力──リアルタイムの思考のトレースとまではいかないが、相手の感情の揺ゆれや、噓の有無などは完全に見み抜ぬける。

「枯かれてんだよ。身内以外の他人へ向ける感情の、絶対量がそもそも少ないんだ。だからこそ、あれだけ酷い目にあって、仇きゆう敵てきのジグローゼス兵に捕つかまって殺されかけて、それでもあっさりクロトを受け入れた。どうしてか？　有益だからだ」

　それは、或あるいは、二国の兵士の対照的な歪ゆがみかもしれなかった。

　ジグローゼスの魔導師が、積み重ねられた憎ぞう悪おの沼ぬまに囚われているとするなら。

　メフィエラの兵士は、削けずられ続けた無関心の荒こう野やに打ち捨てられている。

「クロト。絶対に眼を離すな。今回はアイツの言い分に噓はないみてーだった。だがな、必要だと判断すれば、アイツはいつだってこっちを欺あざむくぞ」








３話　それを祝福と呼んでいる
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　かつーん、と。

　プラスチックの桶おけが床ゆかに落ちる音が、広い空間に高く響ひびく。

　精せい緻ちな硝子ガラス細工の照明。最上級の大理石の壁かべ。広すぎる空間には、無数の湯船が並んでいる。それぞれ泡あわ風ぶ呂ろ、ジャクジー、香こう料りようや果実・炭酸風呂。サウナや水風呂まで。

　シェルテミット財ざい閥ばつ、本ほん拠きよビルの一室。元々は十数人で──十数人の使用人と、一人の入浴者で使用するための、専用バスルームである。

「ネイルー。石せつ鹼けん落とした。取って」

「はい、ロア様」

　シャワーの下で目を閉じているロアの手に、ネイルは拾った石鹼を渡わたす。ありがと、と言って、ロアはややぎこちない手つきで身体からだを洗う。ネイルは湯船に戻もどると、ロアに気付かれない程度に、その様子を不安げに見守る。

　もともと、ロアがセルドリックの人形だった頃ころから使われていた場所だ。ロアの偶ぐう像ぞうとしての美しさを維い持じするための施し設せつの一つ。今ではコスト面から本来通りの使用は出来ないものの、ロアは入浴行こう為い自体は気に入っていた。ネイルも、ただでさえ働き通しな彼女がこの時だけは素直に休むため、出来る限りこの時間は確保するようにしている。

「ふー…………」

　水すい滴てきと共に泡が流れる。うっすら火ほ照てった白磁の肌はだ。肩かたから脇わき腹ばら、足へと伝う雫しずく。青みがかった銀の髪かみが張り付き、年ねん齢れい相応に起き伏ふくの控ひかえめな、だが古代の彫ちよう像ぞうのような流りゆう麗れいな身体の線を浮うかび上がらせる。首と胸の端たん子しすら、生身の美しさを引き立てるようだ。

　やがて、ロアがネイルに振ふり向いた。濡ぬれそぼった髪をそのままに、ネイルを見つめる。口にされた言葉は、おおよそネイルの予想通りのものだった。

「ネイル。頭、洗ってくれない？」

「……ロア様。以前、自分で出来るようにする、と仰おつしやりませんでしたか」

「それは……そうだけど……」

　かつては一から十まで使用人セイルノーツに任せていたため、ロアは自分で身体を洗うのには不慣れだった。ここまでも、何度か桶や石鹼を取り落としている。同じような理由で、ロアが人の感性とズレていることは多々ある。

「セイルノーツは全て研修に出しましたし……ロア様ご自身、私に、ただ自分に尽つくす人形でなくていいと、最初に仰おつしやって下さったではありませんか」

「うう」

　ネイルはロアと同類の調整体デザインドだが、かなり初期の失敗作であったため、セルドリックに拾われる以前から他の研究者の秘書や雑用をしていた。自意識に目覚めたのは最近ではあるものの、そういう意味ではロアより普ふ通つうの人間としての経験はある。

「ネイルぅー」

　ロアが、軽く声を潤うるませて喰くい下がる。

　それだけで、ぞっとするほどの色気が生まれることをこの少女は分かっているのだろうか。アルフィニス・ロア・シェルテミットの猫ねこ撫なで声。異性同性問わず、抗あらがえる存在などまずいないだろう。この最高傑けつ作さくの少女は、自分の優ゆう秀しゆうさをことあるごとに自じ慢まんするが、本質的な自覚が足りていないのではと感じることが多い。

「……分かりました。ただ、次はご自分でお願いしますね」

「やった！」

　無む邪じや気きに身体を跳はねさせ、椅い子すにうきうきしながら座る。ネイルは湯船から上がるとロアの背後に膝ひざ立だちになり、ロアの長ちよう髪はつを、髪先から慎しん重ちように泡立たせていく。

「ああ。ふふ。……気持ちいい」

「光栄です」

　ネイル自身、癒いやされると感じている自分がいた。そのまま、軽く雑談をする。

「セイルノーツの子達の調子はどう？」

「順調……と言っていいかは分かりませんが、少しずつ、自由な生活に慣れてきているようです。最近は、保護した子供達の世話をさせていることが多いですね」

「ああ、ヴィクトリアの孤こ児じ院いんのね」

　ヴィクトリアは稀き少しような戦力だ。もとはロアを狙ねらう暗殺者の一人だったが、稼かせぎを出身孤児院に入れていることを《睡蓮ニンフエア》で看破したロアが、孤児院ごと庇ひ護ご下に入れた。

　ほとんど力ちから業わざで、人ひと質じちに取っているようなものだが、孤児院が破は綻たん寸前だったこともあり、ヴィクトリアは忠実に従ってくれている。

「気象台や、その他の用事は済ませられたのですか」

「ええ。あとは結果待ちね。だから今は、羽を伸のばす期間ー」

　泡立てた髪を優しくかき混ぜると、ふふ、とロアが身を震ふるわせる。彼女が指示したことがどう繫つながってくるのか、それはネイルには及およびもつかないところにある。

「……レシュノルティアが、必要な事態になるとお考えですか？」

「それも含ふくめてね。念ねんの為。──わたしは、メフィエラの技術の全てが詰つめ込まれた最高の人間だけれど、万ばん全ぜんが発揮できなきゃ、意味ないでしょ」

「最高の人間なら、髪くらい自分で洗って下さいな」

「そ」声が裏返った。「……それとこれとは別の話だもの……」

　ネイルとしては軽い冗じよう談だんのつもりだったのだが、あからさまにしょぼくれる背中。流し終えた髪を櫛くしで梳すきながら、思わず小さく笑ってしまう。

　からかいついでに、ふと、以前から聞きたかったことを聞いてみる。

「そういえば、どうしてレシュノルティアなんですか」

「なにが？」

「あの鋭機ダートの名です。いえ、花の名前なのは知っているのですが」

「ああ。それはね、レシュノルティアは『待ち焦こがれ』の花だからよ」

　髪を引かれるに合わせて首をやや反らせながら、ロアは答える。

「マートレットが図ず鑑かんを見ながら、色々と教えてくれたの。別名とか、性質とか。今は失われたものも多いけれど、花は好き。……ええっと、なんだったかしら」

「？」

「『ああ……そうね。これの別名は、今のロアには少し難しいかしら』」

　口調を変えて、ロアが話す。恐おそらくそれは、ロアが子供の頃に聞いた文もん言ごんそのままなのだろう。機械の天使は、記き憶おく力すらコンピュータに勝まさる。

「『これは、そうね……あなたがいつか得てほしい、素敵なものを意味するの。待ち焦がれの花。あなたがこれを得てくれたら、私はとても嬉うれしいわ』だったかしら。だから、あの最さい新しん鋭えい機きにも名付けたし、それに、アイツもわたしにとっては──」

「随ずい分ぶん、ロマンチックな表現をなさる方なんですね。初はつ恋こい草をそう表現するなんて」

「──え？」

　少し不安だったのだ。自らの乗機に対してその名をつける感性が。

　あれこそがアルフィニス様の『お相手』なのだろうさ──などと、口さがない兵士が語っているのも耳にしたことがある。

「初恋草？」

「はい。極楽鳥花ストレリチアや紫陽花ハイドランジア、西風花ゼフイランサスなどと同じく、レシュノルティアの別名です。きっと、幼いロア様に対して工夫した表現をされたんですね」

「…………恋って、あの恋？」

「他に意味があるというのは、寡か聞ぶんにして聞いたことがありませんが。初めて好きになった相手、初めて愛した相手、という意味ですよね。初恋とは。……ロア様？」

　呼びかけに、ロアは一切答えない。ただじっと俯うつむいたまま動かない。ひやりと、ネイルの背筋に冷たいものが走る。まさか、また例の発作が出たのか？

「ロア様！　どうされましたか！」

　正面に回り込み、下から覗のぞき込む。そして、意外なものを見た。

「…………ロア、様？」

「～～～～～～！」

　白磁の器うつわにもたとえられる少女の肌は、真っ赤になっていた。入浴の火照りなどでは到とう底ていない、耳の先からおでこまで真っ赤に染まった、羞しゆう恥ちの表情。

「違ちがうの！」

「は、はい？」

「ち、違くて、そういう意味で言ったんじゃなくて！　本当に、ただ、いつか会う相手だからって……そういう連想で言っただけなのよ！　わたしの、……って……」

　ぼっ、とまた赤くなった。湯気すら出ているように見えた。ネイルは全くついていけない。彼女に付き従って以来、ロアの感情表現の激しさは知っているつもりだったが、だがネイルの知る限り、こんな表情を見せたことは一度だってない。

「は……お待ち下さい。ロア様。落ち着かれて……」
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「ねえ、ジグローゼスにないわよね、レシュノルティア！」

「え？　まあ、メフィエラの花ですから……」

　耳元まで羞恥に染めて、ロアは頭を押さえて首を振る。ネイルはおろおろとその様子を見守るしか出来ない。無論のこと両名ともに裸はだかである。不ふ可か思し議ぎな光景であった。

「ああでも、あいつメフィエラ語話せるし、でも花の名前なんて興味なさそうだし……伝わる方法、ないわよね？　う、ううう……！」

　ロアが落ち着くまでしばしの時間を必要とした。そのせいで、二人まとめて危あやうく湯冷めしかけたのも──笑い話になる程度で済んだ。
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「はい……はい。それを円で囲んで。紋もん様ようの並びは正しいですか？　文字は歪ゆがんでませんか？　魔ま力りよくは均一に通っていますか？」

「…………出来てる。と思う」

「では、……はい、詠えい唱しようを」

「……『鳥の姿になって、伝言を届けたい人の下もとへ飛んでいきなさい。──伝令鳥』」

　紙に書かれた魔法陣じんから、純白の魔力光が輝かがやく。

　いかにも頼たよりない光は小さく収束し、──やがて、手のひらサイズの小鳥になった。身体は新雪のような純白で、羽根の先だけが、仄ほのかに夕焼け色をしている。全体的に丸っこい。

　すぐに、傍かたわらで座っていたアマリネが慎重にそれを観察する。

「…………構成、問題ありません。大だい丈じよう夫ぶでしょう」

「そうか、よし……！　来いよ、クゥラン！　出来たぞ！」

『あ、上手うまくいきマシた？』

　部屋の隅すみで読めない本をめくっていたクゥランが近寄ってくる。クロトは達成感に汗あせを拭ぬぐいながら伝令鳥を取り上げると、クゥランの頭の上に載のせる。

「──どうだ、クゥラン。俺の言葉が分かるか？」

「……おー！　聞こえまス聞こえまス！　はー、仮説通りってわけでスか。あ、どうでス、監かん督とく官サン？　これで良い感じでスかね」

「……そうですね、聞こえます。これで、クロトくんも自由に動けるようになりましたね。良かったです。本当に……本当に、……大変でした……」

　アマリネが何な故ぜかひどく疲つかれた様子で溜ため息いきをついた。

　あれから、第六基地に戻もどってきた彼らだったが、早々に困ったのがクゥランの取り扱あつかいだった。一人では言葉が通じないクゥランはクロトから離はなれたがらず、また、話すたびにクロトの手を握にぎるわけにもいかない。

　クロトの魔力に触ふれればいいのではというアマリネの仮定の下もと、簡単な魔法で、扱いに融ゆう通ずうの利きく伝令鳥をクロトに使わせようとしたのだが、そこからが問題だった。

「『魔力を込めるってどうやるんだ』と言われた時はどうしようかと……」

「仕方ないだろ、使おうとして使ったことないんだ。……こっちの伝令鳥はどうする？」

　机の端はしの紙束を指す。そこには、魔法陣の書き損じや、クロトのイメージの不備、魔力の込めすぎなどで名状しがたい怪かい物ぶつになった失敗作が並んでいる。

「それは伝令鳥ではありません。『かわいそうなとりさん』です」

「……かわいそうなとりさん」

「かわいそうなとりさン……」

　その表現にクロトがショックを受けた顔になり、クゥランがちょっとキュンとしたのかしみじみと繰くり返す。こほん、とアマリネが頰ほおを赤くして小さく咳せき払ばらいする。

「放置しておけばいずれ魔力に解ほどけます。……とりあえず、クゥランさん。預けたそれは宛あて先さき指定もしてない素すの伝令鳥です。変に話しかけたりしないように。それ以外は手て荒あらく扱っても問題ないので、ポケットの中にでも入れておいてください」

「りょかいッス。いやー、いいデスねえ。場所取らないし鳴かないし世話もいらなさそうだし。あ、今ならアタシもメッセージ録音できるんデスか？」

「言ってる傍そばから変なことを試みようとしないでください！」

「……にしても、また増えたな。伝令鳥」

　余所よそから飛んできたものが無数に飛び回っている。以前はその数にうんざりしていたアマリネだったが、そのうちの一羽を手に載せて嬉しそうに笑った。

「リュシエール様のおかげです。──まだ準備に少し掛かかりますが、エルムト領家を主導とした本国からの査察団が、こちらに来て下さるそうなんです」

「もうか？　早いな……！」

　この三カ月、一歩も進まなかったことがあっさりと進んでいく。

「リュシエール様が間違いなくご本人なのは、魔力光の鑑かん定ていで保証されていますからね。一刻も早く確認したいとあちらも思っているのでしょう」

「魔力光？」

「魔力光、魔力光こう相そう。生命が持つ魔力の色合いのことです」

　アマリネが杖つえを振ふるう。菜の花のような黄色が杖先に灯ともる。普ふ段だんは気にしたことはないが、彼女が、結界を作る時にしろ他の魔法を使う時にしろ、まず出てくる色だ。

「色の傾けい向こうこそあれ、彩さい度ど、明度、輝き度どなど詳しよう細さいに鑑定すれば、全く同じ魔力光を持つ人間は存在しません。ごく一部の例外を除いて、後天的に変化することもありませんから、本人特定に使われるんです。この伝令鳥も」

　羽根繕づくろいをしている伝令鳥を指差す。

「送り先の光相を登録することで届くようになります。魔力による妨ぼう害がい以外は、距きよ離りや天候などは関係ありません。呪じゆ詛そと似たようなものですね」

「はー。『コジンアイディー』がそのまま『デンワバンゴウ』になるんスか」

　横から、話を聞いていたクゥランが、良く分からない言葉と共に何度か頷うなずく。

「一部の例外ってのは？」

「……獣じゆう騎き兵へいです。本人が本来持っていた光相は、繫つながった魔獣化石の残留魔力と同化することが確認されています。転身詠唱と言えば分かりますか？」

「ああ……あれか」

　獣騎兵が、唯ゆい一いつ魔ま導どう師しから教えられる起動詞。あれはそういうことだったのか。

「そういうわけで、リュシエール様は間違いなくご本人です。ただ、それはそれで辻つじ褄つまが合わないことも多いですから……本国の動きが早いのはそのためでしょう」

「そのシエラは、今どこに？　聞きたいことがあるんだが」

「彼女なら、子供達と遊んでくれていますよ。向かいますか？」

「あ、アタシも行っていいでスか？」

　軽く手を挙げたのはクゥランだ。だが、即そく座ざにアマリネが表情を険しくする。

「駄だ目めです。……この場にいる者はごく例外。あなたは依い然ぜんとして全ジグローゼスの仇きゆう敵てきです。目に入っただけで襲おそわれて殺されても文句は言えません」

「それはこう、誤ご魔ま化かし誤魔化しで何とかできまセん？　何なら外がい套とうとか被かぶりまスし、それにその、クロトさんのご威い光こうでひとつ……」

　腕うでを組むようにクロトにひっつく。クロトは鬱うつ陶とうしげにしながら、仕方なさげに息を吐はく。

「頼たのめないか、アマリネ」

「クロトくん！」

「……実際、こいつの件なんだよ、聞きたいのは。多少の問題は俺がなんとかする。一人で逸はぐれたりしたら、その保証もしないけどな」

「とんでもない！　『ファンネル』並みにひっついていまスとも！」

「ファンネルが分からねえがやめろ」

　軽い調子で言葉を交わしていると、やがてアマリネが仕方なさげに言った。

「……私は、これから伝令鳥の返しがあるので。何かあってもフォローしませんよ」

「すまん、助かる」

「やほー！　流石さすがは監督サン！　太っ腹でスね！」

「黙だまりなさい。少しでもクロトくんの気き遣づかいを無む下げにしたら、即座に結界に監かん禁きんします。隣となりの部屋に余りのローブがあるので、適当に見み繕つくろってきなさい」

「ハイスイマセン行ってきマス！」

　ばたばたと不格好な走りで、部屋を出ていくクゥラン。

「…………」

「…………」

　アマリネからの視線が痛い。目を合わせられないまま、クロトは言い訳するように口を開く。

「分かってるよ。ススハラから言われたことは覚えてる。油断はしな──」

「…………クロトくんは、ああいう、ちょっとだらしない感じの方が好みなんですか？　私も、意外と掃そう除じとか苦手ですし、必要でしたら、眼鏡もかけますよ……？」

「なんでそうなる!?　別に籠ろう絡らくされてるわけじゃねえよ！」
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「お。よーうクロト、……に、うげっ砂さ漠ばく女。なんで外出てやがる」

「ススハラ」「お、お世話になりまス」

　広間の端で座り込んでいるススハラは、クゥランを見て顔を引き攣つらせた。

「こっちにシエラはいるか？」

「シエラ？　──ああ、精せい霊れい憑つき様か」

　言いながら、広間の中心に親指を向ける。多くの子供達が、そこで遊んでいた。

「わー、すごいすごい！」「おさかな！　かに！　へび！」「あ、う、う……」「ヘビだー！　待て、待て！」「シエラさま！　もっと出して！」

「ふふ、──任せるのだわ！　今ここは七万年前の海の中なのだわー！」

　リュシエールが指をついと振ふるう。すると水によって象かたどられた無数の生き物が、その周囲を飛び回る。子供達は水で出来た生き物を追いかけて、捕つかまえたり、転んだり、ぶつかって水みず浸びたしになったりしている。

　その中には、先日引き取った第二部隊の子供達もいた。第六の子供ほど夢中になってはいないものの、端で恐おそる恐る、地面を這はう謎なぞの軟なん体たい生物を触さわっている。

「すごいな。ああいう魔法もあるのか……」

「伝令鳥もそうでスけど、生き物を象る魔法は多いんでスかね？」

「さあ。どうなんだ、ススハラ？」

　クゥランの質問をススハラに振ると、両者ともに嫌いやそうな顔をされた。ススハラは彼女を忌き避ひしており、クゥランもそれを感じ取っているのか仲は良くない。

「……動きを付加しやすいからな。ただ、ありゃ見かけよりぜんっぜん高度だぜ。造形の細かさに、適度な強度、微び妙みように自律性まで持たせてるし」

「どっちにしろ助かる。シエラも魔導師だから、怖こわがられてないかと思ったんだが」

　アマリネもああいうやり方をすればいいのではないかとも思うが、そういう方面のアプローチは苦手そうでもある。クロトも人のことは言えないが。

「つかさ。お前、なんで精霊憑き様を幼名で呼んでんだよ？　怖いもの知らずか」

「向こうが教えてきたんだよ。別に良いだろ」

「……それなぁ。それなんだよな……」

　ススハラは髪かみを搔かく。アマリネも似たようなことを言っていた。ススハラはクロトより年上で、魔導師の家の生まれだ。もしや、と思って聞く。

「十五年前のリュシエールを知ってるのか？」

「ガキの頃ころだから、かなりうろ覚えだけど、あんなんじゃあなかったぜ。──ああ、副ふく総そう督とくの野や郎ろうに啖たん呵か切ってた時の方が、それらしかったな。厳格で誇ほこり高い英えい雄ゆうサマだ」

「あっちがか……？」

　オルデインを𠮟しつ咤たした時のリュシエール。豹ひよう変へんしたかのような言動には非常に驚おどろいたが、確かに英雄という観点で言えば、あの方が相応ふさわしいかもしれない。

「仮に、あっちが外そと面づらだったとしても──じゃあ、なんで初対面のクロト相手に最初から素すで接してきたんだって話だろ。十五年前から記き憶おくが地続きだってんなら尚なお更さらだ」

「それは……確かに」

「じゃあとっておきかしら！　ムゥの生前のライバル、七万年前の奇き妙みような海老えび！」

「うわーすげー！　カッコいい！」「あははは、気持ち悪い！」「ヒゲだ！　海老の尻しつ尾ぽがヒゲになってる！」「目が飛び出てるー」

『　勧かん告こくする　シエラ　神かみ代よの一ひと柱はしらを　安易に造形するべきではない　』

「あっ！　すげえ！　ワニだ！」「違ちがうよ、魚だ！」「クジラ！　牙きばがある！」

『　勧告する　未熟なるヒトよ　我に気安く触ふ──　』

「ムゥ。お願い、ちょっとだけ我が慢まんしてほしいのだわ。牙は駄目よ」

『　……　勧告する　警告する　停止せよ　待て　尾おを引くな　おい　やめろおい　』

　リュシエールや、あの気難しいムゥまでもが、子供達と戯たわむれている。ススハラの懸け念ねんも確かではあるのだが──それをおいても、優しい光景だった。







「悪かったな。子供らの世話までしてもらって」

「ううん、私も楽しかったかしら」

　数分後。場所は、子供達のいた広場から少し離はなれた建物。獣騎兵が自発的に使っていた訓練場だ。簡素だが結界が敷しかれており、話が外に漏もれることはない。

『　勧告する　我は　そうでは　ない　』

「本当にありがとうねムゥ。今度、鱗うろこを磨みがくのだわ」

『　牙の研けん磨まも　追加せよ　』

「……仲、良いんだな」

　そう言うと、リュシエールは誇らしげに笑う。

「ムゥは私が子供の頃から、ずっと一いつ緒しよにいてくれる大切な相棒で、友達なのだわ！

　魔法の訓練の時も、騎き士し団の任務の時も、お城の祝しゆく宴えんのドレスを選ぶ時も、小さな頃は夜寝ねる時だって一緒だったかしら！」

『　全て　迷めい惑わく　極きわまりない　子守は　精霊の　役割ではない　』

「え、えええ──っ!?　そうだったの!?　ごめんなさい……！」

「……とりあえず、状じよう況きようの確認をしていいか？」

　まず、リュシエールは本国に連れん絡らくがつけられたらしい。

　情報を隠かくしていたオルデイン達は謹きん慎しん。査察部隊が派は遣けんされる。主導は、リュシエールの確認も兼かねてエルムト領家だ。エルムト領家は獣騎兵に関しては中立派だったらしいが、現当主がリュシエールの身内で、悪いようにはしないと誓ちかってくれたそうだ。

「本っ当に感謝する。アンタがいなきゃ、下手へたすりゃ年単位で掛かったかもしれない」

「ちょっと手助けしただけだわ。クロト達ならいつかは出来たかしら」

「そう言ってくれると嬉うれしいけどな。……で、こっちの近きん況きようなんだが。アンタが破は壊かいした十じゆう字じ架か型の空中要よう塞さい──楔くさびの残ざん骸がいについての話だ」

　メフィエラとジグローゼスを繫げていた国境魔法──その核かくであった空中要塞。

　クロトが完全に破壊したはずだったが、その残骸が残っていて、復活しようとしている可能性があることを伝える。

「ただ、いくら再生機能があっても残骸は残骸だ。旗き艦かんを乗っ取ったのは、エネルギーと素材が必要だったんじゃないかって推測になった。今は放ほう棄きされた前線基地や、取り残された機械兵を中心に探してる。もっぱら動いてるのはススハラだけど」

「あの目玉の彼ね。うん。適切な対応だと思うのだわ」

「あー……それで、その調査に関してもう一つ。……」

　クロトは軽く席を立つと、絶ぜつ妙みように離れた位置で黙り込んでいたフードの影かげを引っ張ってくる。クロトが話し始めた時からずっとそこで黙りこくっていた。

「お前さ。俺と、それ以外の奴やつで態度が違いすぎないか？」

「人見知りなんでスよ！　クロトさンが例外でス！」

「その子は……？」

「捕ほ虜りよだ。楔の残骸に乗っ取られた、旗艦のな」

　クロトが前に出すと、彼女はフードを外し、伝令鳥を乗せた頭を下げる。

「は──初めましテテテ。シャーリー・クゥランと申しマス……」

「旗艦の──って、まさか、メフィエラ兵!?　……それも、なんで、こっちの言葉を喋しやべってるのかしら！」

「それがよく分からない。メフィエラ兵に通じる翻ほん訳やく魔ま法ほうは存在しないんだよな」

「……ええ、そうだわ。理由は不明なのだけれど、普ふ通つうの読心魔法や、伝心魔法は通じなかった。それが出来たなら、もっといくらでも攻せめようがあったもの」

「え、ってか翻訳魔法ないんスか？　じゃあロアさんに言ってたのはむぐー！」

「ちょっと黙ってろ。な？」

　クゥランの顔を鷲わし摑づかみにしつつ、クロトの魔力と触ふれている間だけ何な故ぜか言葉が通じるという話をする。クロトとしては、駄だ目めもとのつもりだったのだが──

「……思い当たることはあるのだわ」

「本当か！」

「というより、魔法として構築していない魔力単体で異常現象を起こすなんて、原因は一つしかないのだわ。本当に獣じゆう騎き兵へいが、精霊憑きわたしの未完成形というなら──」

『　祝福か　』

　続いた言葉は、リュシエールのものではなかった。

『　勧告する　今すぐ自害せよ　ヒトの身で神を吞のむ　身の程を弁わきまえよ　』

　感情が窺うかがえない言葉でも、それが好ましい反応ではないことは分かった。傍かたわらで聞いていただけのクゥランすら「ひぃ」と息を吞んでフードを被かぶった。

「ムゥ！　今のは酷ひどいのだわ！　訂てい正せいして！」

『　却きやつ下かする　警告する　通告する　戒かい告こくする　』

「祝福……って、なんだ？」

　リュシエールの注意も聞かずにそっぽを向くムゥ。クロトは訳が分からず問いかける。

「祝福──魔力理念の顕在化現象。神代の魔獣がそれぞれ司つかさどる世界概念を具現化させる技なの」

「せか……何だって？」

「これは、あくまで仮説で、証明の出来ない話ではあるのだけれど……」

　リュシエールは、ついと指を振る。中空に水の塊かたまりがいくつも生まれ、簡素化された竜りゆうを始めとして、様々な魔獣を形作る。

「神代の生き物は、一体一体が独立した生物でありながら、莫ばく大だいな世界の概がい念ねんの一部を担になう神様のようなものだったと言われているの。見かけ上の生態や魔法は、その担当する概念──魔力理念から派生した現象に過ぎない、という話」

　水の魔獣が、形を変えて文字になる。『破壊』『不ふ滅めつ』『恩おん恵けい』『変化』『喪そう失しつ』などの文字が魔獣の形と入れ替かわりに現れ、また戻もどる。

「この魔力理念は、いわゆる『適性』とか『属性』なんかとは質が違うのだわ。最初からその為に生まれてきたと言っても過言ではない以上、制せい御ぎよしなければ魔力は勝手な作用を起こすし、その理念に近い魔法に対しては、無条件でものすごい上方補正がつくかしら。歴代の精霊憑きは、そうした、宿した精霊の魔力理念による特とく殊しゆな魔法を『祝福』と呼んでいるの。──ムゥ。精霊融ゆう合ごう」

　リュシエールが軽く離れたかと思うと、紺こん碧ぺきの魔力が膨ふくれ上がった。魔力の渦うずが少女と精霊を吞み込み、その姿を神秘的に組み替える。

「クロト。手を出してほしいのだわ。できれば竜の手で」

　言われるがまま、クロトは両りよう腕うでの加護オーラを具現化させる。触れただけで人の肌はだなど削けずり取れる竜りゆう鱗りんを纏まとう腕に、リュシエールは迷いなく己の手を重ね──そして、沈めた。

「な……!?」

「ムゥは、『境界あわいの魔獣』を生前とする、水の精霊。海は空と大地の境目。流れる川は、生と死すら隔へだてられる。──あらゆるものを溶とかし、沁しみ込み、渡わたり、浸しん透とうする。境界線上を行く、ムゥの水の祝福……」

　そのうちに、リュシエールに、生身の手が握にぎられる感覚があった。まるで分厚い手て袋ぶくろの中で手を絡からませているような感覚だった。無意味に緊きん張ちようしてしまう。

「メフィエラ人と言葉が通じるようになることが、一体どんな理念に基づく祝福なのかは分からないけれど……少し、診みてみるわね」

　リュシエールが両眼を閉じる。手はますます深く入り込み、リュシエール本人も身を寄せてくる。わぁお、とクゥランが背後で良く分からない声を出した。黙だまれ。

「──白はく亜あ」

　集中している様子で、リュシエールが小さく呟つぶやく。

「そう、真っ白なのね。とても強い光相だわ……全てを受け入れる大いなる器うつわでもあり、同時に何ものにも侵おかされない、強い強い、最果ての意思の色……」

「……こ、これは。どういう状態なんだ、シエラ」

「ヒトの身体からだの過半は水分なのだわ。水を通してあなたという存在を診てるの。分かるのは、魔力光相、人種や年ねん齢れい、健康状態、掛かかっている呪じゆ詛そや病気の有無……」

「健康診しん断だんかよ」

「ふふ、そうね。あとは、あまり気にすることはないけれど、血筋なんかも──」

　その言葉に、不ふ穏おんなものを覚えるよりも前に。

　──重ねた手の中で、凄せい絶ぜつな敵意が湧き上がった。意図されたものではない。触れてはいけないものに迂う闊かつに触さわってしまった時のような、突とつ発ぱつ的な嫌けん悪おの魔力だった。

「ぐッ！」

　腕からざぱりとリュシエールの手が抜ぬけ──そのまま、クロトに向けられる。

　反射的な速度で放たれた大質量の水すい弾だんがクロトを吹ふき飛ばし、飛沫しぶきは傍そばにいたクゥランをも巻き込んだ。彼女の頭に乗っていた伝令鳥が慌あわてて飛び離れた。

『ちょ、はイ!?　ぎゃーっ！』

『クゥラン！　大だい丈じよう夫ぶかっ！』

　爆ばく弾だんじみた威い力りよくの水すい塊かいに吞まれ、吹っ飛ぶクゥランに思わず呼びかける。

「……今の、メフィエラ語……？」

「！」

　茫ぼう然ぜんと呟かれた言葉に、クロトは振ふり向く。しまった。つい合わせてしまった。

「それに……その、目……やっぱり、偽ぎ装そうの魔法陣じん……」

　……クロトの右目周りの刺青いれずみが、洗い流されている。リュシエールの表情が困こん惑わくから確信へと変わる。あまりにも最悪の形。だが、予想できるはずもない。ハイエンドの魔ま導どう師しというものがどれほど超ちよう越えつ的な存在か、クロトには今まで知る機会がなかったのだ。

「──ごめんなさい」

　弁解の言葉。だが、それはクロトに向けられたものではない。

「ねえ、ムゥ。私、久々で感知を間ま違ちがえたかしら？　だとしたら、謝らなきゃ」

『　不要　君の見立てに　瑕か疵しはない　これは　敵地の係けい累るいである　』

「シエラ！　待ってくれ！」

　幸い、クゥランは気を失っているだけのようだった。今は危険はない。俯うつむくリュシエールの前に、ムゥが浮うかぶ。強い敵意は、クロトにのみ向けられている。

『　勧かん告こくする　大いなる混ざりものよ　』

　ムゥは、クロトをそう呼んだ。人と竜の──というだけではないのだろう。

『　貴様の命は永くない　いずれ骸むくろに吞まれよう　』

　精せい霊れいだからだろうか。ムゥの見立ては正しい。転身を一切しなくても、魔獣の侵しん蝕しよくは徐じよ々じよに進む。子供達の中には、既すでに負担に感じているものもいるはずだ。

「……そんなことは分かってる。その前に解呪法を見つける。望まない戦いを強しいられた子供達を元に戻すのは、俺やアマリネにとって第一の目的だ」

『　戯たわ言ごとを　』ムゥが言う。『　貴様に　力を手放す気は　ない　』

「──……」

『　再告する　身の程を弁えよ　それは　貴様の　力では　ない　』

　精霊の、虚うろのような眼がクロトを見つめている。見立ては、正しい。

「……魔導師の、あなた達への対応は、酷いものだった」

　シエラが目を細める。ススハラが『らしい』と評した、厳格な英えい雄ゆうの表情だった。

「ただ、納得も出来た。──何も変わっていなかったから。機械兵は、何より魔導師の誇ほこりを踏ふみにじる……憎ぞう悪おと屈くつ辱じよくの沼ぬまに浸つかりながら戦って、積み上げられた死体の重みで更さらに沼は深くなる。魔導師は、皆みな、あの名前のない荒野ノートフイールドに呪のろわれている」

　リュシエールは、クロト達の為ために怒おこってくれた。獣騎兵の為に泣いてくれた。だが、それはジグローゼスの国民であるクロト達に対しての同情だ。

「だけれど、それは決して、──彼らの主張が誤りである証明にはならない。

　どうして、あなたはメフィエラ語を話せるの。どうして、あなたの血から、メフィエラの色がするの。……クロト。あなたは彼らの言う通り、裏切り者なの？」

　彼女の眼には、それでも慈じ悲ひがあった。クロトに対し、理解しようとする光があった。きちんと否定をすれば──言い訳をすれば許してもらえるだろうと思えた。

「そうだ」

　クロトは頷うなずいた。

「俺はメフィエラとの混血だ。仮に、この謎なぞの祝福がなくても──メフィエラ人だった母親から、あっちの言葉は学んでる。裏切り者と呼ばれても仕方ない」

　リュシエールは目を見開いた。どうしてそんなことを言うのかという、葛かつ藤とうと困惑。だが、それだけだった。その表情とは別の生き物のように少女の指が振られた。

　杖つえすら使わず、紺碧の光が宙に線を引き──巨きよ大だいな水の鏃やじりが生み出される。

　大おお滝たきを凝ぎよう縮しゆくしたかのようなその水弾が、真まっ直すぐに投とう擲てきされ──クロトはそれに対し、迷うことなく、纏まとった加護を消し去った。

「待って！」

　キュォ、と。

　円えん錐すいの穂ほ先さきが、クロトの首元でぴたりと止まった。ありえざる挙動をした円錐に押し出された突とつ風ぷうだけがクロトの服を揺ゆらした。リュシエールが顔を蒼あお褪ざめさせていた。

「何を……！」

「別に。あんたがその気なら、飽あきるまで付き合おうと思っただけだ」

　捕ほ縛ばくが目的だったのか、楔くさびの残ざん骸がいに向けた時より手加減があった。それくらいなら十分に耐たえられる。多少瀕ひん死しになっても、リュシエールと戦うより遥はるかにマシだ。

「にしても、無む抵てい抗こうの相手には攻こう撃げきできないって、……本当に英雄だな」

　近づいていく。クロトは金色の右眼で、リュシエールを真っ直ぐに見つめる。彼女は何かを恐おそれたように息を吞んだ。

「そうだよ。俺は裏切り者だ。だけど、勘かん違ちがいするな。俺は、ジグローゼスの側でも、メフィエラの側でもない。俺は──俺達は、そのどちらにもつかない」

　目の前で止まる。再びリュシエールが指を走らせようとする前に、彼女だけに聞こえるように小さく囁ささやく。

「俺の最終目的は、メフィエラとジグローゼスの、────だ」

「……………………は？」

　描えがかれかけた魔法陣が消えた。リュシエールは、メフィエラ語でも話されたのかな、という顔をしていた。ムゥですら、宙を泳ぐ鰭ひれの動きが止まったように見えた。

「ちょ、ちょっと今、聞き間違えた──かしら？　ムゥ？」

『　　……　　瑕疵は　ない』

「当たり前だ。本気だよ。何年、何十年かかってもやるつもりだし、それまでは必要なら俺はこの力を使う。吞まれるつもりもない。……約束したからな」

「約束？」

　ああ、と頷く。クロトは知らず、彼には珍めずらしい笑みを浮かべていた。

「物好きとな。……単純で、間が抜けてて、考えなしで。ちょっとどうかと思うくらい自分本意で──だけど、俺やアンタに負けないくらい、スペックだけは高い馬ば鹿かと」

「…………」

　リュシエールは、クロトを見上げたまま固まっている。

「正直、あなたが何を言っているのか……全然分からない」

「……そうか」

「途と方ほうもない、想像もつかなくて……正気で言っているとは思えない」

「……そうか」

「魔ま獣じゆうの侵蝕のせいで、何か頭に悪い影えい響きようでも出ているんじゃないかと思う。きちんと魔法医の診しん断だんを受けるべきだわ」

「そこまでか？　そこまで言われなきゃいけないのか？」

「でも」

　指が、静かに下ろされた。

「でも、それは……すごい夢なのだわ」

　ただ、ただ心から驚おどろいたように。目をまん丸にして、クロトを見上げていた。




　　　　◆




「おら、起きろクゥラン」

「……ハッ！　川向こうで十年前に保証終了したペットロボが手を振って……！」

「よし、喋しやべれるな。……おい、俺の眼、変なところないよな？」

「はイ？　いえ、特にお変わりなく、野良育ちの小型犬みたいな童顔イケメンでスが」

「お前俺をどういう目で見てやがった？」

　目を覚ましたクゥランから手を離はなす。その頭には再び伝令鳥が止まっている。クロトの右目の魔法陣は、リュシエールが直してくれた。

「あ、あれ？　クロトさんとリュシエール様、喧けん嘩かしてまセンでした？」

「何のことだ？」「分からないのかしらー」

「うええ…………蚊か帳やの外……」

　苦い顔をするクゥランだが、突つっ込むのはやめたらしい。賢けん明めいな判断だ。

「ん、じゃあ仲良くなったところで、二人とも本題だ。出かける準備しろ」

「どこをどう仲良くしたんでスかアタシら！　……出かける？　どこにでスか？」

「余所よそに出かける理由なんてあったかしら」

　クロトは首を傾かしげる二人を指差す。心当たりが皆かい無むなのが信じられない。

「決まってるだろ──シエラが破は壊かいした楔の残骸の調査だよ。クゥランなら俺達より細かいところが分かるだろ。それに、シエラも。槍やり、探すんだろ？」

「……あー！」




　　　　３．




「ロア。シャーリー。──科学で魔法を見るには、どうすればいいと思う？」

　それは、まだロアが完成する前のこと。

　幼いロアと、年若いクゥラン。彼女達を救い、導いた女性──狂きよう気きの科学者、ドクター・マートレットが無数に行ってきた授業の一つ。

「『魔法なんてものはない』それがメフィエラの基本見解ね。実際、メフィエラ人は魔法を使えないし、ここに到とう達たつした魔導師はいない。戦場を知らない財ざい閥ばつ人の中には、ジグローゼスなんて軍がでっち上げた架か空くうの存在だって言う人もいるくらい」

　魔力。呪じゆ詛そ。魔法陣。詠えい唱しよう。大昔の娯ご楽らく創作でのみ語られるオカルトの数々。ロアはそれを直じかに見たことこそなかったものの、実在すること自体は既に教えられていた。

「魔法は実在する。そして、どれほど発展した科学でも、魔法の持つ曖あい昧まいな万ばん能のう性を分ぶん析せきしきることは出来ない──けれど、それで諦あきらめるのも、科学ではないわ」

　キュ、キュと音を立ててペンが走り、ホワイトボードに絵が描かかれた。丸い円の中心に、ディフォルメされた稲いな妻ずまのマークが入ったもの。

「たとえば。地面に描いた魔法陣から雷かみなりを出す魔法があるとしましょう。雷だけだから、台風も雷らい雲うんも関係ないし、もちろん発電機なんかも使わない。これを起こる前に察知して防ぐには、どうすればいいかしら？　……はいロア、早かった」

「はい！　マートレット！　……ええっと、えっとね！　ちょっと待って！」

「答え思い付いてないのに手ぇ挙げるのやめましょうよ、ロアさン」

「おもいついてるもの！　クゥランのばか！　……むむ……」

　小さな手足をばたつかせる。ロアはこの時点で既に、並の研究者を凌りよう駕がする知識を与あたえられていた。台風や豪ごう雨う──雲すら必要とせず、落雷相当の電力を生み出す。

「……ピカッて光ったのを見てから、よける！」

「うひゃーい力ちから業わざァー」

「光の届く速度と、雷の伝達速度の差を利用するわけね。光は秒速三十万キロで、雷はおよそ秒速百五十キロ。不可能ではないけれど──発射地点から五十キロ離れて、ようやく約三分の一秒の猶ゆう予よができる計算になるわ。そこまで届く雷があるかしら？」

「う、ぅう────」

　考え込むロアを、マートレットは嬉うれしげに見つめていた。こうして考え悩なやませるのが彼女は好きだった。それは教育方針でもあり、単に悪戯いたずら好きな性格からでもあった。

「いちばん単純なのは、絵図としての魔法陣を見つける手ね。画像認識機能をつけた空くう撮さつ機や衛星、ドローンを使って、雷を出す魔法陣を、描かれている最中に見つける」

「あ！」

　ロアが手を叩たたく。引っ掛かけ問題のようだが、確かに可能な対処だ。

「あるいは、魔法は『雷が起きる条件』はスキップできる。けど、多くの場合、『雷と共に起こる』現象まではキャンセルしないわ。ロアの言った雷らい光こうもそうだし……音や熱、気圧差、電位差。先せん駆く・先行放電。そういった付ふ随ずい物を捉とらえる方法」

　たとえ魔法自体を科学で読み解けなくても、その派生物は感知できる。

「──『疑ぎ似じ魔導観測能』。学問外を学問し、法則外を法則する方法論。考えることを忘れないで。メフィエラは科学と分析の国。魔法を使えなくても、知ることは出来る」

　最後に、マートレットはこう締しめ括くくった。

「そして。どんな種類のどんな魔法にも、必ず欠かせないものがある──」




　　　　◆




「匣ヴイネツト庭・ガーデン──ベロニカ！」

　最後の無人機が、空中からのガトリングの射しや撃げきを受けて爆ばく発はつする。

　空と地面を埋うめ尽つくさんばかりだった無人機は、今や同じ量の残骸となって基地の中で煙けむりを上げていた。生産工こう廠しようは真っ先にＡＳレーザーによって蒸発している。

　この基地──暴走前線基地Ｂ１３６は、完全に制圧された。

「うん。……応急処置も良いとこだけど、動作性は及きゆう第だい点ね」

　機体の中で、ロアは満足げに操そう縦じゆう桿かんを操あやつる。

　ＡＳフィールドを解除し、機体を開ひらけた場所に着陸させる。ちょうどネイル達の乗る装そう甲こう車が入ってきたところだった。コックピットから下りて、手を振ふる。

「……マジで一人で全ぜん滅めつさせちゃったさ。前から思ってたけど、これアタシら要いるさ？」

「皆みなさんそう仰おつしやられますが、後ご詰づめが必要ですので。──ロア様、御ご無ぶ事じですか」

　前回のように地下ではないため、暴走無人機の全てを容よう赦しやなくロアが殲せん滅めつできた。装甲車を停め、ヴィクトリアがロアの乗ってきた輝動鋭機アインダートを見上げた。

「しかしこりゃ、アレだねえ。元の状態をそこまで知ってるわけじゃあないけど、随ずい分ぶんと様変わりしたっていうか……」

　歪いびつな機体だ。右半身は騎き士し甲かつ冑ちゆうめいた流りゆう麗れいな姿。だが、修復が間に合わなかった左半身は、鉄骨のような臨時の脚きやく部ぶと、工事用クレーンのような大おお雑ざつ把ぱな腕うでだけがある。

　その脆もろい半身を守るように、鋼線を編んだ金属布が被かぶせられている。ガトリングが分解されその中に消える──文字通りに外套マントと化した外がい套とう装甲だ。

　レシュノルティア保修体プリザーブド。

　ボロボロの半身を布で隠かくす姿は外区の浮ふ浪ろう者しやのようでもあり、ネイルなどは非常に顔を渋しぶくしていたのだが、ロアの「……これはこれで！」という判断で投入が決まった。

　地面まで垂れさがった金属布を見ながら、ヴィクトリアが呟つぶやいた。

「ヴィネット・ガーデンっていうか、ヴィネット・カーテンって感じさね」

「ちょっと。あのねえ、ヴィクトリア──」

「くふっ」

　反応は意外なところから来た。助手席のネイルが身を捻ひねって口を押さえている。

「…………ウケたさ？　今の」

「ウケてません」

　スンッと背筋を伸のばしたネイルが真顔で答えた。まだ少し肩かたが震ふるえている。

「ネイル。今笑ったわよね？」

「笑ってません。先日感情に目覚めたばかりなので、駄だ洒落じやれとか理解できません」

「駄洒落って分かってるじゃないさ……」







「──それで。ロア様。どうしてここを？」

「気象台の観測結果が出たのよ」

「……いや、それだけじゃ分かんないさ」

　バン型の装甲車に三人で乗り、建物の奥へと進んでいく。目指すべきは、前回と同じくＡＳ機関が設置してあるはずの動力棟とうだ。

「疑似魔ま導どう観測能。何の痕こん跡せきも残さずに起きる魔法なんてないわ。ドローンや衛星で、暴走基地の周辺を探ったのよ。電波とか大気組成とか気流とか、遠くから調べられるものは片かたっ端ぱしからね。それで、ここだけが異常を示した」

「異常ってのは一体──」

　話を進めようとした時だ。不意にネイルが「うっ」と呻うめき、鼻を押さえた。

「どうしたさ？　笑いどころなんてなかったと思うさ」

「話を引っ張らないで下さい。……その、何か、臭においませんか？」

　口元まで押さえる。相当な悪あく臭しゆうらしい。「におい？」とおもむろに後部座席のロアが窓を開ける。──途と端たんに、濃こい空気が入ってきた。ロアとネイルが悲鳴を上げる。

「うぐ……！」

「みゃー！　くさいっ！　なにこれっ！　生なま臭ぐさい！」

「んぁ、確かに変な臭いするねえ。ま、都心の生まれのお嬢じようさま方にゃきついだろうけど、にしても反応しすぎさ…………ん？」

　ヴィクトリアが運転しながら、困こん惑わくの表情で周囲を見る。

　念のため、車の周囲に護衛機械を走らせているが、無人機の妨ぼう害がいは全くない。地上基地だから、防衛はほとんど屋外に出しているのかと思ったが、そうではない。

　あちこちに、小型の警備機がある──関節が錆さびつき、崩くずれ、転がっている機体が。

「……姫ひめ様さま。異常ってのは、もしかして、空気か何かさ？」

「え？　……うん、そうよ。どうして分かったの？」

　ヴィクトリアは外区の生まれだ。そして仕事の都合から、行動範はん囲いも横の二人よりも広かった。ゆえに、一人だけこの異い臭しゆうに心当たりがあった。

「『塩分濃のう度ど』。それが、この周りだけ変に濃かったのよ」

「そりゃそうさ！」

　その異常気象にヴィクトリアは戦せん慄りつする。大型兵器や建物ならばともかく──小型無人機では到とう底てい耐たえられまい。いかに最さい新しん鋭えいの兵器であっても、名前のない荒野ノートフイールドで運用する以上、これに対策するなど思い付きもしなかっただろう。

「これ、潮風さ……！」

　がが、と装甲車が止まる。

　基地の最さい奥おうだ。前回の暴走基地と同じように、ＡＳ機関はそこにはなかった。広間の中心にあるべき柱は、跡あと形かたもなく消えている。食い千ち切ぎられたような跡あと──ではなく。

　穴が空いていた。整然とした、長方形だった。ネイルとヴィクトリアは、それが巨きよ大だいな絵画か何かかと思った。その中に、青空と、見たこともない海辺の町並みが見えたから。

　だが、それは絵ではない。潮風は確かにその『門』から流れ出てきていて、周囲の機械を猛もう烈れつな勢いで劣化させている。……繫つながっている。別の世界と。

「……隔かく絶ぜつ、結界……」

　ロアだけが、それを正しく認識できた。口元を押さえながら車の外に出る。

「──じゃ。わたしは、ちょっと、調べて来るから……留守番、お願いね」

「待った待った待った姫様！」「お待ち下さいロア様！　ご説明を！」

「何よ、ネイル。いいでしょ、説明するの、ものすごく、面めん倒どうなん、だから……」

　ロアは門を見上げながら、慌あわてて降りてくる二人を振り返り──ぐらりと、視界が揺ゆれた。同時に、胸の内から込み上げてくる熱。

「う、ぇっ……！」

「ロア様！」

　四つん這ばいに倒たおれ込み、大きくえずく。今日は多少はマシだったのに。この慣れない臭いのせいか、それとも戦せん闘とうのせいか、体調が一気に悪化している。

「荷台部分を、治ち療りよう用のものに改造してあります。そちらに！」

　ネイルがロアを抱だき上げる。ロアは震える手でその胸むな元もとを摑つかみ、首を振った。

「調べなきゃ……最優先、事じ項こうよ……」

「あなたに安静にして頂くことよりも重要なことはありません。どうしても必要なら、兵士に命じて下さい……！」

「誰だれにも任せられない……最悪、……ジグローゼスとの戦争が、再開する……」

「……!?」

　万が一だが、それすらありえた。この可能性を、ロアは想定していないわけではなかった。前の地下前線基地で、ロアを襲おそった警備機──呪詛を扱う機械。そんなものは、『あの中』にしかなかったのだから。

　虹にじ嵐あらしは起きていない。それでも、中の物質が外に漏もれ出てくるほどに、広く、長く、開き続けている。完全に離り別べつしたはずの、──ジグローゼスの空間創造魔ま法ほう。

「──ネイル。かまうこたない。姫様を後ろに載のせな」

「ヴィクトリア様」

「その人がくたばったら、アタシも子供らも、翌日には財ざい閥ばつの食い物にされちまう」

　そう言うと、ヴィクトリアは座席の背後から愛用の武器を取り出す。最新式サブマシンガン。民間の改造ドローンが一機。そして、年季の入った狙そ撃げき銃じゆう。

「──調査なら、アタシが行く」

「ヴィクトリア様！」

「丁度良い機会さ。あの日、殺そうとした姫様に、メッチャクチャなやり方で助けられてからこっち、活かつ躍やくのタイミングってのがなかったからね」

　ヴィクトリアは殺し屋だ。シェルテミット家を乗っ取ったロアに対し、即そく座ざに差し向けられた刺し客かくの一人。魔導師も獣じゆう騎き兵へいも知らないが──対人戦闘のスペシャリストである。彼女を早々に仲間に出来たことで助かった案件は数知れない。

「姫様、寝ねる前に最低限の説明だけ頼たのむさ。如何いかんせん、オカルトは専門外なんでね」

















４話　英雄《水平線上の》リュシエール









　　　　１．




「よ、っと」

　翼つばさを大きく開き、クロトは減速する。

　緩ゆるやかに高度を下げ、摑つかんだ鳥かご型の結界をそっと地面に降ろす。結界がぱたりと開き、中から三人の女性が出てくる。

「お疲つかれ様です、クロトくん。とても快適な空の旅でした」

「うひゃあ、改めて見ると自然破は壊かいすごいのだわ……槍やり、あるかしら……」

「オウエェ……アイアム高所恐きよう怖ふ症しよう……！」

　アマリネが微笑ほほえみ、リュシエールが忙せわしなく辺りを見回し、クゥランは地面に四つん這ばいになってガタガタ震ふるえている。その白衣のポケットにはクロトの伝令鳥が収まり、ちょこんと顔だけを出している。

「なんだよ、情けねえな。あんだけバンバン飛行機飛ばしてんだろメフィエラは」

「そういう問題じゃないデスわ！　てーか、明らかに翼の面積に対して、運べる重量と速度がおかしいんですケド！　訴そ訟しよう！　訴訟しまス！」

「知るかよ、お前の計算の方が間ま違ちがってんだろ」

「ぐアー！　これだから魔ま導どう王国は！　物理法則の偉い大だいさを理解してまセン！」

　リュシエールと話をした、その翌日。

　クロト達三人は、楔くさびの残ざん骸がいの調査に来ていた。リュシエールは失くした神しん槍そうを探しに、クゥランは楔の破片の分ぶん析せきに。アマリネは「歯止め役がいないので」とついてきた。全くもってその通りだったので何も言えない。

「うっへえ……バラバラじゃないッスか……魔導師コワ……」

　クゥランがへろへろと立ち上がり、破片を見に向かう。変形する前の旗き艦かんは言うに及およばず、楔自体も基本構造はメフィエラの兵器に近い。彼女の方が向いているだろう。

「私はクゥランさんを見ています。クロトくんは周りの警けい戒かいを」

「じゃあ、私も槍を探してくるのだわ……ねえ、ムゥ。もしかして、ひょっとしてなのだけれど、教えてくれたりとかは……」

『　　……　　』

「ないわよね！　ごめんなさい！　で、でもそんな海底のプランクトンを見るような眼で見ないでも良いんじゃないかしら！　すぐ探してくるのだわー！」

　ぴゃーっと涙なみだ目めになったリュシエールが森の中に消える。取り残されるクロトとムゥ。

「……場所、知ってるのか？」

『　我は　神槍に宿りし　精せい霊れいである　』

　そういえば、そんなことをアマリネが言っていたか。大切な武器を失くした割に、妙みように余よ裕ゆうがあったのはそういうことか。

　クロトは森の傷きず痕あとを見る。楔の残骸が放ったＡＳ障しよう壁へきの攻こう性せい解放。もともと地形レベルの破壊が多い名前のない荒野ノートフイールドだが、それでも、その一直線の消しよう滅めつ痕こんは目立った。

　あの日に戦った、楔の残骸。リュシエールが容易たやすく防いだ攻こう撃げきを、あのまま受けていたら、どうなっていたか──

『　勧かん告こくする　──高みを望むか　愚おろかなる混ざりものが　』

「！」

『　貴様は　シエラに及ばない　無む駄だなことだ　』

「……やってみなきゃ分からないだろ。もっと、屍喰竜ニーズヘツグの力を引き出せれば……」

　楔の残骸に対して、クロトはあまりに無力だった。獣じゆう騎き兵へいは儀ぎ式しき魔法──数十名の魔導師が数日かけて魔力を供給することを前提として成り立つ魔法だ。この先、楔と同等以上の脅きよう威いが出てきた場合、限定転身だけで抗あらがうことは出来ない。

『　勧告する　その思考が　既すでに小しよう人じんのものだと言っている　』

「……何だと？」

『　魔獣の力が　使えれば　どうすれば　魔獣になれるか　そう思うならば　早々と獣けものに堕おちよ　必要なのは貴様ではない　堕ちた貴様を　魔導師が操あやつれば　それで良い　』

「それは──」

　何が言いたいのか分からない。そもそも、この精霊がここまで饒じよう舌ぜつなところを初めて見た。いつもクロトを見下し、威い嚇かくのような警告をするばかりだったのに。

『　精霊が　何な故ぜ人に憑つくと　思う　』

「……シエラを気に入ったから、認めているからじゃないのか？」

『　そんなものは　前提に過ぎん　』

　尾お鰭ひれをざわめかせる。空中に水の線が引かれる。

『　ヒトは脆ぜい弱じやくだ　ゆえに　我らが力を解し　練り上げ　新たな力として昇しよう華かする

　それは憑ひよう依い者が死した後　我らに還かん元げんされ　精霊は　より強固な管理者となる　』

　人よりも遥はるかに世界に近い精霊が、その意図を語る。それがどの程度希け有うなことなのか、クロトには判断できなかった。だが、聞き逃のがしてはいけないことだとは分かった。

『　理念を　識しれ　』

　精霊はそう言った。

　屍喰竜ニーズヘツグ──死者を食らい、その力を己のものとする生態を持つ、最悪の竜。

　神かみ代よが終わる日にさえ、死者の翼で大空を翔かけ、滅ほろびゆく獣達を最後まで睥へい睨げいしていたという。それが担になう世界概がい念ねん、あるいは神代の世界における役割など、どう考えても物ぶつ騒そうな、ロクでもないものにしか思えなかった。

『　思考せよ　竜の再現でなく　貴様自身の力として練り上げよ

　さすれば　その物好きも　少しは貴様を喰くい殺すのを　待つやもしれん──　』

「……なんだと？　それは……おい、待てって！」

　言うが早いか、するりと尾鰭をなびかせてムゥは姿を消してしまった。何らかの助言めいた言葉。一体、彼にどんな思考の変化があったのか。

「クロトさァーン！　すみません、少しいいッスかー！」

　その時だった。遠くからクゥランが手を振ふるのが見えた。ムゥの言うことは気になったが、ひとまず彼女のもとへと向かう。

「聞きたいんデスけど、楔の残骸ってＡＳエネルギーを使ってたんデスよね？」

「ああ、そうだ。……何か見つかったのか？」

「……逆でス。あるべきものが見つかりまセん。……ＡＳ機関がないんでスよ」

　クゥランは、集められた破片を指した。傍そばで、アマリネが首を傾かしげる、

「破壊されるうちにバラバラになってしまったのではないですか？」

「理論純じゆん水すい槽そうがないでス。あれはアホみたいに頑がん丈じように出来てるんで、このくらいの……破片が残る程度の破壊なら百パー残りまス」

「り……なんだって？」

「理論純水槽。うェーっと……ＡＳ機関の仕組みになるんでスけど……まずここ『ハツデンキ』とかあるんスか？」

「？」「？」

「あっ、なさそうッスね……うーん。ものすごいざっくり説明すると、ＡＳ機関ってのは人間の可視範はん囲い外の素そ粒りゆう子しを捉とらえて安定還かん流りゆうさせてエネルギー化する機構なんでスね。ＡＳ粒子はこうしている間にもアタシ達の身体からだを数兆個単位で通り抜ぬけてるくらい宇宙中に大量に偏へん在ざいする粒子なんスけど、恐おそろしく小さくて、これを反応・観測するのに必要なのが理論純水なんでス。で、理論純水のめっちゃ高い溶よう解かい性とＡＳ粒子以外の進入を防ぐために、槽は特とく殊しゆな物質で作られてて、このへんの構造は昔は『神を嚙むエメス・シエリダ』構造なんて言われてたりしたんスけど」

「何を言ってるのか全く分からねえよ！　十秒で説明しろ！」

「──ＡＳ機関の、一番重要な中ちゆう枢すう部が残ってないでス。楔の残骸が『復活する為ためのエネルギーと素材』を集めてたんなら、これ、まずい気がしまセン？」

「分っかりやっすっ！」

　つまり、復活の為の要かなめとなる部分だけが、破片から抜き去られているということ。めちゃくちゃ簡単に理解できた。直前の異界語は何だったのか。

「いや、ワンチャン翻ほん訳やく魔法で伝わるかなーって思いまシて」

「単語レベルならともかく、専門知識は無理だろ。つか、魔法を信じるのか信じないのかはっきりしろよお前……。──シエラはどこだ？」

　あの時、クロトはほとんど死にかけていたが、リュシエールなら何か見ているかもしれない。彼女が入っていった森の方を見る。──そちらから、浅い地じ響ひびきが聞こえた。

「ん」「今の──」

　僅わずかに、覚えのある揺ゆれだった。地面というより大気が、……空間が揺れるような。竜りゆうの直感が、かつてと同じ警けい鐘しようを鳴らした。不意に思い至る。

「──まさか！」

「ちょっ、クロトさン？」「クロトくん！」

　走りだす。……その可能性に、最初に思い至るべきだった。

　十五年前、戦場の果てで死んだはずのリュシエールが、当時と同じ姿で、その間の一切の記き憶おくがない状態で現れた。それがどうして、あの場所だったのか？　クロトを助けるにはここしかないという時と場所だったのか。

「シエラ！」

　立ち止まる。リュシエールは、ただそれを見ていた。

　クロトが斬きり落とした、──楔の残骸の、その一辺。

　その側面の一部が、扉とびらのように開いていた。中には、青空と、どことも知れぬ町の光景が見えた。クロトの竜の知覚が覚えていた直感──空間魔法の気配。

　慌あわただしく追いついてきたクロト達に、リュシエールは気付く様子はない。熱に浮うかされたように、ゆっくりと手を伸のばした。

「待てシエラ！　それは……！」

「…………そうだわ。私は……」

　リュシエールの手が、魔法陣じんに触ふれた。

　魔法陣から溢あふれだした光が辺りを包み──そして──







　──真っ先に聞こえたのは、水音だった。

　滝たきのような、上から下に落ちて弾はじける音。だが、あちこちから聞こえる小さな水音は規則的に重なりあっていて、明らかに人工的な色があった。

「……ここは」

　左右に並ぶ、金属製の建物。その合間を行き交う、空中に敷かれた水路。あちこちに浮いた球形魔法陣を経由して、うねる蛇へびのように上下左右、自在に流れる空中水路の上を、籠かごのような船が行き来している。

　張り巡めぐらされた水路を、道の代わりに使う町の話を聞いたことがある。これは、それを極きよく端たんにやっている。視界の先には、いくつもの崖がけがある。クロト達のいる高地から、町の端はしにある港まで、階段のような階層構造の都市。

　すぐ背後には、クロト達が入ってきたと思おぼしき門があった。開かれたままの門の向こうには、元の、名前のない荒野ノートフイールドの景色が見えた。

「こ、ここは……？」「メフィエラ、……じゃないでスね。まさか、これ──」

　一いつ緒しよに入ってきたアマリネ達が、異常な光景に圧あつ倒とうされている。

「なんで、まだ、隔かく絶ぜつ結界があるんだ……！」

　拳こぶしを握にぎる。終わったはずの全てが、再びそこにあった。




　　　　２．




「そうだ、──シエラは！」

　まず、同時に入ったはずの少女の影かげを探す。彼女の様子は明らかにおかしかった。いくつか理由の推測は出来るが、とにかく一人で行動させてはいけない。

「待って下さい！」

「おぐっ！」

　竜りゆう翼よくを具現化させ、飛び立とうとしたクロトが、咄とつ嗟さに張られた結界にぶつかる。かなり強きよう硬こうな手段でクロトを引きとめたのは、杖つえを構えたアマリネだ。

「説明して下さい！　なんなんですか、ここは！　どうしてこんな、……メフィエラ？　の都市に、魔法陣の水路が……」

「痛いつつ……アマリネ……」

　加速し切る前に頭から結界に突つっ込んだ。顔を押さえるクロトが何か言う前に、興奮した様子のクゥランが口を開いた。

「これ、隔絶結界でスよね？　百年前のノートフィールドの」

「百年前？　──というよりも、どうしてあなたが隔絶結界を？」

「いやいや、又また聞ぎきでスよ。クロトさんがロアさんに説明してたやつの。アタシもあとで全く同じことを聞いてましたんで」

「おい馬ば鹿か！　ロアの話はするなって……あっ」

「…………」

　ゆっくりと、アマリネが立ち上がる。クロトの前に回り、全てを包み込むような、優しく柔やわらかな微び笑しようを浮かべ──がし、と。両手でクロトの顔を鷲わし摑づかみにした。

　アマリネは口を開く。そして、閉じる。また開く。クロトは動けない。やがてアマリネは、静かに俯うつむくと、呟つぶやくように、ぽつりと零こぼした。

「……泣きますよ。私。あと十秒くらいで、子供みたいに泣きわめきます。……クロトくんは、どうして、くれますか……？」

「説明する！　するから！　全部、一から説明させてくれ！　ください！」

「うおお……女の涙なみだ……」







　説明することになった。

　──実のところ、隔絶結界の内部に関してクロトがアマリネに伝えていた情報は、国軍に向けたものとそう変わりがなく、詳しよう細さいを明かすのはこれが初めてだ。

　クロトは、虹にじ嵐あらしに吞のまれる度たびに、その中にあった隔絶結界に取り込まれていた。そこには戦場の根幹に関わる情報が残されており、クロトはそれをヒントに、虹嵐の正体や、メフィエラとジグローゼスについての情報を知った。そこまでは説明した通りだ。

　話していなかったのは二つ。隔絶結界の中に何があったのかという話と、そして、そこで誰だれと出会ったのか、という話だ。

「今までの隔絶結界と性質が変わらないなら、ここは、百年前の都市の再現だ」

　クロト達が入ってきたのは、階段のような都市の最上層だ。海に面した崖に沿うように作られた階層都市の、大地側にある入口。建築の大半はメフィエラ工法だ。一段下の階層へと向かう昇降機エレベーターに乗りながら、不安げなアマリネに説明する。

「百年前に、実際にあった……？　ここは、メフィエラの建物と、ジグローゼスの魔法が入り混じっています。そんな都市が存在するわけがない。だって、それは──」

「そうだ。過去の、ほんのひと時かもしれないが──メフィエラとジグローゼスは友好関係にあった。こうして互たがいの技術を供きよう与よしあった町を作る程度には」

「────な」

「果てを見てみろ。ここは、百年前の名前のない荒野ノートフイールドのどこかだ。メフィエラの影えい響きようが強いようだから、そっち寄りだったのかもしれないな」

　海の沖おきのほうに見える、暗緑の一帯を指差す。

　──名前のない荒野の南なん端たん、暗緑の海域。あらゆる生命や機械の正常な航行を許さない、虹嵐にも通じる異常地帯。その正体も、今なら分かる。要は、国境魔法の効果範囲の境目に位置するせいで、空間の歪ゆがみが生じているのだろう。

　この時代もそれは変わらないはずだが、何かしら御ぎよする術すべがあるのか、港には無数の漁船が泊とまっているのが見える。

「再演魔法……」

「ん？」

「……この隔絶結界の中に展開されている魔法です。名前の通り、過去に存在したものの再現体を作り出す魔法。ここまでの規模のものは信じ難がたいですが」

「過去の再現体……獣じゆう騎き兵へいが魔ま獣じゆうになるのと同じってことか？」

「いえ。再現は極きわめて表面的なものです。……用よう途ととしては、過去に起きた事件の調査や、逆に、後世に残したい出来事の保存などですね。仮に生命を象かたどったとしても、一定の同じ現象や行動を繰くり返すだけで、柔じゆう軟なん性がありません」

　そう言われて、二番目の隔絶結界……祭りの町のことを思い出す。

「覚えがあるな。この町にはいないみたいだが、住人まで再現されてた結界があった。同じ場所を歩いて、声をかけても必要以上の返答はしてこなかった」

「にしても……なんというか、ボロボロじゃないでス？　ここ」

　クゥランが、回りを見ながら言う。確かに、崩くずれかけだ。建物が、ではない。歩いている道や、見上げる風景のあちこちに、漆しつ黒こくの穴が空いている。確かに存在するように見える建物なども、ときおりふっと薄うすれたり、輪りん郭かくがブレたりする。

「……作りかけ、ってより……壊こわれかけをどうにか保ってるって雰ふん囲い気きだな……？　……いきなり地面が崩れたりしないだろうな」

　念の為ため、竜翼を具現化しておく。幸い、入口は分かっている。いざとなれば二人を連れて飛べばいい。隔絶結界は未知の領域だ。警けい戒かいしたりないということはない。

「……言っても今いま更さらですけど、どうして、こんなことを黙だまっていたんですか」

「また入ることになるなんて思わなかったんだよ……。それに、口だけで言われたって信じられなかっただろ」

　もう二度と来ることはないと思っていた。だが考えてみれば、クロトはここが何の為に存在するのかさえ知らないのだ。あの虹嵐の中の隔絶結界も、ここと同じように『完全なる世界の楔くさび』によって構築されたものだったのか？

「確かに、実物がなければ意味のない知識ではあります、──が」

　妙みように語ご尾びを上げたアマリネ。嫌いやな予感がした。

「『ここで出会った協力者』のことも、言わなかったのは同じ理由ですか？」

「うっぐ」

　フルで限定転身していようが、まるで問題なく刺ささってくるアマリネの視線。

「ロアさん……でしたか。クゥランさんはその方の従者だった。だからクロトくんのことも、最初から知っていた。……納得がいきましたが、どういった方なんですか。クロトくんがメフィエラ語を話せるとはいえ、協力に応じられたのですから、柔軟な思考の、優ゆう秀しゆうな方なのだろうとは思いますが」

「いやー、全く合ってはいるんでスけど……いるんでスけどねぇ……」

「……俺とロアは、一番最初に隔絶結界に入った時に会った。ここみたいに入口がはっきりしてなかったから、脱だつ出しゆつのために協力せざるをえなかった。……アマリネは、俺が最初に大虹嵐に吞まれた時、誰と戦ってたか、覚えてるだろ」

「──……まさか！」

　アマリネが、さっと顔を蒼あおざめさせた。

「銀ぎん嶺れい──メフィエラ最強の兵器、レシュノルティアの搭とう乗じよう士し。アルフィニス・ロア・シェルテミット。……それに気付いたのは、最終決戦の直前だったけどな。最初から知ってたら、もっと対応も変わってただろうな」

　気付かなくて良かったと言うべきだろう。今にして思えば何もかも紙一ひと重えだった。もう一度同じことを繰り返せと言われても、百度やっても上手うまくいく気がしない。

「……では、クゥランさんは、銀嶺の開発者？」

「いやいや！　アタシは単に、ロアさん本人の主治医でスよ。レシュノルティア開発とか、あの電波連中と一緒にしないで下サイ」

「……かなり聞きたくないんだが、実際、どこまでロアから話を聞いてるんだ」

「んー、て言っても、アタシが見せてもらったのはメルツェに追われて、物もの見み塔に上がってった辺りまででスよ。百年前の町だと分かって、──その後、なんか、クロトさんのプライベートな話になったんでスかね？　それ以降は見せてもらえませんでシタ」

「……驚おどろいたな。アイツにそういう気き遣づかいをする感性があったのか……」

「そっスねぇ。なかったはずなんデスけどねえ……」

　含ふくみのある語尾。見ると、にやにやへらへらと、いつもより三割増しで笑みが深い。

「いやーぁ、ロアさんそういうの全然分かんなかったんで、突っ込み入れるのも躊躇ためらわれたんデスよねえ。その辺、クロトさんはわりかし一いつ般ぱん寄りじゃないでスか。どうでシた？　ロアさんとの『でぇと』は」

「デ……逢あい引びきか!?　そういうのじゃねえよ！」

「またまたー。楽しんでたじゃあないでスか。話から察するに、あの後も何回か隔絶結界で会ったんでショウ？　どこまでいったんでスか？　こんなちっちゃい時から見てましたけど、ロアさんってそういう時どんな感じになるんでスか？　アプローチは？」

「う、る、せ、え！　本ほん性しよう出しやがったなお前！」

「ぎゃー！　暴力反対ー！」

　襟えり元もとを摑つかんで持ち上げる。ここまでクゥランからロアの話を振ふってこなかったのが妙だと思っていたのだが、まさか虎こ視し眈たん々たんとこの機を狙ねらってやがったのかこいつは。

　クロトとクゥランが、そうして慣れ切った会話をしている横で。

「…………銀嶺の、乗り手……」

　アマリネは、二人の姿を順じゆん繰ぐりに見て、俯いていた。

「あ、そういえば思い出した。なあクゥラン」

「ンぐえっ、何でスか？」

「ロアに言われたんだけどよ。レシュノルティアってのは──」

　その時だった。




　ぱぁん、という銃じゆう声せいと共に、クロトの腕うでから鮮せん血けつが散った。




「ぐっ……!?」

「クロトくんっ！」「クロトさ、ぐえっ！」

　アマリネが顔を上げ、クゥランが地面に落ちる。

　クロトは状じよう況きよう判断を行う。傷を確認。肘ひじの裏側。加護オーラを纏まとっていたから貫かん通つうはしていないが、竜りゆう鱗りんの隙すき間まを撃うち抜ぬかれている。精密な狙い。

　弾だん丸がんの飛んできた方向を見る。路地を二つほど隔へだてた建物の屋上だ。キラリと、ガラスの照準スコープが輝かがやいたのが見えた。二撃目を警戒して翼つばさを広げ、

『シャーリーさん！　目を閉じなァ！』

　その真逆から、声が響ひびいた。癖くせのあるメフィエラ語だった。クロトの足元に、こぶし大の塊かたまりが転がってきた。木の実のような、表面がごつごつとした金属塊。

　その金属の果実は、反応する間もなく、眩まばゆい発光と共に炸さく裂れつした。

「ぐっ！」「びゃー!?」「きゃあっ！」

『どきな、化け物っ！』

　耳に痛い音と共に、路地を曲がり、車輪のついた機械が現れる。

　無人機ではない。馬のいない馬車に似たその機械の中に、黒い眼鏡を掛かけた女性が乗っている。未いまだ消えない閃せん光こうの中で、クロト達目がけて突つっ込んでくる。

　──クロトには知る由よしもない。

　彼を撃ったのは、多方面狙そ撃げき用の改造ドローンであること。投げ込まれたものは、対象の無力化を狙う閃せん光こう弾だんという爆ばく弾だんであること。向かってくるものは、メフィエラの燃料で動く装そう甲こう車であること。

　機械兵や旗き艦かんとしか戦っていないクロトは、そういったものを何一つ知らない。

　知らない、──が。

『ホラ！　どきなどきなぁっ！　ヴィクトリア様のお通りだよ！』

『誰だれがどくかよ、その程度で』

『へ？　なんでこっちの言葉、──いぃいッ!?』

　轟ごう音おんが響く。瞳どう孔こうを細めた竜の瞳ひとみで閃光に対応したクロトは、クゥランを庇かばうように翼を広げ、真っ向から装甲車の突とつ進しんを弾はじき返した。両りよう脚あしから伝わった衝しよう撃げきが地面にヒビを入れるも、この程度なら五、六台まとめてぶつかってきても小こ揺ゆるぎもしない。

『そんな、阿あ呆ほな──うげっ！』

　前面を盛大に凹へこませた車両は、そのまま近くの生いけ垣がきにぶつかり止まってしまう。

『うお。おい、アンタ、大だい丈じよう夫ぶか？』

　呼びかけてみるが、搭乗者は席に突っ伏ぷしたまま動かない。ただ、ギリギリで速度を緩ゆるめたのか、そこまで車両も決定的に壊れてはいない。生きているだろう。

「クゥラン。無事か？」

「え、ぇえ、まァ……ギリ目は閉じれたんで。アタシよりも、そちらの」

　クロトの背後を指す。地面に突っ伏すように、アマリネが倒たおれていた。クロトは慌あわてて彼女に駆かけ寄り、抱だき起こす。

「うっ、……クロトくん？　すみません、目が……敵は……！」

「ああ、もう倒し……倒した？　とにかく動きは止めた。大丈夫か」

「すみません、結界は張ったんですが、光とは思わず……クロトくん、怪け我がは」

　アマリネは、抱き起こすクロトの腕を手で探り、やがて滴したたる血に触ふれて息を吞のむ。

「気にするな。弾丸も喰くいこんでない。じき治る」

「……良かった……って、ちょっとクロトくん」

　今だ、焦しよう点てんの定まらない様子のアマリネに顔を寄せる。目を覗のぞき込む。

「光で眩くらんだだけか？　破片が当たってたりとかはしないよな」

「ほ、本当に平気ですから。ぼんやりしているだけです。……本当に、かなり見えてきたので、その、離はなれてください！」

　アマリネが明らかに焦あせった様子で頰ほおを染める。確かに、人の顔を無ぶ遠えん慮りよに覗き込むものではないと気付き、手を離す。振り向き、座り込んだままのクゥランに顔を向ける。

「で、クゥラン」

「アー、ハイ。ナンデショ」

　ちらちらと車の様子を窺うかがいながら、クゥランは目を逸そらす。車両の兵士は確かにクゥランの名前を呼んだ。あの装備も、旗艦の生き残りのような汚よごれたものではない。

「もしかして。アイツは──」

　その時だった。ずん、という鈍にぶい音と共に、周囲の大気が震ふるえた。

「な……っ何だ！」「何ですか、次から次に……！」

　アマリネが悲鳴を上げる。空中に張り巡めぐらされた水路が千ち切ぎれ飛び、風景に、無数の穴が空き始める。クゥランとの間の道にも、地割れのように穴が広がった。まさか、この状況で結界の崩ほう壊かいが始まったのか──だが、そうではなかった。




「──う、ぁ、あああぁあああああ……！」




　遠くから、声が聞こえた。

　空に向かって泣き叫さけぶ声。悲鳴のような──産うぶ声ごえのような声だった。

「シエラ……!?」

　間ま違ちがいない。港の方から聞こえてきたのは、リュシエールの声だった。

　途と端たん、風景に空いた穴から、地割れから、猛もう烈れつな勢いで水が噴ふき出す。溢あふれだす水流は紺こん碧ぺきの魔ま力りよくを纏っており、クゥランとの間に、水の壁かべが出来る。

「ぐっ……！　クゥラン！」

　水の壁に手を突き込み、クゥランに手を伸のばす。あのメフィエラ兵は後回しだ。アマリネが動けない以上、まずは三人が固まらなければならない。

　噴き出す水の威い力りよくは、予想以上に強かった。間違いない。リュシエールの水流だ。それは、まるで世界の穴を埋うめるように噴き出している。

「ひとまずこっちに来い！　クゥラン！」

「…………あー」

　クゥランは動かない。地割れと水流に怯おびえている──わけではなかった。

「すいまセン、クロトさん」

　クゥランは、水流を相そう殺さいするだけで精せい一いつ杯ぱいのクロトにくるりと背を向けた。思ったよりも速すみやかな動きで、生垣に突っ込んだ車両へと走る。

『ちょいちょい。起きて下さい。あの、──』

　運転席の兵士を押し退のける。だが、兵士はそれで目を覚ましたらしい。額を押さえながら、クゥランと二言、三言言葉を交わす。噴き出す水の音で中身までは聞こえない。

　だが、推測は容易だった。クゥランの名を呼んだこと。明らかに整った、純メフィエラ製の装備。あれは、この結界の中にもとからいた存在でもなければ──クロト達と同じ、ジグローゼスの入口から来たものでもない。

　車両が動き出す。生垣からバックで離れ、小さなカーブを描えがいて道路に戻もどる。

『それじゃ。すいまセン』

　助手席に乗ったクゥランが、卑ひ屈くつな笑みと共に手を振った。ススハラの忠告を思い出す。どれほど気を許したように見えても、利益次第でいつでも裏切る。

　いつでも、彼女は機を窺っていた──元の世界に帰る機会を。

『クゥラン！』

　だが、それは特に問題ではなかった。クロトは最後に叫んだ。

『ロアのこと、頼たのんだぞ！』

　去っていく車両の中で、クゥランが驚きに目を見開いたのが見えた。

　やがて、水流が消える。周囲は水みず浸びたしになったが、同時に、世界に空いた穴も跡あと形かたもなく塞ふさがっていた。修復されたのだ。崩くずれかけた、隔かく絶ぜつ結界が。

「くっ……痛いっつ……アマリネ、立てるか」

「う……すみません……！　クロトくん、クゥランさんは？」

「逃にげた。まあ仕方ない」

「え、ええっ！」

「それより、今はシエラの所に行こう。たぶん、それが一番重要だ」
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　声が聞こえた。彼女の名前を呼ぶ声が。

『──様』

　声は、ゆっくりと近づいてくる。徐じよ々じよに、徐々に。

『守護者様！』

「ひゃっ！」

　耳元で叫ばれて、慌てて目を覚ました。見回りの最中に寝ね入いってしまっていたらしい。噴ふん水すいの縁へりに座って、話しかけてきた声の主ぬしを見上げる。

「あなたは……」

『おやおや、お疲つかれですか？　守護者様』

　日に焼けた笑み。馴な染じみの漁師だ。……そう、古い、馴染の。

「なんでも、ないのだわ。……お天気がよくて、うつらうつらしてしまったの」

『ははあ！　なるほど、それは仕方ない！　いやあ、こんな日は俺ものんびり散歩でもしたいものですがね！』

　とにかく声が大きい。背後には古ぼけたトラックがあり、荷台には今日の漁の成果が満まん載さいされている。一度、彼の背せ丈たけよりも大きな魚が載のっていたこともある。いつも豪ごう快かいで逞たくましい男性だが、奥さんと、反はん抗こう期を迎むかえた娘むすめさんには頭が上がらない。

「いつもお疲れ様なのだわ」

『いやいや！　これも、守護者様が町の安全を守っていてくださるからこそです！』

　そう言って、男はトラックに乗って／（前回と寸すん分ぶん違たがわぬ動きで）／去っていく。見慣れた背中を／（見み飽あきた背中を）／微笑ほほえましく見送る──見送って頭を押さえる。

「ん……ええと。そう。パトロールの、途と中ちゆうだったのだわ」

　町を歩く。綺き麗れいな町だった。凹おう状じようの入いり江えと、それに面した崖がけに沿って作られた町。階段のように五層に分かれていて、一番下の港に揚あがった海産物は、上へと運ばれる中で順次加工されて、町の外へと輸出されるのだ。

『おや、守護者様。いつも有あり難がとうございます』

『守護者さま！　こんにちわ！』『りゅしえーる、様！　お水！　お水出して！』『わたしも、わたしも！　そらのみち見たい！』『こら、迷めい惑わくかけないの』

「もちろん、いいのだわ。ふふ、それにね」

　子供達の頼みに応こたえて、空中に水の線を描いてみせる。

　同時に、この町で何度も／（何百回も）／繰くり返してきた言葉を口にした。

「──呼び辛づらかったら、私のことはシエラで良いのだわ」

『うん！　ありがとう、シエラさま！』

　町に張り巡らされた空水路と同じ魔ま法ほうで空中に水の線を引くと、子供達がそれぞれ持ち寄った小さな模型の船を浮うかべて遊び始める。

『やったあ！』

「これくらい、お安い御ご用ようなのだわ。ねえ、──」

　傍かたわらの誰だれかに呼び掛かけようとした／（彼女の無二の相棒に）／誰に呼び掛けようとしたのかは分からなかった。

『守護者様！　すみません、あっちの方に綻ほころびが……』

「ええ。分かったわ。任せるのかしら」

　ここでの彼女の役割は単純だ。綻びを見つけたら、それを直す。それだけだ。町を／（結界を）／守る大切な仕事だ。手を抜ぬくわけにはいかない。

『ありがとうございます！　本当に助かりましたぁ』

『ありがとう、しゅごしゃさま！』

　小さな学がく舎しやにあった綻びを閉じる。

　何件かあった綻びの、最後がそこだった。気がつけば日は暮れかけていた。そろそろ家に帰ってゆっくり眠ねむろう／（そしてまた同じ日が始まる）／。

　綻びを直す。町を見回る。馴な染じみの人と雑談をして、ときどき、食べ物を貰もらったり。

　天気の良い時は、道みち端ばたでふっと居眠りすることもある。町の人は笑って見み逃のがしてくれるし、それで被ひ害がいを受ける人は／（死ぬ人も、殺される人も）／誰もいない。

『ねえ、守護者様！』

　遊んであげていた子供が、彼女の服の裾すそを摑つかんだ。

「なにかしら？」

『明日も、明後日あさつても、また遊びに来てくれる？』

「……ふふ」

　あまりにも簡単な願いに、笑ってしまう。笑ってしまって、嬉うれしくて、すぐに答えようとした。もちろん、何回でも、何度でも遊んであげる、と。

「もちろんよ。いつでも呼んでほしいのだわ」

『やったあ！　いつも、ありがとう、守ご、しゃ……』

『守護──シュ──シエラ─────シャ──サ、マ……』

　子供達が。大人達が。ノイズに吞のまれて、消えていく。

「え。……え？　──噓うそ、待って。待って！」

　──風景を砕くだき割って。

　──綻びを遥はるかに超こえた大穴が空き、そこから、白はく亜あの輝かがやきが落ちてくる。

　白く輝く雷かみなりが、世界を貫つらぬいた。白い爪つめが、世界を引き裂さいた。牙きばが、嚙かみ砕いた。翼つばさが、叩き壊した。尾おが、断ち割った。ああ、白い終わりが、降り注ぐ。

「そう。……そうだわ。私は、私は……」

　何が起きたのか分かった。自分が何なのかも、それで思い出した。

　幸福な世界は、見る影かげもなく崩れ落ちてゆき──







「あ、あぁ、あああ、ああ、ぅぅぅうあうう……！」

　枯かれた噴水を前に、リュシエールは蹲うずくまっていた。

　涙なみだが止まらない。今は、誰もいなくなった町。もっと栄えていた。こんな、不気味な廃はい墟きよではなく、本当はもっと、活力に溢れていた。

「──シエラ！」

　彼女を呼ぶ声が聞こえた。彼女に終わりをもたらしたものの声だった。彼女では手も足も出なかった戦争を終わらせた、本物の英えい雄ゆうの声だった。

「クロト。……クロト……！」

　涙が止まらない。十五年分の幸福の記き憶おくは、そうしなければ整理しきれなかった。

「ごめんなさい、勝手に。……分かったの。分かったのかしら」

　枯れた噴水の中に、小さな祭さい壇だんがあった。それが、この結界の中心だ。すぐ目の前には港がある。海と、町。結界を支えるそれは、世界の中心になければならない。

「それ、は」

　──波打つ紋もん様ようの刻まれた、長大な斧槍ハルバード。

　穂ほ先さきは水すい晶しようのように透すけた直すぐ刃は。その側面から広がる扇おうぎ状の斧ふ刃じんは、縦格子の空洞になっており、ハープのようにも見える。神こう々ごうしい造形と、魔ま獣じゆうの化石にすら匹ひつ敵てきする内在魔力が、この隔絶結界を支え、煌こう々こうと輝いていた。

　──神しん槍そうメイルクィンテが、その為ためだけに作られた祭壇に突つき立っている。

「……私は、ずっと、ここにいたの」

　全てを思い出した。振ふり向いたリュシエールの、その輪りん郭かくがふっと薄うすれる。

　この町を構成し、そして全て消えてしまった、過去の再演ゴースト達と同じように。

「私は、もう、死んでいるのね」
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「あの終わらない爆ばく撃げきの中で、声を聞いたの」

　港を背に、祭壇に突き立った槍やりの傍そばに座って、リュシエールは語る。

「『生きたいか』って。今から思えば、あれが条件だったのかしら」

「……それに、答えたのか」

「うーん。……死に際ぎわに掛けてくる契けい約やくの声なんて、十中八九悪あく魔まの囁ささやきなのだわ。私、断ったと思ったのだけれど……流石さすがに限界だったから」

　頰ほおに手を当てて、首を傾かしげる。

　この隔絶結界は、クロトが見てきたものとはいくつか性質が異なる。入口が明確に存在すること。楔くさびの残ざん骸がいの中に存在すること。そして、崩ほう壊かいしつつも維い持じされていること。

　虹にじ嵐あらしという不安定な揺ゆり戻もどしの中で、現れては消えていたものとは違ちがう。この空間を維持しようとする、明確な意思を感じる。

「私は、あそこで死んで。その魂たましいを『完全なる世界の楔』に取り込まれて──再演体として、この隔絶結界を維持する為の術者として取り立てられた」

　そんなことが可能なのか。背後のアマリネが、首を振った。

「通常は不可能です。死人の存在を丸ごと魔力で再構築するなんて……ただ、生前からの契約を介かいするなら、難易度はいくらか下がる……かもしれません」

「……綺麗な町だったのだわ」

　儚はかなげに、遠くを見るように、リュシエールは回かい顧こする。

「明るくて。楽しくて。素敵な町だった。皆みんなはいつも楽しそうに笑っていて、他愛もない当たり前の日常がとても愛いとしくて。──だから、同じ時間が、どれだけ繰り返されていても、苦痛にも、疑問にも思わなかったかしら」

「…………」

　クロトは、かつて見た、祭りの町を思う。あるいは、最後に見た祝しゆく宴えんのことを。

　幸せそうで、楽しそうで。何もかもに祝福されたような世界。

「だけれど……三カ月前に。この結界を災害が襲おそったわ。白い雷──純白の魔力が、地じ震しんみたいに、嵐みたいに、全てを引き裂いた」

「……俺が、楔を落とした時だな」

「ええ。──あなたの魔力は、とても綺麗だったのだわ」

　夕陽を見上げるように、目を細めた。

「それから私は、町の修復をしていた。まだ住民も戻っていないけれど、これでも直った方なのよ。……それでも、ときどき、頭が晴れる時があったわ。自分の正体を思い出す時が。だけれど私は、契約で生まれた再演体。最初の命令に抗あらがうことは出来ないから」

「……──今は、どういう状態なんだ？」

「あなたの破は壊かいによって、一時的に縛しばりから抜けて自由になっているのだと思う。ただの誤作動なのだわ。……うん。今の私の立場から、伝えられるのはこれくらいかしら。何か、他に聞きたいことはあるかしら？」

「そう言われてもな……」

　クロトは頭を押さえる。聞きたいことと言われても、明かされた情報が膨ぼう大だいすぎて、すぐには処理しきれない。アマリネを見ても、似たような様子だった。

「……とにかく、アンタの正体に関しては分かった。ひとまず、また基地に戻って、情報を詰つめるしかないだろ。調査を進めて、対策を考えていくしか」

「そう、それは良かったかしら。最後に未来が見れて嬉しかったのだわ」

「ああ、──？」

　その声があまりに平易だったせいで、クロトの反応は僅わずかに遅おくれた。

　リュシエールは傍らの祭壇に突き立った槍を引き抜く。くるりと回し、その刃はを己の首元に当てた。子供の手て遊あそびにも似た、何気ない滑なめらかな仕草で

　自らの首を刎はねようとした。




「───ッ……！」




　鮮せん血けつが飛んだ。

　咄とつ嗟さにリュシエールの首と刃との間に滑すべり込んだ、クロトの掌てのひらから噴ふき出したものだった。

「ひゃっ!?　──ど、どうしたのだわクロト！　危ないのかしら！」

　リュシエールは目を丸くして驚おどろいている。彼女と初めて会った時と同じ、緩ゆるんだ焦あせりの表情だった。自害を図はかった直後なのに、何一つ変わらず。

　神槍は、加護すらやすやすと貫かん通つうし、触ふれただけの掌を深く切り裂いている。奥歯を嚙み、刃を放さないよう慎しん重ちように力を込めながら、リュシエールを睨にらむ。

「何を、……何を、してる！　シエラ……！」

「え──え？　だって、今、言ったのだわ」

　心底不思議そうな表情のまま、リュシエールは首を振る。

「私は、一時的に使命を忘れているだけなのだわ。放っておけばまた、この隔絶結界を──楔を再生するための再演体に戻る。『完全なる世界の楔』の再生魔法の術者。それが、今の私なのだわ。説明、足りてなかったかしら」

「それは……！」

　確かに、そういうことになる。神槍はブレない。手を放せば、リュシエールはすぐにでも死に直そうとするだろう。

「もしかして、他に、まだ確認したいことがあるかしら？　あ、そうね、エルムト領家の弟に、伝令鳥の一つくらい出しておくかしら──」

「そういうことを、言ってるんじゃない……！」

　思わず、怒ど鳴なりつけてしまいそうになる。まるで暖簾のれんに腕うで押おしだ。どこかがズレている。そのズレが何なのか分からない。これまでの態度は全て噓だったのか。

「そんなに簡単に、自分の命を捨てるなよ！　戦争は終わったんだ。アンタも、これ以上は戦わなくていい！　死ななくていいんだ！　折角拾った命を……」

「だから、拾ってないのだわ。私はもう死んでて、生前を再演されているだけで」

「そういう問題じゃない！　シエラがどう思ってるかだ！　会いたい人とか、やりたいこととか、あるんじゃないのか！　好き好んで死にたいわけじゃないだろう！」

「なんで？　そんなこと関係ないのだわ」

　他愛もなく即そく答とうされた言葉に、クロトの背筋に怖おぞ気けが走った。

「本当に、クロトは不思議かしら。──嬉うれしくても、怖こわくても、怒おこれても、嫌いやでも、悲しくても、楽しくても。そんなことは、私の行動とは何も関係しないわ。

　だって私は《水平線上の》リュシエール。ジグローゼス最高の精せい霊れい憑つき。期待に応こたえられなかった、馬ば鹿かな英雄。終わった戦争を再開させるわけにはいかないのだわ」

「…………！」

　ことここに至って、クロトはようやく、シエラという英雄のことを理解できた。

　リュシエールの態度に噓はない。

　感情豊かな少女。獣じゆう騎き兵へいの為に泣いてくれたことも、本ほん陣じんの態度に怒ってくれたことも、あの笑みも、悲しみも、戸と惑まどいも、喜びも。彼女の感情は、どれも心からのものだ。

　だが、それが行動に影響しない。

　最初からそうだった。彼女に現状を説明した時、彼女は動どう揺ようしたがすぐに受け入れた。本陣に働きかけた時、彼女は本気で怒っていたが、怒いかりに任せた余計な行動は一切せず、アマリネに頼たのまれた通りオルデインを圧あつ倒とうし、本国に連れん絡らくをつけた。

　それが、彼女の英雄性だ。

　自身の感情が、行動決定権を持たない。悲しんでも、楽しんでも、それとは一切関係なく、悲しいままに、楽しいままに、求められたことをやる。

「最後の戦いに向かった時も、そうだったのか。──死ぬと分かってて？」

「え？　……ああ、死地だろうとは思ったのだわ。だけれど、その時のジグローゼスで一番強いのが私だったから。やらなきゃダメでしょう？」

　死にたくはない。けど、戦わないといけないなら。戦えと望まれたから。

「ええっと。手を放してほしいかしら。見てるだけで痛いのだわ」

　困ったように、シエラは笑う。

「もう少しだけ手伝うのだわ。それが終わったら、ちゃんと見ていないところで」

「だめだ」

　血を流れるに任せて、手に力を込める。神槍の刃を、リュシエールの首元から引き離す。

「アンタは死なせない。その方法を探す。……初めて会った時に、アンタは言ったよな。よく頑がん張ばってきた。護まもってあげる。幸せにしてあげるって。──そっくり返す。このままアンタが死ぬのを見送ったら、俺は何の為に戦争を終わらせたか分からない」

「……そんなの、気にする必要ないのだわ」

　聞き分けのない子供に言い聞かせるようだった。僅かに俯うつむく。

「幸せなこの町ユメと同じ、私は、もう終わった過去の残ざん影えい。誤作動で、だから、消えるんじゃなくて、そう──戻るだけなのだわ。死んだはずの人間が、死んだ人間に──間ま違ちがいが、正しい形に、戻るだけ。だから」

「──間違いなんかじゃない」

　俯くリュシエールを下から見上げる。声に熱を籠こめた。

「俺が言わせない。再演だろうがなんだろうが、そのアンタが、俺達を助けて、救って、笑って、泣いてくれた。生きたいと願うのが、間違いだなんて言わせるか！」

「……どうして、そんなことを言うの」

　ほんの僅かに。

　リュシエールの声のトーンが下がった。

「《屍喰竜ニーズヘツグ》のクロト。戦争を終わらせた裏切り者の──本物の英えい雄ゆう。国の犠ぎ牲せいにされた生いけ贄にえの兵士。誰だれもに迫はく害がいされた、混血の忌いみ子ごでしょう。……昨日から聞きたかったのだわ。それがどうして、そんなに真まっ直すぐなことを言えるの」

　たしなめるような口調ではない。どころか、非難するような色が混じっていた。どうしてあなただけ、とでも言うような。戦場に呪のろわれた魔ま導どう師しの、その頂点からの。

　別に、クロトは正しいことを言っているつもりはなかった。クロトの中にあるのは、正義とか、信念とか、優しさとか、そういうものではない。

「見たい世界モノがあるからだ」

　あの日見たものを覚えている。

「幸せな夢。知ってるよ、俺も見た。──もう一度言う。俺の最終目的は、メフィエラとジグローゼスの、再度の和解だ」

　リュシエールが目を見開き──同時に、背後でアマリネが息を吞のんだのが分かった。だが、ここで言うことは、普ふ通つうに言うよりもずっと説得力があるはずだ。

「そんなの……無理なのだわ。昨日も言った通り……正気じゃない……」

「今すぐにはな。何年かかるかは分からない。この場所にもう一度、辿たどりつく。アンタの言う通りだ！　幸福は確かにあったんだよ！　再演で済ませる必要なんてない！」

「…………」

「アンタにもそれを見てほしい。再演でも、残影でもない未来を望んでくれ」

　傷ついていない方の手を、リュシエールに差し出す。あとはもう待つだけだった。

　リュシエールは、子供のように小さく首を振ふる。

「誰の期待にも、応えられなくなるのだわ」

「──そんなのは、俺も同じだ」

「ずっと、戦う方法しか、知らなかったもの」

「──そんなのは、俺も同じだ」

「自分の想おもいで、生きるなんて」

　リュシエールは声を震ふるわせながら顔を上げた。目から、細い涙なみだが一筋流れ落ちていた。大きな混乱と、強い不安が窺うかがえた。初めて見せた、彼女の表情だった。

「だって、そんなの、──やったことない……！」

「そんなのは」

　クロトは小さく笑ってみせた。滲にじむような、自然な笑みだった。

「俺が教えるよ。──得意分野だ」

「あ……」

　頰ほおを赤くしたリュシエールが、おずおずと手を伸のばし──




『　　　否定する　　　』




　──その腕うでが、水流に覆おおわれて。

　クロトの手ではなく、神しん槍そうの柄えを握にぎり締しめた。

　刃が走る。目の前に無防備に傅かしずいていたクロトを、袈け裟さがけに切り裂さく。

「ガッ……！」

『　シエラ　その判断は　適切ではない　認められない　』

「え、──ぇ、え……！　──うそ！」

　血を噴き出して、クロトが倒たおれる。だが、何より驚いていたのは、リュシエールの方だった。初めて味わう恐きよう怖ふと驚きよう愕がくに、首を振る。

「シ、エ……」

「どうして！　──うそ、なんで！　駄だ目め……嫌っ！」

　少女が己おのが身を搔かき抱いだく。その全身から水が溢あふれ、少女を鎧よろいのように包んでいく。精霊融ゆう合ごう。だが、明らかにリュシエールの意思が伴ともなっていなかった。声が響ひびく。

『　勧告する　シエラ　君は　もう不要だ　』

「ぐ……！」

　地面に倒れたクロトは、苦しむリュシエールを見上げる。そうだ。ここに入ってから彼は、一度も姿を現さなかった。一度も、このことに言げん及きゆうしなかった。

　──槍の在あり処かを、最初から知っていた、精霊が。

「やめて、どうして……ムゥ！　待って、お願い！」

　悲鳴と共に、飛沫しぶきが上がった。

　リュシエールの背後の海から、馬鹿げて巨きよ大だいな水柱が上がった。




「待って、《海嘯竜バハムート》──っ！」




　中空を泳ぐその巨きよ体たいが、クロト達全てを吞み込む影かげを落とした。

　奈な落らくのように裂けた巨大な口。一つ一つが人の腕よりも太い乱らん杭ぐい歯ば。

　その身体からだは、長大な三日月形の尾おの先まで、岩いわ肌はだのような鱗うろこに覆われており──手足の代わりに、爪つめのように尖とがった先せん端たんを持つ巨大な鰭ひれが生えている。

　その威い容ようを目にしたアマリネが、茫ぼう然ぜんとその名を口にする。

「神代の魔ま獣じゆう──海嘯竜……！」

「げほッ、何だって……!?」

「七万年近く前の、海かい棲せいの魔獣です！　恐おそらくは、水精霊の生前……！」

　大おお蜥蜴とかげの頭部。大魚の鰭。蛇へびのように長い胴どうと尾。翼つばさこそないものの、空を泳ぐ姿には、確かに竜の如ごとき神々しさと禍まが々まがしさを湛たたえていた。

『　再告する　シエラ　君に主導権はない　沈しずんでいろ　』

「──ぁ、う、ぁあ……！」

　リュシエールを覆う水の加護が、鎧に固まる。精霊融合を終えたリュシエールがゆらりと宙に浮ういた。美しい戦せん闘とう外装。その頭部は竜の上うわ顎あごのような仮面に覆い隠かくされている。つう、とその片側から一筋、涙が伝い空に溶とけた。

「そんな……精霊が精霊憑きを一方的に支配するなんて、そんなことが……」

『　当然だ　シエラは傀かい儡らいに過ぎない　──　契けい約やくを受じゆ諾だくしたのは　我である　』

「何……だって……!?」

　だが、浮かんだ疑問を放つよりも先に。

　リュシエールの神槍が、高々と掲かかげられた。

　その穂ほ先さきが紺こん碧ぺきに輝かがやき──少女の向こう側に、唐とう突とつに、巨大な白い壁かべが現れた。

　表面を白く泡あわ立だたせる壁は、立ち上がった海そのものだった。

『共有率七十三パーセントを突とつ破ぱ──境界再結合まで残り二十三時間。クリフォト第百七十四番領域管理精霊ＡＩ、これより契約を履り行こうする』

　リュシエールが、槍を振り下ろした。

　港町をまるごと吞み込むような津つ波なみが、一いつ瞬しゆんでクロト達を押し流した。




　　　　４．




　蒼あおい光に満ちた、冷たい鋼はがねの広間。

　その中心にある装そう甲こう車の中で、二人の少女が座っている。

「…………」

「…………」

「…………ネイル。何分経たった？」

「一時間と十七分です。ロア様」

「…………」

「…………」

「…………ネイル。何分経った？」

「一時間と十八分です。ロア様」

「…………」

「…………」

「…………ネイル、」

「一分ごとにご報告した方がよろしいですか。不ふ肖しようネイル、ロア様の為ためならば目覚まし時計のアラームにでも身を窶やつす覚かく悟ごはありますが」

「だ、だってだってだって……！　ヴィクトリアぜんぜん帰って来ないじゃない！　通信も繫つながらないし！　だからわたしが行こうって言ったのよ！」

　ばたばたと両手を忙せわしなくばたつかせて、ロアは叫さけんだ。

「いけません。正体も分からないジグローゼスの異空間……い、異空間？　などに、今のロア様を向かわせるわけにはいきません」

「中の説明はしたじゃない！　──っと、あ、うぅ……」

「ロア様！　だからテンションを上げないで下さいと申し上げました！」

　頭を抱かかえたロアを深く倒したシートに寝ねかせ、ネイルが諭さとす。

「……あなたの説明で分かったのは、何一つ推定の出来ない危険地帯であるということだけです。他の者には任せられないとはいえ……」

　しばらくは通じていた通信も既すでに途と絶だえており、手をこまねいている状じよう況きようだ。

「我々は、あなたを失うわけにはいきません。人を使うことを覚えて下さい」

「ううー……」

　似たようなやり取りは何度もしている。だが、現状の打破にはロアの個人能力に頼たよるしかないことも多く、次々と現れる障害は彼女の体調を考えてはくれない。

　いつか限界が来る。ネイルが仏ぶつ頂ちよう面づらで唇くちびるを嚙かんだ時だった。

〈──様。姫ひめ様さま！　ネイル！〉

「！」「ヴィクトリア！　無事だったの！　中はどう？」

〈いやさ──ちょいと離はなれておくれよ！　さっきのでブレーキがイカれちまって！〉

「え？」「ロア様！」

　ネイルが座席にロアを押し付け、覆いかぶさる。

　その直後だった。門が内側から輝き──装甲車が飛び出してきた。

　正面バンパーが大きく凹へこんだそれは、坂を跳はねるようにすっ飛んできて──かろうじてドリフト気味に急制動を掛かけて、ロア達の待つ車両の前に停止する。

　巻き上がった広間の残ざん骸がいが、いくつかフロントガラスに罅ひびを入れた。軽く眼を回したロアを庇かばいつつ、ネイルが身体を起こす。

「ヴィクトリア様！　ロア様の状態はご存じでしょう！　加減を！」

「いや、ほんとゴメンさ。急いでいたもんでね」

　運転席の中で片手を上げる。だが反省の表情はなく、むしろ妙みように自じ慢まんげだ。

「それに……姫様の体調に関しては、良いもん拾ってきたのさ」

「……良いもの？」

「う、うへえ……」

　空からに見えていた助手席から、小さな頭が覗のぞく。ぼさぼさの三つ編みにした茶ちや髪ぱつ。ネイルは目を見開いた。彼女がまだ自我を得ていない頃ころに、幾いく度どとなく見た顔だった。

「メチャクチャな運転しまスね、ヴィクトリアさン……」

「あー、ゴメンゴメン。外区育ちなんで許してくれさ」

「うう……何なのよ、もう」

　頭のふらつきを堪こらえ、助手席でロアが身を起こす。

「ロアさン。調子悪い感じですか？　んぇーっと、もしかして、首の後ろの方で熱が溜たまってる感じあります？」

「……あ、そう！　そんな感じ……！　首の後ろから、こう、熱いのが下に伸びて、鉤かぎみたいに胸の下あたりに刺ささって引っ掛かってる感じ、ずっと……」

「うげ。マジすか。……過か剰じよう負荷でスよそれ。メンテどうしてたんスか」

「する暇ひまなんてなかったの！　それにクゥランだって、もう…………」

　目を擦こすっていたロアの言葉が、徐じよ々じよに薄うすれる。代わりにその瞳ひとみが、驚愕に見開かれる。軍用車の高い座席から、一人の女性が不器用に降りてきた。罅の入った眼鏡。洗われてはいるものの、血の沁しみの残る白衣。どこか卑ひ屈くつそうに見えてしまう、下手へたな笑顔。

「ども、お久でス、ロアさン──」

「ぎゃ────────ッ！」

　ぎゃーって言った。潰つぶれたような悲鳴だった。メフィエラ最高の搭乗者ルーター、銀色の姫ひめ君ぎみ、アルフィニス・ロア・シェルテミット渾こん身しんの『ぎゃー』であった。

「ま、また！　またなのね！　隔かく絶ぜつ結界だからって──また、幽ゆう霊れいだなんて！　残念だったわね！　も、もう怖こわくないんだから！　馬ば鹿か！　クロトの馬鹿！」

「……ロアさぁーン。違ちがいますよー。幽霊じゃないでスよー」

　呆あつ気けにとられるネイル達とは裏腹に、女性はマイペースな雰ふん囲い気きのまま、ロアの座る装甲車の隣となりへと歩いてくる。ドアを開けて、うずくまるロアの肩かたを叩たたく。

「ホラ。この立派な二本の足が見えまセンか？」

「……見える……デスクワークばっかりのせいで、だらしなく緩ゆるんだ太ふと股ももが……」

「ぐアー！　これだから遺伝子レベルで美少女にされてる人は困るんスよ！　これくらいが健康体でスからね！　実際！」

　そのやり取りは、両者の中では何らかの確認のようだった。

　ロアが顔を上げる。恐る恐るといった様子で、手を伸のばす。

「ほ、本当？　戦場で死んだ人の魂たましいが、隔絶結界に吸収されて再構築された精せい巧こうな偽にせ物ものとかじゃない……？」

「何スかそのピンポイント解かい釈しやく……違いまスよ。色々あって、死に損そこないました」

「クゥラン」

「何でス？　ロアさん──へぶっ」

　ロアが、座席から飛び降りた。そのまま、クゥランに向かって飛び付き、胸に顔を埋うずめる。クゥランは受け止めきれず、そのまま背後に尻しり餅もちをついた。

「うう、う、…………ううぅぅぅううぅぅぅ、会いたかった、クゥらァン……！」

「げほっ、げほっ……ただいまでス。ロアさん」

　クゥランはロアの頭を不器用に撫なでる。その眼にも、微かすかに涙なみだが滲にじんでいた。




　　　　◆




「そう。セルドリックに始末されたわけじゃなかったの」

「ハイ。殺されるかと思ったんでスけど、ボッコボコにされて起きたら旗き艦かんに向かう連行車両の中でしテね……それより、なんなんスか、これ！　あの、アタシ離れてたの三カ月ちょいくらいでスよね？　なんでこんな中身ボロッボロなんでスか！　あー、そこのセイルノーツの人、エート、ネイルさんでシタっけ!?　コンソール代わって！」

　ロアが乗っていた救急車両の後部。

　クゥランの簡単な診しん断だんを受けたロアは、即そく座ざにそこに押し込まれた。機材も薬品も十分ではないが「しないよりは全然マシでス」というクゥランの指示によるものだった。

　ロアはカプセル型のベッドの上に寝かされ、脊せき髄ずいと胸の端たん子しは、壁かべ際ぎわの調整機材に繫がれている。まるで絶対安静の状態だった。声もかなり籠こもっている。

「……と、ひとまず、これで良いですかね。あーもう、基地戻もどったら精密検査一番から六十三番までやりまスからね！　輸送機出まスよね！」

「いいわ……レシュノルティア、乗ってきてるから……」

「この状態で乗んないで下さいアホォ！　大馬鹿！　馬鹿でスかロアさんはァー！」

「……胸のすくような気分です」

「あはは。んじゃー行くよー」

　ネイルがしみじみと呟つぶやき、ヴィクトリアの運転で車両が動き出す。大型前線基地の最さい奥おうであるため、外に出るだけでもかなり掛かる。

「……じゃ、経けい緯いについて色々聞かせてもらえまス？　あ、ロアさんは絶対安静なんで他の人がお願いしまス」

　ネイルが、クゥランがいなくなってからのロアの行動と立場について報告する。そして、謎なぞの暴走前線基地と、その解決のために自分達が来ていたことも。

「はー。……まあ、そう上手うまくはいきまセンよねえ。あと、そこのヴィクトリアさんって、確か傭よう兵へいサンですよね。結構有名な人なんで、昔そういうカタログで見たことありマス。なんでロアさんの下にいるんデスか？」

「彼女は、外区にある孤こ児じ院いんの出身で、稼かせぎを全てそちらに回していらっしゃったんです。他の財ざい閥ばつの依い頼らいでロア様を狙ねらってきたところを、ロア様が捕とらえて事情を見み抜ぬくと、経営難だった孤児院ごと子供達全て身受けされました。……酷ひどい力ちから業わざでした」

「ははー。そりゃベタな。意外と人情派だったんデスねぇ」

「やめとくれ！　……狙そ撃げきドローンの制せい御ぎよは乗っ取られるわ、逃とう走そうルートの電でん子し錠じようは開かなくなるわ、挙句個人端たん末まつのメールと写真の内容を見もせずに把は握あくされるわ！　姫様がこんな化けモンだって分かってたら、こんな仕事引き受けなかったさ！」

　運転席のヴィクトリアが恥はずかしげに頭を低くした。ネイルが「力業でした」と二度言って溜ため息いきをつき、ロアが「私が全てやりました」と言わんばかりにピースする。

「……えーと、その《睡蓮ニンフエア》？　無線ハッキングですけど、濫らん用ようはしないで下サイね。たぶん、その機構の生成と処理のおかげでアホみたいに負担増えてるんで」

「えー」〈えー……〉

「さっそくスピーカーを乗っ取るな！　馬鹿デスかあなたは！　……ん、だいたい状況は分かりました。で、まあこっちの話ッスけど……」

　代わりにというように、クゥランが自身の経緯を話す。

　最終決戦において、最前線の旗艦に載のせられていたこと。その後、ジグローゼス側に置き去りにされたこと。ロアの発言によって、二国が空間的に分かれたと察したこと。暴動や謎の兵器と戦いながら、何とか生きていたこと。

　そしてジグローゼスに捕つかまって連行され、もう終わりかと思っていた時に、思わぬ助けが現れたこと。そこまで言うと、ロアは目を見開いた。

「──クロトと、会ったの？」

「ええ。元気そうでしたよ。あっちはあっちで、大変みたいでしたけど」

「そう、……そう！　ふふ」

　顔色の悪かったロアが、花咲さくように笑った。予想以上の反応に、クゥランは苦笑で返す。そのまま、彼のことを中心に話を重ねていく。

「で、魔ま導どう師し達の集中砲ほう火かを、彼がこう、ばさっと翼つばさで弾はじきまして──」

「そうそう！　クロトならそれくらいはやれるわよね！」

「で、そのリュシエールってのがまたすごい人でして。こう、クロトさんと手を握にぎりあって、魔力とやらの調査を……」

「……そ、そうよね。……私のライバルなんだから。そのくらいのことはね」

「ってわけで、今のアタシは即そく席せきのバイリンガルなんですよ。見て下サイよ、この小鳥。いやー、アタシ男の人から物貰もらったのなんて初めてでー」

「……──」

　車両は搬はん入にゆう口のエレベーターから地上へと登り、建物から外に出る。出口はすぐそこだ。ネイルが、外の部隊と連れん絡らくを取り始める。

　クゥランが語るクロトの話に、バツが悪そうにヴィクトリアが混じる。

「……あのトカゲマン、そんな良い子だったのかい。こっちゃ、調査中に見かけた妙な一団に、写真で見た顔がいて驚おどろいてさ。で、隣のトカゲマンがあんたの首根っこつかまえて吊つり上げたから、こりゃ不味まずいと思って」

「あー、……まー、勘かん違ちがいは仕方ないデス。そのお陰かげで、早々にこっち戻れたことデスし。……ヴィクトリアさんも聞きまシタよね、彼の最後の言葉」

「ああ、まあね」

「なーんか、毒気抜ぬかれちゃいまシタよ。不意打ち狙撃されて、スタングレネード投げられて軍用車で轢ひかれて。アタシなんか、さんざよくしてもらっておきながら裏切ったのに……即座にそのままこっちに託たくすんですからねぇ」

「車ぶっつけに行った時も、真っ先にあんた庇かばってたしね。あん時あたしは気絶したフリしてたんだけど、普ふ通つうに心配してくれてたし。素直な子さ」

「……ロア様？」




〈ふ──────────────────ん………………〉




　声は、スピーカーからだった。

　ロアは、寝ね転ころんでそっぽを向いている。

「姫ひめ様さま？」

「ロアさん。んぇ、どうしました？」

「別に。良いじゃない。良かったじゃない。ジグローゼスに行って戻ってきたメフィエラ人なんて、そういないわよ。別に。こんな中ちゆう途と半はん端ぱな状態で会う意味ないし。楽しげに日常過ごして羨うらやましいなんて思ってないもの」

　拗すねていた。

「…………」「…………」「…………」

「…………クゥランのばか」

　たいへん拗ねてらっしゃった。三人の沈ちん黙もくが車内を埋める。

「ま、まあまあ。クゥランだって大変だったさ」

「そうですよ、ロア様。彼女が戻ってきたおかげで、調整もできますし」

「ロアさん、変わりましたねえ……このネタで三日くらいからかいたいんデスけど、流石さすがに負担を考えると興奮させるのも良くないと思うアタシでした……」

「うわーん！」

「クゥラン様、おやめ下さい」

〈──ネイル様。輸送機の準備、完かん了りよういたしました。基地外がい縁えんでお待ちしております〉

[image: ]

「了りよう解かい。間もなくこちらも到とう着ちやくします」

「……って、そういえば。ちょっと待って」

　ネイルに入ってきた通信を受けて、ロアが顔を起こす。

「じゃあ、あの門の中に、まだクロトが──」

　その時だった。がくり、と車両が傾かしいだ。後輪が大きく真下に沈しずみ──全力のアクセル音と共に、勢いよく再発進する。同時に、地面が揺ゆれ始める。

「うお!?　何してんスか、ヴィクトリアさん！」

「悪い！　いや、何か、泥どろに車輪取られたみたいな──は？」

　不ふ審しんな表情を浮うかべ、窓から外を見た。他の三人もそれを追う。

　彼女らは、前線基地の整備された道路を進んでいる。左右に並んだ建物が──どんどん低くなっている。──沈み始めている。まるで、地面の全てが沼ぬまになったかのように。

「は……は、何スか!?　わひゃあっ!?」

「液状化現象？　いや、そんなレベルじゃない……！」

　地面の泥沼化は、クゥラン達の出た建物から、瞬またたく間まに広がっている──背後から迫せまってきている。何度も後輪が沈み、その度たびにギリギリで脱だつ出しゆつする。

「なん、何だいこりゃあっ！」

　慌あわてながらも必死にアクセルを踏み込むヴィクトリア。その横で、ネイルは液状化の状態を見み極きわめるため、窓から身を乗り出す。そのお陰で、紙一ひと重えで気が付いた。

　地面に、黒い影かげが浮かび上がった。

　どう見ても軍用車のものではない、円えん筒とう形の影。空には何も存在しない。だが、どんどんと広がってくる──地面の下から、近づいてくる！

「ヴィクトリア様、すみませんっ！」

「はあっ!?」

　ネイルが横合いからハンドルに手を伸のばし、急カーブさせる。全員が激しい慣性に車体に身体からだを打ち付ける。すぐにネイルに文句を言おうとして、そして全員が絶句した。

　ざぱぁんと、水音がした。

　一いつ瞬しゆん前までいた地面が下から弾はじけ、そして、巨きよ大だいな口が立ち昇のぼっていた。鈍にび色いろをした、鰐わにの牙きばと、鯨くじらの大きさの口。がぱと開かれ、ばくりと閉じて、地中に戻っていく。

「……ヴィクトリア、全速！　ネイルは気をつけて地面見てっ！」

「了解さねッ！」

　ロアの指示に、ヴィクトリアが素早く応こたえた。ネイルも地面を注視する。コンクリートの地面に浮かびあがる、ありえざる巨大な魚ぎよ影えいが、再び近づいてくる。

「近づいてきます──右っ！」

　蛇だ行こう。再び、巨大な牙が地面から立ち昇り、虚こ空くうを嚙かんだ。

「な、な、な──何スか今のっ！　ってか、あれ、精せい霊れい……!?」

〈ネイル様、報告をっ！　基地全域が謎の液状化を！　それに、そ、……ひいっ！〉

　息を吞のむような悲鳴が聞こえてくる。ネイルが素早く対応する。

「こちらネイル。こちらでも確認できました。どれほど異常でも構いません、見たままを報告しなさい！　──ヴィクトリア様、左っ！」

〈巨大な、さ、鮫さめ？　が……！　地面から出てきて、車両を……！〉

「──魚が出るのは基地の中だけよ。今すぐ全員、敷しき地ち内から外に出て！」

〈アルフィニス様！　りょ、了解……！〉

　カプセルベッドの中で、ロアは目を閉じている。要よう塞さい内のカメラから状じよう況きようを見ているのだ。基地内の兵士達を襲おそっているのは、無人機の部品が組み合わさって出来た、歪いびつでおぞましい、無数の『機械の大魚』である。

　それらは鈍色の中で、端はし々ばしが蒼あおく輝かがやいていた。見知ったＡＳ機関の輝きだった。

〈クゥラン。鱗うろこで覆おおわれた鮫。鰭ひれの在ある鰐。見覚えがあるのね？〉

「はい!?　いやそりゃ、似たような感じってだけですよ……あの精霊が、確かにでかくなればあんな感じかなとは思いマスが……」

〈その、セイレイツキ、リュシエールって言ったかしら。その子、どんな魔法を使うって言ってた？〉

「だから知らないスよ全然！　ただ水関係で万ばん能のうで、作れて感知できて操あやつれて……」

〈ねえ、クゥラン。──あなた、向こうで破は壊かいされた楔くさびの残ざん骸がいから、何が見つからなかったって言った？〉

「は？　そりゃあ、ＡＳ機関、の…………」

　それは。

　こちら側においても、暴走前線基地から失われていたものでもある。

「理論……純水……槽……」

「見えてきたよっ！」

　ヴィクトリアが叫さけぶ。基地を出てすぐのところに停まっていた輸送機は、後部のハッチを開いて地面に下ろし、既すでに発進準備に入っている。

「ＯＫ、良い準備だ！　このまま突つっ込むよ！　ネイル、影は！」

「……近くにはいません。このままお願いします！」

「はーっ、はーっ、ああもう、大昔のパニックムービーじゃあるまいし……！」

　車両が、基地の門を出る。前輪が門の段差に差し掛かかり、その向こうには輸送機が。

「助かっ……」

　クゥランの安あん堵どの声は、──車体の軋きしみに搔かき消された。

「!?」

　いくつかのことが、同時に起こった。

　車体が、荷台を起点に宙に浮く。

　門の影から現れた魚。その顎あごが、荷台部分を捉とらえていた。強きよう靭じんな鋼はがねの顎は、一瞬で荷台と運転席部分との連結部を嚙み千ち切ぎり──運転席のヴィクトリアとネイルは、前輪だけになった車両と共に、全速走行の慣性のまま、基地の外に放り出される。

　地面から浮かび上がる荷台。左右からの圧力に耐たえられなくなった箱の前後が拉ひしやげて開く。そのまま、鋼の大魚に咥くわえられ、宙へと飛び上がっていく。

　壁かべが砕くだけ、傾いだ荷台の中からクゥランは放り出される。数メートルの高さから門外の地面に落ちて転がる。クゥランだけが。

「え」

「ロアさンっ！」

　荷台に固定されたカプセルベッドの中にいたロアは、そうはいかなかった。

　そのまま持ち上げられ──浮かび──運ばれてゆく。基地の全てがそうだった。無数の機械の大魚は、瓦が礫れきを、建物を咥えて、空の一点へと集まってゆく。

　いつの間にかそこに生まれていた、巨大な空間の裂け目へと。




　　　　◆




「──ぷはっ！」

　アマリネを抱かかえ、クロトは水面みなもから顔を出す。周囲には、元通りの名前のない荒野ノートフイールドの森。津つ波なみに押し流されているうちに隔かく絶ぜつ結界から弾はじき出されたのだ。

「アマリネ！　おい、無事かっ……！」

　気を失ったアマリネに呼びかけながら、クロトは空を見上げ──そして、それを見た。

〈本体共有率七十五・八パーセントを突とつ破ぱ──境界結合まで残り二十三時間〉

　──空に、巨大な裂け目が開いている。

　その中には、メフィエラの前線基地の姿が見える。

　それを守るように、巨大な海かい竜りゆうと、仮面をつけた槍やり持つ英えい雄ゆうが浮かんでいる。

〈管理精霊ＡＩの命令を確認。これより捕ほ食しよくした全資材を結合し〉

　──森の中から、クロトはそれを見た。

　──基地の外から、クゥラン達はそれを見た。

　前線基地が浮き上がる。建物が、無人機が、残骸が、魚群に咥えられ浮かび上がり──空の海竜に吸収されていく。巨大なる海竜は、一つ取り込むごとにそのシルエットを薄うすれさせる。やがて、枠わくに流し込まれる水のように、機械が、その外形に成り変わる。




『〈亜形クリフォト守護要塞、《Bahamut　/　system emeth》──起動する〉』




　それは、鋼鉄で出来た怪かい物ぶつだった。魔ま獣じゆうの形をした機械だった。

　虚うろのような両の硝子眼カメラアイ。逆立つ装そう甲こう板で出来た鱗。首元から尾おの先まで、波間の光の如ごとくＡＳエネルギーを流す背鰭。その全長は、真しん姿しの屍喰竜と比べても実に十数倍はあるだろう。その側面の装そう甲こう鱗りんが一いつ斉せいに開き、銃じゆう口こうの代わりに、無数の、呆あきれるほど無数の魔ま法ほう陣じんが展開した。




『〈勧かん告こくする　全ては　水すい泡ほうに　──ここに再び　荒野は　名を失う〉』




　広がりつつある、空間の裂け目を背負って。

　魔獣型機械兵──海嘯竜バハムート・楔姿形態システムエメスは、高らかに咆ほう哮こうした。
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「アマリネ、おい、アマリネっ！」

　抱だき上げたアマリネの背を何度か叩たたくと、気を失っていた彼女が咳せき込む。

「う、げほっ！　ク……クロト、くん……？」

　呆ほうけたような表情。濡ぬれた前まえ髪がみを目元から退どけてやると、何とかその焦しよう点てんがクロトに合った。二人の身体からだは、浮ふ力りよくを受け上下に揺ゆれている。

「──私達は……そう、精せい霊れいが、裏切って……」

「覚えてるか。あの後、津波に追われて隔かく絶ぜつ結界から弾はじき出されたんだ」

「弾き出されて……？　でも、ここは水場では」

　アマリネは周りを見て、自らの現状に、息を吞のんだ。

　クロト達は、肩かたまで地面に浸つかっている。土は土の、石は石の、その外見のまま、水の透とう明めい度と流動性、浮力をもって二人を浮うかべている。

「その歩みは、荒野すら大海に変える……《水平線上の》リュシエール……」

「どんな魔ま力りよくで、どんな魔法なんだかな……！　アマリネ、腕うでを回してくれ」

　首の後ろにアマリネの手が回ったのを確認し、クロトは飛ひ翔しようする。上空から見み渡わたす限かぎりの戦場全体が、この奇き怪かいな液状化──海状化に晒さらされている。

「──おーい！　クロト！　アマリネちゃん！　こっちだ、こっち！」

　第六基地の端はしの、斜ななめに傾かたむいた建物の屋上からススハラが手を振ふっていた。結界に囲われた中心部を除き、基地の外がい縁えん部はほとんど海状化している。屋上に避ひ難なんしている獣じゆう騎き兵へいの姿も見えた。着地してアマリネを降ろすと、ススハラが詰つめ寄ってくる。

「お前、なにしてくれてんだ！　なんだよコレ！」

「──リュシエールが敵に回った。精霊ムゥが、楔くさびの再構築魔法の術者だ」

「は、はあ……!?」

　起こったことを簡潔に説明する。

　落とした楔の残ざん骸がいの中に隔絶結界があったこと。リュシエールはその中の再演体だったこと。自死しようとする彼女を説得したら、ムゥが襲おそい掛かかってきたこと。

　一つ説明するたびに、ススハラの顔は徐じよ々じよに上向き、やがて両手で顔を覆おおう。

「本当に、いい加減にしろよ……百年前の魔法はロステクしかねえのかよォ！」

「同感だよ。……海嘯竜バハムートの言ったこと、信じていいと思うか？」

「……精霊は噓うそをつけねえ。世界の端たん末まつだからな。自己申告したんなら、そうなんだろうさ……第一、信じるか信じないかと言えば──」

　ススハラが、クロト達が飛んできた方向の、遥はるか彼かな方たを指し示した。

『　────…………　』

　──蒼あおく輝かがやく機械の海かい竜りゆうと、それを守る、神しん槍そうを手にした仮面の精霊憑つき。

　背後には空間の裂さけ目としか言いようのない孔あなが空いていて、その向こうにメフィエラのものらしき景色が見える。そこに至るまでの森は全て海状化している。

　もう少しよく見ようと、クロトは屋上の縁へりから身を乗り出し──地面に、何やら無数の魚ぎよ影えいが浮かび上がっている。慌あわてて身を引いた。

「あ、気ィつけろよ。水中……地中？　に、小型の海竜が山ほどいる。分身、端末か。迂う闊かつに踏ふみ出したらパクリだぜ。散らしてた眼球がかなり喰くわれた」

「いい加減にしろ！　能力が多すぎるんだよ！」

「いやお前がそれ言う？」

「うるせえ！　くそっ！」

　情報が足りない。時間が足りない。戦力差は考えるまでもなく絶望的だ。猶ゆう予よはどれほどあるのか。──苛いら立だたしげに唇くちびるを嚙かんだ、その時だった。

　ぱたぱたぱたぱた、と掠かすれるような羽音と共に、クロトの前に、小鳥が降りてきた。

「うお！　なんだ……伝令鳥？」

　ススハラが驚おどろく。本国か本ほん陣じんから、この状況の説明を求めて届いたものか？

　だが、それなら宛あて先さきはアマリネになるはずだ。クロトに宛てた伝令鳥などを送るような人物に心当たりはない──そこまで考えて気付く。ふわふわの丸い身体。先せん端たんだけうっすらと赤い羽。……クロトの作った伝令鳥が、嘴くちばしを開く。

『ク──クロトさァん……！　助けて下さイ……！』

「…………クゥラン!?」

「はぁあ!?」

　ある意味でそれは、決定的な瞬しゆん間かんだっただろう。

　メフィエラ人から届いた魔法──伝令鳥に、クロトは呆あつ気けに取られた。




　　　　◆




『クゥラン!?』

「……う、うぇえ……!?」「わお。びっくりさ」「これは。面めん妖ような……」

　暴走前線基地Ｂ１３６を見下ろす輸送機の中で。三人は光の鳥を見つめていた。

　純白に赤い羽先を持つ、ふわふわの小鳥。片足がなく、頭頂部の飾かざり羽根が丸い円を形作る。その小さな嘴から聞こえて来るのは、若々しい少年の声だ。

　クゥランのポケットに入っていた一羽。輸送機に載のせられながら、混乱──というよりも錯さく乱らんした彼女が「クロトさン、助けて下さいィ！」と駄だ目めもとのように叫んだところ、片足ずつを残した二羽に分ぶん裂れつして、うち一羽が飛んでいった。

「クロトさン！　すいまぜん、ロアさンが、ロアさンが……！」

『は？　ロアが何だって？　つか、泣いてんのか？　落ち着け！』

「──う、ずびっ、ふぐうう……」

「すみません、クゥラン様。少しどいて下さい」

　ショックから立ち直っていないクゥランを押し退のけたのはネイルである。半信半疑のまま、小鳥に向けて、恐おそる恐る声を発する。

「──初めまして。これで、通じているのでしょうか。クロト様」




　　　　◆




『初めまして。これで、通じているのでしょうか。クロト様』

「……っと。ああ、聞こえている」

　クロトの心臓が跳はねた。ロアかと思ったが、やや低く、かなり落ち着いた声だ。

『クゥラン様が混乱していらっしゃるため、代理で失礼致いたします。ロア様の副官を務めている、ネイルと申します』

「ネイル……さん。……先に確認したいんだが。どうやってこれを使った？」

『クゥラン様が、クロト様に救きゆう援えんを願う言葉を叫さけんだところ、……こう、ぐにょっと、二羽に分裂して飛んでいきました。そういうものではないのですか？』

「……らしいが。そういうものなのか？」

　ススハラに振り返ると、彼は非常に嫌いやそうな顔をした。

「他者に伝令鳥を託たくして、必要に応じて術者の元に戻もどさせる……まあ可能だよ。熟練者ならな！　あの名状しがたい鳥みたいな何かしか作れないド素人しろうと以下製の伝令鳥が、ンな複雑な命令をこなせるわけがねえ。しかも相そう互ご会話式で、……いや。つか、待てよ」

「ド素人以下……いや、ともかく。何だ？」

「翻ほん訳やく機能ついてるだろ、これ。何つったっけ？　精霊憑き様が言ってた……」

「！　──祝福、か？」

　リュシエール曰いわく『魔獣の力を扱あつかう者は、その魔力理念に近い種類の魔法に対し、多大な上方補正がつく』と。だが、ますます分からない。制せい御ぎよしない魔力は他国の言語を翻訳し、伝令鳥に用よう途とを近しくする理念とは、一体なんだ？

『すみません、お話を続けてもよろしいでしょうか』

「ああ、悪い。……ロアは何してるんだ？　そこにいないのか」

『それも含ふくめ、情報の共有をさせて下さい。──まず、ヴィクトリア様とクゥラン様の非礼をお詫わび致します。こちらの早計で攻こう撃げきを仕し掛かけました』

「別に気にしてない。無事に戻れたんなら何よりだ」

『……本当にお話の通りなのですね。では、こちらはあの後なのですが──』

　そうして、互たがいの世界での出来事を話した。

　クロトからは、リュシエールが楔の残骸の中にある隔絶結界で作られた再演体であったこと。その眷けん属ぞくであるはずのムゥ──海嘯竜が、彼女を裏切り楔の側についたこと。

　ネイルからは、あちらの世界で前線基地が暴走していたこと。それらからＡＳ機関が失われていたこと。前線基地から無数の建材が奪うばわれ、飛んでいったこと。

『ＡＳ機関は、メンテナンスを欠かさなければエネルギーを半永久的に生み出し続けます。放ほう棄きされた前線基地を含め、要よう塞さいを作るための素材としては最適かと』

「海嘯竜は、浸しん透とうの力で何にでも潜もぐれる。分体を作って、機材を集めて。ずっと水面下で活動し続けていた……そっちからは海嘯竜は見えるのか？」

『我々は現在、件くだんの基地から少し離はなれた上空の輸送機にいるのですが……こちら側から確認できるのは、暴走基地だった場所を覆う超ちよう高密度のＡＳフィールドの柱だけです。空間の裂け目は、今はそれに護まもられて視認も出来ません』

「とすると、海嘯竜本体はジグローゼス側にいるってわけか……」

「ま、精霊にすりゃこっちの世界の方が動きやすいだろ。──楔を再生して、国境魔法を構築し直して二国を繫つなげたら、あとはお空に昇のぼっておしまいってところか」

『……お聞きしたいのですが、彼らはどうやって空を飛んでいるのですか？　機械の海竜は見ましたが、ブースターのようなものは観測できませんでした』

「あァ、精霊は水属性の魔力の塊かたまりだかんな。空に浮くのは性質のうちだよ」

『水の塊が何な故ぜ空に浮くのですか』

「？　雲だって霧きりだって、水の塊で、空に浮いてンだろ？」

『…………魔ま導どう師し……』

　ススハラの端たん的てきな説明に、深いため息が返ってきた。どこか慣れた様子のため息だった。ロアの副官ともなれば、それは振り回されていることだろう。

「まとめるか。海嘯竜は、こっちの旗き艦かんや、そっちの前線基地から奪った多数のＡＳ機関からエネルギーを得て活動してる。目的は、完全なる世界の楔と国境魔法の再構築。保有戦力は、無数の分体にリュシエール、そして機械化した海嘯竜──システムエメス」

「よし無理だ。酒飲んで寝ねよう」

「諦あきらめるのが早はええんだよ。……確認するが、そっちから攻撃は全く出来ないか？　ＡＳフィールドの壁かべがあるらしいが、レシュノルティアでも突とつ破ぱできないのか？」

　システムエメスが以前の十じゆう字じ墓ぼと同程度の力があるとしたら、仮にクロトが真しん姿し転身が出来たとしても荷が勝つ。ロアの協力は不可欠だ。

　だが、伝令鳥はひどく言い辛づらそうに目線を伏ふせた。

『……ロア様は、システムエメスの中です』

「…………何？」

『正確には、吞のまれました。あれを構築する途と中ちゆうの、海竜分体の一つに、乗っていた車両ごと食べられ、そのまま。……』

『──ずっ、ずびーっ！　すみまセ、アタシが……ぢゃんとしてれうぁ……！』

「ロアちゃんって、……え？　マジ？」

　クゥランが涙なみだ声ごえで謝り、ススハラがクロトと伝令鳥を見比べる。クロトは顔を上げた。メフィエラの前線基地を素材に構築された、システムエメスの巨きよ体たいを見る。

　クゥランの嗚お咽えつと、感情を押し殺したようなネイルの沈ちん黙もく。

「……話は分かった」

『へ？　クロトさン？』

「ススハラ。伝令鳥に時間制限ってあるのか。繫ぎ続けるにはどうすればいい？」

「あ？　そりゃ魔力が尽つきれば消えるから、長時間維い持じするには、命令して待機状態にしておきゃいい……けどお前、んなことより」

「分かった。……クゥラン、ネイルさん。情報感謝する。ひとまず状じよう況きようを整理する。一時間後にまた連れん絡らくする。そっちも、何か見つけたり、思い付いたら教えてくれ」

『うえ。あ、はイ──』

　クゥランの曖あい昧まいな返事に重ねるように、クロトは伝令鳥に手をかざす。意図が伝わったのか、伝令鳥は羽を閉じて眠ねむり始める。まるで綿の塊のようだ。

　その様子を確認し、クロトはゆっくりと深呼吸する。落ち着かなければ。状況は、悪化はしていないものの、より複雑になっている。考えなければ──

「──あんの、馬ば鹿か！　目を離すとすぐこれだ！」

　叫ぶ。我が慢まんしきれなかった。人を振ふり回すことしかしないのだ、彼女は。

「うお。だ、大だい丈じよう夫ぶなのかよ。ロアちゃんは……」

「……。アイツが、そのくらいで死ぬタマかよ」

　そう答えたのは、自分への鼓こ舞ぶもあった。確定したわけじゃない。そう言い聞かせて、彼かな方たに浮かぶシステムエメスを睨にらむ。

「少なくとも、情報は揃そろったし、使える要素も増えた。──海嘯竜を倒たおして。シエラを助けて。その為ために必要ならロアと合流する。その方法を考える」

「……おいおい。お前、それは」

　目的の確認だった。クゥラン達との通信で、状況は把は握あくした。だから、勝利条件を口に出した。必要な過程だと、そう思った。アマリネに振り向く。

「アマリネ。確認したいことがある。屍喰竜ニーズヘツグの──」

「駄目です」

　そんな言葉が返ってきた。クゥラン達との会話の間、ただ一度も混ざらなかった声。

「クロトくんは、あれと戦う必要はありません」

「……何だって？」

「敵は、《水平線上の》リュシエールの再演体──その眷属である、水精せい霊れいバハムート。

　メフィエラの機械兵器ではありません。この戦いは、君のものではないんです。本ほん陣じんの国軍や、いずれ本国から来るエルムト家にでも任せればいい」

　濡ぬれて垂れさがった髪かみから、雫しずくが落ちる。その身体からだは、小刻みに震ふるえている。

「……これ以上。戦うのを、やめて下さい。クロトくん」

　アマリネが、縋すがるような眼で──泣き出しそうな顔でそう言った。
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　いつからだろう。

　──メフィエラの旗艦を庇かばっていたのを見た時か。

　──リュシエールを連れて戻ってきたのを見た時か。

　──クゥランという名の捕ほ虜りよと親しげに話しているのを見た時か。

　──あるいは、銀ぎん嶺れいの乗り手の名を、協力者と呼んだその時からか。

　最初は、ただ嬉うれしかった。叶かなうはずもないと思っていた願いが、奇き跡せきのような偶ぐう然ぜんで叶えられた。救いのない地じ獄ごくから解放されて、あとは全ての物事は良い方にだけ向かうのだと。少なくとも、これ以上悪くなることはないのだと、そう思っていた。

　だけど、現実はあまりに障害に溢あふれていて──何よりも、彼自身が。

『俺の最終目的は、メフィエラとジグローゼスの、再度の和解だ』

　駄だ目めだ。

　それは、駄目だ。

　別に、彼女はメフィエラを憎にくんでいるわけではない。それでは魔導師と同じだ。

　ただ、忌き避ひすべきものだった。ヒトのような、クニのような形をしているだけの、理解不能の災害だ。あれさえ存在しなければ最初から何も起きなかった、諸悪の根源。

　だから、それが叶う形での戦争の終結は、何よりの福ふく音いんだったのに──

「この戦いは、君のものではないんです。本陣の国軍や、いずれ本国から来るエルムト家にでも任せればいい」

　本国のエルムト家はまだ準備中で、救援を頼たのんでも間に合うはずもない。

　本陣など尚なお更さらだ。恐らく海嘯竜バハムートの莫ばく大だいな魔力を察知して、既すでに動き出しているだろうが──彼らにとってはクロト達を再び追い落とす絶好の機会だ。何より、彼らの利害は、むしろ海嘯竜と一いつ致ちしている。

　アマリネの提案は、何の解決にもならない──だが、それが何だというのだろう。

「国境がまた繫がったところで、すぐに戦争が再開されるわけでもありません。逃にげましょう。獣じゆう騎き兵へいも連れて行ってもいい。今の私達なら、それは十分に可能です」

「……そんなこと、出来るわけがないだろ。アマリネ、一体何を……」

「出来るわけがない？　ええ、そうですね」

　震える声を堪こらえ、言葉を被かぶせる。身体は冷え切っている。濡れているから、それだけではない。ただ恐おそろしかった。システムエメス。今、ジグローゼスの持つ全戦力を傾かたむけても、まるで足元にも及およばないだろう、埒らち外がいの脅きよう威い。

「空中要塞と融ゆう合ごうした古代精霊バハムートを倒し。本人の死後に構築された再演体でしかないリュシエール様を助け。要塞内部に取り込まれた、生きているかも分からない協力者と合流？　──真ま面じ目めに考えて下さい。それこそ不可能です」

「…………っ！」

　自覚はしていたのだろう。クロトが顔を歪ゆがめる。そんな表情をさせてしまったことに、強い痛みを覚える。それでも、言わずにはいられなかった。

「──どうして、そんなに簡単に、立ち向かおうって言えるんですか。

　楔くさびの残ざん骸がいの時だって。……リュシエール様に語った、馬鹿げた目的だって。戦争が終わったのに。君は、いつになったら、穏おだやかに生きてくれるんですか」

　ススハラが、こちらを見て苦い顔をしていた。何を見られているのか恐ろしくもあったが、そんなことに気を遣つかう余よ裕ゆうはなかった。

「──たとえば。小さな町の学校に通って。ちょっとした自然の移り変わりだとか、夕食の献こん立だてだとか、そういうものを楽しみにする、他愛もない日常。君に、かつてあったはずの優しい暮らし……望むなら、そういうものでいいじゃないですか……！」

　それでさえ、途と方ほうもない話なのだ。国によって使い捨てられた子供達が、そんな幸せに戻もどれるものか。受け入れられるものだろうか。

　けれどそれは、少なくともクロトの抱いだくものよりは、遥はるかに身近で確かな目標だ。

「仲間を失いながら、絶望的な戦場を必死に戦いぬいて、奇跡みたいな偶然で、戦争を終わらせた！　それなのに、どうしてまた戦わなければいけないんですか！　どうしてクロトくんは、もっと絶望的な戦いに、身を投じようとするんですか……！」

　いつからだろう。彼に、置いていかれていると感じるようになったのは。

　彼が進む道に、ついていけないのではないかと感じるようになったのは。

　対人用の閃せん光こう弾だん一つに反応できない。メフィエラの兵器に対する深い造ぞう詣けいもない。魔法に関してだって、結界と転身のみを最優先で修めた自分の技術は歪いびつだ。リュシエールとは比べ物にならず、知識ならススハラがいれば十分かもしれない。

「アマリネ……」

　──過去を明かせば。

　アマリネだけが覚えている過去を明かせば、足を止めてくれるだろうか。秘めた幼名を、二人だけの呼び名を示せば、優しい彼を、引きとめることは出来るだろうか。

　そうしろと叫さけぶ自分がいた。ススハラも言ったではないか。自分は彼のために多くのものを捧ささげてきたのだから、これくらいの要求なら通したって──

「俺にとっての」

　声が聞こえた。クロトの声だった。

　彼女を気き遣づかうような、優しげな、だけれど何の揺ゆらぎもない声だった。

「俺にとっての、──俺が受け継ついだものにとっての幸福が、その先にあるからだ」

　声が伝えてくる。分かってしまう。そんなものでは止められないと。ただ、彼の重荷を、苦痛を大きくするだけで──止まってはくれないのだと。

「……それなら、私は置いていって下さい。絶望から抜ぬけ出せた奇跡を投げ捨てて、その世界にもう一度挑いどもうとする。君の戦いについていけるほど、私は強くない」

　緩かん慢まんな動きで、ゆっくりと立ち上がり、背を向ける。彼は黙だまって見送るのだろうと思った。彼女を振り落として、途方もなく眩まぶしく、果てしない目標に向かうのだろう。

　崩くずれ落ちそうになる全身の脱だつ力りよく感を堪えて。そのまま離はなれようとして、

　──数歩もせずに、肩かたを、強い力で摑つかまれた。

「っ!?」

「そんなわけが」

　思いもしなかった。両肩を摑まれ、強ごう引いんに振り向かされた。目の前の少年の顔は、見るだけで泣きたくなるほど辛つらそうで、だけど、どこか怒おこっているかのようでもあった。

「そんなわけが、ないだろ……！」
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　──そんなわけがない。そんなことが、あるわけがない。

　クロトは、怒いかりにも近い焦しよう燥そうのまま、引きとめてしまったアマリネを見つめた。

　彼女は、驚おどろいたような、ひどく傷ついたような顔をしていた。

　ここまで追い詰つめてしまったのは、間ま違ちがいなく自分のせいだ。当然だ、恩を仇あだで返すようなものだ。彼女は、獣騎兵を守るために協力してくれていたのに。

「……分かってたさ。俺の目的は、どこかでアンタの望まない方向に行く。本当は、そこからはアマリネの助けなしでやっていかなきゃいけない。……分かってて、だけど、いくら考えたところで、どうしようもなかった」

　どうすればいいのか考えたが、交こう渉しようや駆かけ引きでアマリネに敵かなうわけがない。クロトが出来るのは、ただ、想おもいの丈たけをぶつけることだけだ。

「転身詠えい唱しようとか、本国との交渉とか、魔法の知識とか、そういうのじゃない。……アンタは強いに決まってるだろ。俺がどれだけ助けてもらったと思ってるんだ！」

　この三カ月だけでも、彼女が戦争の裏でどれだけ便べん宜ぎを図はかってくれていたのかを思い知らされた。獣騎兵ではなく、罪人でも孤こ児じでもない彼女が、当然のように。

　そういう人間がいること自体が、あの絶望的な戦場の、数少ない希望だった。彼女がいなければ、クロトはどこかの段階で国軍に逆らうか、獣けものに堕おちていただろう。

「俺は、ずっと、──アマリネに護まもられてた」

　クロトの方が少し背は高い。そのまま、彼女の肩に縋りつくように頭を下げて目を閉じる。

「その上で、頼む。──アンタの願いには反するだろう。しなくて良い苦労も、出さずに済んだ被ひ害がいも出るかもしれない。返せるものがあればいいけど、俺が出来ることなんてたかが知れてる」

　彼女にとって、得なんて何もない。それでも。

「それでも──アマリネが必要なんだ。これからも、俺を護ってくれ」

　……言い終える。

　言い終えて、そして、その身勝手さに愕がく然ぜんとする。本ほん音ねとはいえ、我ながらあまりにひどい。こんな要求をして受け入れる相手がいるわけがない。この三カ月で彼女のやり方を少しでも学ぶべきだったのに、何を開き直っているのか──そこまで思った頃ころに。

　両りよう頰ほおを、柔やわらかい手に挟はさまれた。

「動かないで。……なんですか、それは」

　言葉が降ってくる。容よう赦しやのない、冷え切った言葉だった。

「要するに、良いように使いたいってことですか」

「ぐ」

「そうですよね。これだけ手伝ってきたのに、もっと使い倒たおしたいってことですよね」

「うぐ」

　浴びせられる言葉はもう潤うるんではおらず、加護オーラも竜りゆう鱗りんも貫つらぬく鋭するどい刃やいばのようだ。

「ご、うぐ……その、返せるものがあれば、善処する……」

「『善処する』は、やる気のない時に使う言葉です」

「え。そ、そうなのか。アマリネ、よく使ってなかったか。本ほん陣じんと話す時に」

「やる気のない時に使ってました。……はー。なんかなー。なんだかなー。細かいことを気にしていたのが、馬ば鹿かみたい」

「ア、アマリネ……？」

　かつて聞いたこともない、投げやりな口調だった。ぐい、と無理矢理顔を上げさせられる。やはり駄目だったかと、クロトは恐る恐る眼を開ける。

「……仕方ありませんね」

　そこには、困ったような顔で、目め尻じりを下げて優しく笑うアマリネがいた。

　啞あ然ぜんとする。ぐにぐにと、頰を揉もまれる。つねられ、引っ張られる。敵意は感じないのだが、言い知れぬ気き恥はずかしさを覚える。

「い、良いのか」

「だって、そこまで言われて断ったら、私が悪いみたいじゃないですか」

　クロトから手を離すと、小さな歩ほ幅はばで数歩下がって、手を差し出す。

「私は君を導けないけれど──それでも、君が求めるのなら、この《塞さい城じよう》が君を護りましょう。それで、いいですか？」

「……ああ。ありがとう……！」

　華きや奢しやなその手を傷つけないように。それでも、これまでの感謝と信しん頼らいが精せい一いつ杯ぱい伝わるように、強く握にぎり返す。

「…………おおう。マジかよ」

　少し離れた位置で様子を窺うかがっていたススハラが、口を挟んできた。こういう時に空気を読むやつである。アマリネが、何な故ぜか申し訳なさそうにそちらに顔を向ける。

「ススハラくん。……すみません。色々と、気を遣ってもらって」

「いや、まあ、アマリネちゃんがそれで良いなら、良いけどよ……」

「ん、何の話だ？」

「お前にゃ関係ねえ話だよ。……それより、どうすんだ。状じよう況きようは好転してねーぜ」

　クゥランから聞いた内容を思い出し、気が重くなる。アマリネの言った通りだ。状況ははっきりしたが、敵はあまりに大きく、まだ何も道筋は見えていない。

「……ひとまず、屋や敷しきに戻りましょう。着き替がえたいですし、もし沈しずんだ時に備えて、一階の資料も上げておきたいので」

「資料？」

「ススハラくんには見せたことがありましたね。本国から監かん査さが来たら提出する予定の……亡くなった獣じゆう騎き兵へいのプロフィール。因子や魔ま力りよく光こう相そうなどの記録です」

「そんなものまで取ってたのか。…………待て」

　不意に、その可能性に思い至る。

　今まで聞いた魔法のことと照らし合わせる。それが可能か？　不可能か？　それで何が確かめられるか？　逸はやる気を抑おさえて、声を荒あららげないよう慎しん重ちように。気がつけばアマリネの手を両手で握ってしまっていたが、些さ細さいなことだろう。

「え？　ど、どうしたんですか、クロトくん」

「アマリネ。本当に、あんたは女神か何かか……！」

「は、はい!?」

　驚き、顔を赤くするアマリネに、クロトは口を開く。

「伝令鳥を出したい相手がいる。──遺のこっている、獣騎兵の資料を見せてくれ」
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『どいたどいた！　撥はね飛ばされるよ！　それとも魚の下した敷じきにされたいかい！』

『ううん、エンジンの調子がどうにも悪いねえ。買い替かえ時かね』

『明日はまず晴れだ。天気予報でも同じだったかい？』




　騒さわがしい声。塩しお辛からい空気。嗅かいだことのない、生なま臭ぐさい香かおり。

　柔らかい感かん触しよくを頭部に感じ、ロアは、ゆっくりと目を覚ました。

「んぅ……ネイルぅ。クゥラン。どこー」

　寝ね返がえりを打とうとするが、全身がひどくだるく、動く気力がない。まあいいか、と思ってそのままもう一度寝ねようとする。

「……。……。…………。…………。…………──じゃ、ないっ！　～～痛っ！」

『ひゃっ！』

　がばりと、ロアは身を起こした。

　すぐさま、気を失う直前を思い返リプレイしつつ周囲を見回す。

　海岸線に置かれたベンチの上にロアは寝ていた。沖おきが暗緑色に染まった海。積み上がった消波ブロック。メフィエラの港町のようだが、崖がけに沿って階段状に作られた町には、奇き怪かいな空中を走る運河が行き交っている。

「……ヴィクトリアが言っていた、隔かく絶ぜつ結界」

　理由は分からないが、そういうことらしい。あの機械海かい竜りゆうの中がここに通じていたのか。波打ち際ぎわには、彼女が入っていたカプセルベッドの残ざん骸がいらしきものがある。

『ああ、びっくりした。目が、覚めたのだわ？』

　不意に、すぐ後ろから呼びかけられる。そして初めて、ロアは海岸線のベンチで、誰だれかに介かい抱ほうされていたのだと気が付いた。

『こんにちは。……メフィエラの兵士ね。こんな小さな子もいたなんて』

　片側に寄せて縛しばられた緑髪がみ。ドレスと鎧よろいの間のような、妙みようだが綺き麗れいな衣装。

　整った外見の少女だ。ロアが最高傑けつ作さくの彫ちよう像ぞうとするなら、天然物のエメラルドのような、自然な美しさ。ただ、その両眼には、泣き腫はらしたような跡あとがあった。

「小さな子じゃないわ。わたしはロア。助けてくれてありがとう。あなたは？」

　外そと面づらを作るのも忘れて、ロアはお礼を言う。小さな子扱あつかいされたのが気に入らなかった。少し年下なだけだ。相手は、クロトと同じくらいだろうか。

『そう。ロアさんというのね。私は、……私は、誰なのかしら』

　少女は、そう答えて俯うつむいた。自じ嘲ちよう的な響ひびきだった。

　かつて隔絶結界のゴースト達が使っていた、脳のう裏りに直接、意味が伝わる言葉だ。気付いてみれば、確かに緑髪の少女の手足は薄うすれている。しかし、言葉のやり取りはしっかりしているし、言動がループする気配もない。

『分からないの。……前は、メフィエラ兵なんて、みんな敵だったのに。だけれど、この町はかつて、本当にあった町で、幸せで……だけど、ムゥは……』

「ちょ、ちょっと、どうしたの？」

　少女は端たん整せいな顔を歪ゆがませて、顔を押さえる。

『……ち、違うの。きっと、私が悪かったんだわ』

「？」

『生まれたときから、ずっと一いつ緒しよだったの。……私みたいに小さい頃からムゥと会話できるのはとっても珍めずらしいって父から聞いていたから、用がない時も呼び出して、たくさんたくさん、どうだっていいことを話して。子供の悩なやみとか、一緒に遊んだりとか、くだらないことに付き合ってもらって──彼は、偉い大だいな精せい霊れいだったのに……』

　両手で顔を覆おおう。

『愛想をつかされて当然なのだわ。だけど……どうして、戦争を再開させるなんて』

「………」

『ごめんなさい……クロト。謝りたいのに……私は、ずっと、何も考えてなくて……』

「あなた……もしかして、リュシエール？」

『！　どこかで、お会いしたかしら……？』

　クゥランから聞いた特とく徴ちようと一いつ致ちする。かつて獣騎兵が出来る前、ジグローゼス最強の個人戦力にして、死したはずの英えい雄ゆう。だが何故、彼女が隔絶結界のゴーストとしてここにいるのか。少女の呟つぶやきは断片的で、不明点は山ほどあったが──何よりも。

「……大切な人に、裏切られたの？」

『！　ち、違ちがうかしら。きっと……私が駄だ目めだったの。呆あきれられて』

「わたしは起きた現象を聞いているの。あなたが大切にしていた相手が、今は、あなたの意思に沿わない行動をしているんでしょう」

『……う、うん』

「それなら、どうして、こんなところで泣いているの？」

　声に剣けん吞のんな響きが混じる。クゥランからの伝でん聞ぶんによる期待も入っていたが、シンプルな理由で、ロアは彼女のことが早々と嫌きらいになりかけていた。

　つまり──溢あふれんばかりのスペックを、無む駄だにする人間である。

「悲しむ前に、怒おこりなさいよ。それで、次にやるべきは、やり返すことでしょ」

『や、やり返す……？』

「意い趣しゆ返がえし。仕返し。おとしまえ！　──話すにしても許すにしてももう一度従えるにしても、まずは一回ぶつかってからでしょ！」

　勢いのまま振ふった手がベンチの背もたれに当たった。びくぅと身を竦すくませるリュシエール。ロアも狙ねらったわけではなく、痺しびれた片手を胸むな元もとに引き寄せてうずくまる。

「……痛いったい……」

『だ、大だい丈じよう夫ぶかしら？　手を出して、手当するのだわ』

　屈かがみこんだロアの前にリュシエールが膝ひざをつき、手をかざす。ぱあ、と蒼あおとも翠みどりともつかない色をした光が輝かがやき、痛みが引いていく。ロアはとても驚おどろいた。

『ごめんなさいね。本当だったら、もっとすぐに治せるのだけど、私の力の再演体が、外にいるから……ここにいる私は、ほんの残ざん滓しの、意思の部分だけなのだわ』

「なんというか、すごく魔ま法ほうらしい魔法ね……」

　過去の再現とか、異空間とか、魔ま獣じゆう変身とか、極きよく端たんなものしか見たことがなかった。

『……やり返すって言っても……状況は何一つ分からないでしょう。どうやってここから出るのかも、外がどうなっているのかも。知ってるかしら？』

「う」

　確かにその通りだった。虹にじ嵐あらしの時のノウハウは役に立ちそうにない。もっと詳くわしくヴィクトリア達から聞いておけばよかったが、そこまでの時間はなかった。

『……え？』

　不意にリュシエールが、空を見上げた。ロアもそれを追う。

　ぱさぱさと、空を飛ぶ鳥がいた。毛玉の塊かたまりのような可愛い小鳥だ。その飛行は不安定で心もとない。よく見れば、ふわふわだっただろう羽根はボロボロに抜ぬけ落ちていて、なんというか、運良くギリギリ辿たどりついたというような、満まん身しん創そう痍いの様子だった。

『伝令鳥……』

「伝……なに？」

『連れん絡らく用の魔法なのだわ。定められた魔力光相を目指して飛んでくる──私宛あて？　違う。私の再演体は外にいる。ここに届くわけがない。誰に……』

　不意に、胸に熱いものを感じて、ロアは胸元に手を差し込み、あるものを取り出す。

『え。あなた、それ……！』

　クロトから貰もらった《大颶鳥アルゲンタヴイス》の核かく石せきが、強い輝きを放っていた。

　小鳥の動きが変わった、まるでぶつかるように、真まっ直すぐに降りてくる。ロアが核石を収めたペンダントを掲かかげると、小鳥はそれに着地し、嘴くちばしを開いた。




『──ロア。そこにいるか、ロア』




「クロト！」『クロト？』

　二人の声が同時に響き、互たがいに顔を見合わせる。二人の反応を意に介かいさず鳥は喋しやべる。早朝に甲かん高だかく囀さえずりそうな小鳥から、少年の声がするのが妙な感覚だった。

『これが届いたってことは、少なくとも、お前は生きているってことだ。まずは、その悪運の強さにおめでとうと言っておく。──相変わらずだなお前。眼を離はなすとすぐ死にかけるの、直した方が良いぞ』

「は──はあー!?　何よ！　余計なお世話！　クロト、あなたねえ……！」

　三カ月ぶりに聞く少年の声に、目頭が熱くなりながらも、ロアは上ずった声で言い募つのる。だが、続いて気付く。小鳥は、ロアの言葉に対して反応する様子がない。

『これは吹ふき込こみだ。相そう互ご会話式の伝令鳥は魔ま力りよく消費が多くて、到とう達たつ能力も低くなるらしい。だから、今回はこういう形での連絡にした。お前が、俺が渡わたしたイーシャの──《大颶鳥アルゲンタヴイス》の核石を手放してないことを願う』

「べ、……別に、好きでつけてたわけじゃ、」

『お前がどこにいるかは分からないが、少なくともシステムエメスの中のはずだ。こちらの状じよう況きようを伝える。推測も交じってるが、好きに取しゆ捨しや選せん択たくしろ』

　小鳥が話した内容は、次のようなものだ。

　──ロアとクロトの共きよう闘とうによって破は壊かいした、『完全なる世界の楔くさび』。

　完全に破壊したと思われたそれが、復活しようとしている。その内側の隔絶結界を通してジグローゼスとメフィエラの二国を行き来しながら、再生に必要なエネルギーと素材を求めて動いていた。

　その中心になっているのは、かつて戦場で死に、隔絶結界の術者として取り込まれたジグローゼス最強の魔ま導どう師し──リュシエールと、その守護精霊たる海嘯竜バハムートである。

『水属性最強の魔導師だ。ＡＳ機関の理論純じゆん水すい槽そうとやらを介して機械兵を操あやつり、素材を集め続けていた。これに関してはお前の推測で正しいと思う』
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「……どうなの」

『たぶん間違ってないのだわ。……もちろん、戦場にいた頃ころは、機械兵を操るなんてこと出来なかったけれど。そんなこと出来たら苦労しなかったわ……』

『あっちの誤算としては、楔の残骸本体がまた破壊され、使命を忘れたリュシエールの再演体が外にほっぽり出されてたことだろう。もっとも、今は海嘯竜支配下でこっちを狙って睨にらんでる。戦力的な差異は変わらない』

「……何してるの。ていうかあなた、外にもいるの？　ドッペルゲンガー？」

『ごめんなさいなのだわ』

　そして、現在。

　再構築された新生『楔』──魔獣型機械兵、バハムート／システムエメスがクロト達の前にいる。既すでに国境魔法は再構築されつつあり、一刻の猶ゆう予よもない。

『クゥランから聞いたメフィエラ時刻で、──までに動け。そっちの動きがなければ俺は単たん騎きでやる。こっちの目的は、海嘯竜を落とし、世界をもう一度鎖とざして、可能ならリュシエールを解放することだ』

『え』

　隣となりでリュシエールが目を丸くする。別に驚くようなことではない。そこで安易に見捨てるような選択をするのは、ロアのライバルではない。

『それで、ロア。お前に頼たのみたいことだが──好きにしろ』

「！」

『まあ当然だな。こっちは、これが繫つながる前提で作戦を立てるわけにはいかない。俺の話を聞いて、やるべきことを勝手にやれ。用件は以上だ。お互い、幸運を』

　それだけ言って、小鳥は黙だまり込んだ。ロアは口の端はしを吊つり上げる。

「ふふ。……相変わらずじゃない！　クロ、」

『──なあ、これでいいんだよな、アマリネ』

　止まったと思った小鳥が、また顔を上げて喋りはじめた。

『つか前から思ってたんだが、なんで俺の伝令鳥こんなフワッフワなんだよ。もっとこうタカとかハヤブサとかそういう感じにしたいんだが。初心者だから仕方ないって、いや本当か？　おいススハラこっち見て言えよお前──』

　ぷつり。今度こそ言葉は途と切ぎれ、小鳥は魔力を使い果たしてぱらりと霧む散さんした。後には僅わずかな光の羽根が残り、やがて空気中に溶とける。

「……ふふ、相変わらずじゃない、クロト！」

『あ、一から言い直すのかしら……』

　体調だって万ばん全ぜんじゃない。安静が必要だと言ったクゥランの言葉も本当なのだろう。だけど、元気が出た。忘れないように、きちんと録音しておかなきゃ。

「リュシエール！　協力してもらうわよ。海嘯竜にひと泡あわ吹ふかせるの！」

　立ち上がったロアを見て、リュシエールは眩まぶしそうに目を細めた。

『……クロトの言ってた子は、あなたなのね』

「え？」

『ううん。なんでもないわ。大丈夫、協力するのかしら。……私の知っていることを話したいけれど、猶予ってどのくらいあるのかしら』

「ん。それもそうね。ちょっと待って」

　ロアは集中する。彼女の体内時計は衛星時計並みに正確だ。失神だろうが睡すい眠みんだろうが、喰くわれた時からどれだけ時間が過ぎているかくらい把は握あくできる──

　──ずぅん、と。隔かく絶ぜつ結界が、大きく揺ゆれた。建物や地面を含ふくめた周囲の景色が明めい滅めつし、リュシエールの輪りん郭かくもブレる。

「！」『！』

　ロアは空を見上げた。顔を蒼あお褪ざめさせる。あの鳥は、相当にここをさまよったのだろう。そしてロアは、想像以上に長い時間、眠ねむっていた。

「もう過ぎてる。──戦いが、始まってる……！」
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　──自分が、どうしてその家に憑ついたのか、もう覚えてはいない。

　数百年、下手へたをすれば千年以上前の自分が行った判断だ。不老不死とも思われる身とはいえ、世界がそうであるように精せい霊れいとて新しん陳ちん代たい謝しやが皆かい無むではない。特に精霊になってからの遠い過去の記き憶おくは、おぼろげで曖あい昧まいなものだ。

　確かなのは、彼は自然のあるべき姿を維い持じする存在であり──人に憑ひよう依いし、その成長性のみを奪うばい取って自らの力を高めるシステムであるということだ。

「ばはむーと、様ですか？」

　彼女が、何人目の憑依者だったかは覚えていない。槍やりにしがみつくような、小さな幼児が眼前にいた。恐おそるべき才能ではあるが、それも人間にしてみればの話だ。

『　勧かん告こくする　──新たな憑依者よ　我が求める条件は　限界を超こえることだ　』

「げんかい？」

　年ねん齢れいなど関係ない。憑依者が現れるたびに繰くり返してきた言葉を伝える。

『　窮きゆう地ちの中で　絶死の戦場の果てで　以前の己を超えたと判断した時にのみ　我は力を貸かし与あたえる　』

　それが、彼がただ一つ保有するルールだった。

　二度目に五年掛かかったものもいる。二十年掛かり、既に死の間ま際ぎわだったものも。王おう侯こうに見栄を張るため呼び出した愚おろか者は、その場で彼の海の一部と化した。

『　成長それなしに我を呼ぶは　すなわち貴様の最さい期ごである　力の還かん元げんを出来ぬ憑依者に　我を扱あつかう　資格はない　』

　そうして、その日の彼は姿を消した。

　……二度目に呼び出されたのは、翌日だった。

『　……　勧告する　愚かな憑依者よ　』

　生前の彼の、牙きば一本にも満たない体たい軀くの少女を見下ろす。

『　理解が足りなんだか　何かの誤りか　殺すのも下らぬ　もう二度と──　』

「きいて、きいてください、ばはむーと様！」

　身みの丈たけの二倍近い斧槍ハルバードを抱かかえ、少女は爪つま先さき立だちになった。歴代最高の才能を持った精霊憑きの少女は、精霊の出した条件に対し、満面の笑みを浮うかべた。

「──シエラね、背が、ちょっとだけのびたのだわ！」







〈　……　……　〉

　まどろみから、彼は目を覚ました。

　地表の全ては海と化し。散らした彼の小分体が、その中を悠ゆう々ゆうと泳ぐ。

　世界接続魔法の再構築まで、残り十時間。何一つ問題はなかった。『境界』の魔力理念を持つ彼は、この役目に、他のどの守護者よりも適していた。

　だからこそ、彼の隔絶結界は、あの決戦の中で真っ先に切り離されたのだろう。

　大いなる古代の精霊と、その憑依者である最高の魔導師は、世界接続魔法の復旧も、それを維持する要よう塞さいの構築も容易である。

〈　……　愚かな　ヒトが　〉

　目が覚めた理由は分かっていた。カメラアイと化した瞳ひとみの遥はるか先で、生前を思い起こさせる禍まが々まがしき魔力を纏まとう、大いなる──愚かな混ざりものが、再演体と戦っている。

〈　無む駄だな　足あ搔がきを　……　〉

　世界に課された義務を振ふり切って。邪じや悪あくなる機械要塞に身を捧ささげ。

　堕おちた精霊は、ただ祈いのる。




〈　シエラ　君に　──　〉








６話　竜りゆうの威い光こうは戦せん禍かに満ちる
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『遥はるかな大海に、七つ重ねて私は願う。其そは弓となり矢となりて、我に仇かたき穿うがつ力を』

　リュシエールの背後に生まれた七個の水すい塊かいが、一いつ瞬しゆんで射出されクロトを襲おそう。

　その速度はもはや水すい弾だんというより水のレーザーだ。クロトは紙一ひと重えで回かい避ひするが、貫かん通つうした場所は一瞬真空状態になり、その暴風が翼つばさを乱してくる。

「クッ…………ソ！」

『ホラホラ次来るぞクロト七時方向上空！』

　耳元でススハラの霧きりが口うるさく叫さけぶ。

『柔らかな泉に私は願う。其は綱つなとなり布となり、我に歩み挫くじく力を』

　通り過ぎた水弾が姿を変え、投と網あみのように広がってクロトを覆おおい尽つくそうとする。水すい滴てきになってもこちらの動きを妨ぼう害がいしてくる筋金入りの妨害魔ま法ほうだ。

　錐きり揉もみ状に回転し、薄うすく拡ひろげた巨きよ大だいな加護オーラの鉤かぎ爪づめで薙なぎ払はらう。だが、そうしている間にもリュシエールは次の詠えい唱しようを進めている。

『祈りに還かえす。──巡めぐる大海よ、巻き上がる滝たきは我が仇を──』

　戦せん闘とうを始めて半時ほど経たっても、クロトは未いまだ海嘯竜バハムートまでの距きよ離りの、十分の一ほども詰つめられていない。

『いいか！　精せい霊れい魔法九十九景は、属性六種、範はん囲い四種、用よう途と四種で組み合わせ九十六種＋追加三種で構成された自然表出術式だ！　アイツの属性は水で確定だから十六種まで絞しぼられる！　詠唱をよく聞け、種類が分かるから！』

「全然絞られてねえよ！　あと追加の三つはなんなんだよ！　気になるだろ！」

『後にしろアホォ！』

　竜りゆう翼よく、竜りゆう鱗りん、鉤爪に尾お。限界まで限定転身した状態で、更さらに術式看破に長たけたススハラの霧を借りている。リュシエールはこちらを海嘯竜に近づけないよう、専守防衛に徹てつしていて──それでも、圧あつ倒とうされている。

　木々の間を縫ぬうように低空を飛行する。並行してリュシエールが横を駆かける。海状化された地面を、木々を、中空に留とどまる水塊を跳はねるたび波は紋もんが走る。芸術品のような美しい戦闘機動だが見み蕩とれている暇ひまはなかった。瞬またたく間まにこちらに接敵したリュシエールが、その神しん槍そうを振ふり上げる。

「ハッ！　来たな、──」

　迎げい撃げきしようとした瞬間、竜の直感が告げた。──あれに触ふれてはならない。

　クロトは、形なり振ふり構かまわず加護を消した。空気抵てい抗こうをもろに受けて失速し、木々に激げき突とつし──代わりにリュシエールも目測を誤った。視界のかなり先で、槍を空から振ぶりする。

　そして。神槍を振り下ろされた大岩が、跡あと形かたもなく飛び散った。

「いっ……!?」『ゲェ!?』

　万ばん物ぶつを切り裂さく──違ちがう。あの槍は、触れた瞬間にそれを『海』と化す。

　硬こう度ども何も無視して、ただの水の塊かたまりのように飛散させてしまうのだ。真しん姿しクラスの魔力で防がない限り、クロトですら触れた瞬間に同じ運命を辿たどるだろうことが分かった。

「名前のない荒野ノートフイールド、史上最強の魔ま導どう師し……！」

『いや、つーかコイツこれでどーやってメフィエラに負けたんだよ!?　負ける要素微み塵じんもねーじゃねーかよォ！』

　生身で激突したダメージに咳せき込みながら、クロトは逆方向に飛ひ翔しようする。リュシエールの続けざまの魔法を、回避し、回避し、更に回避する。あちらが防衛に徹しているように、クロトもまた、リュシエールを相手にする必要はないのだ。

『──大いなる大海。湖こ沼しよう。湧ゆう泉せんに、十七個重ねて私は願う───』

「あの野や郎ろう、またでかいの、……ごぼッ!?」

　魔力の上じよう昇しように警けい戒かいした瞬間、クロトを巨大な水塊が吞のみ込んだ。小さな砦とりでにも匹ひつ敵てきする大きさの水塊が、何の詠唱もなく中空に生み出された。ススハラが絶句する。

『……詠唱しながら、無詠唱魔法を並行して不意打ちしてきやがった……!?　だが、代わりに用途が付ふ与よされてねえ！　ただの大量の水だ！　脱だつ出しゆつしろクロト！』

　ススハラの伝心が響ひびく。だが、リュシエールの狙ねらいは別にあった。水塊が接する地面からにわかに無数の魚ぎよ影えいが浮かび、──数匹ひきの精霊分体が、大口を開けて昇のぼってきた。

『其は剣つるぎとなり牙となり、弓となり矢となり、綱となり布となり──』

　水塊の外では、リュシエールが大魔法の詠唱を行っている。分体とはいえ、水中で海竜は振り切れない。抜ぬけ出したところで、必殺の基き礎そ魔法が待っている。

『ゲェーッ！　クロト！　とにかく何とかどうにかして逃にげろ！』

「いや。──これでいい」

　人一人を吞み込むには十分な海竜が、クロトを一吞みにし──

「限定真姿──覇は刃じん」

　肉の潰つぶれる生々しい音と共に。海竜の頭部が消失した。

　ほんの一瞬のみ顕あらわれた黒竜の頭部が、海竜達を逆に喰くい返したのだ。

　半分以下になった海竜の身体からだは、やがて構成していた魔力ごと霧む散さんし──そしてクロトの下もとに収束していく。

「俺の生態を、忘れたわけじゃねえだろうな」

　これまで、クロトの相手は魔力を持たない機械兵ばかりだった。今回は違う。

　生身に戻もどったクロトは、片かた腕うでを真上に伸のばす。その手の先に超ちよう高密度の加護が集まる。水塊の外で、リュシエールが仮面の下の表情を強こわ張ばらせたのを見た。

「篝かかげろ、屍喰竜ニーズヘツグッ！」

　尖せん峰ぽうにも似た屍喰竜の尾が、莫ばく大だい量の水塊を両断して空へと舞まい上がり。

「墜つい刃じんッ！」

　振り下ろされる。それは純然たる破は壊かい現象そのもの。名前のない荒野ノートフイールドにおいて頂天の座をほしいままにした竜の、最強の斬撃。空も海も大地も、一切関係なく両断する災害の具現を前にして、──リュシエールは、静かに槍やりを構えた。

　世界が、震ふるえた。

「────ッ！」

　クロトは、背筋を貫つらぬく寒さむ気けと、胸の裡うちを震わせる熱を、同時に感じた。

『──グ、……ッ！』

　受け止めている。紺こん碧ぺきの魔力を収束させ、神槍は海状化の侵しん蝕しよくすら仕し掛かけようとしている。同心円状の魔力波が絶え間なく周囲に発される。音でもない。衝しよう撃げきでもない。響く揺ゆれは、かつてと今の、戦場の最強を担になった者同士の存在の衝しよう突とつだった。

「ガ、ァ、ァァアアアアアアアアアッ！」

　クロトは吼ほえた。魔力密度は互ご角かく。それを速度と質量差で強ごう引いんに押し切った。

　リュシエールは手首を捻ひねり、尾の軌き跡せきを僅わずかにずらす。彼女のすぐ隣となりの大地が真っ二つに断ち割られ、大だい爆ばく発はつを起こす。彼女がそれに吞まれ、吹ふっ飛ばされる。

「ススハラッ、足止め頼たのむぞ！」

『今の見てそれ言うのかよあんま期待すんなよォ！　行って来いクロト！』

　リュシエールを置いて飛翔する。単純な移動速度ならクロトが上だ。分体の魔力を喰らったことで、二度の限定真姿を行っても魔力にはまだ余よ裕ゆうがある。

『　勧かん告こくする　』

　不意に、伝心が届いた。感情の読めない、超ちよう越えつ者の声だった。まだ距離は三分の一ほどしか近づいていない。

『　下がれ　貴様を喰らうは　本意ではない　』

『何だ？　お優しいことだな。ヒトの生き死にを、精霊サマが気にするのか』

『　貴様は　ジグローゼスの主戦力　命を散らすならば　愚おろかな戦いくさで散らせ　』

　その物言いに、僅かな違い和わ感かんを覚えた。オルデインを前にした時のような──こちらを挑ちよう発はつするかのような感覚。そんな悪意を、精霊が持ちうるのか？

　だが、考える余裕はなかった。それだけは、聞き流せない言葉だった。

『──俺達を前に』

　クロトの全身を、再び、高密度の加護が覆う。

『戦争の再開だとか、軽々しく口にしてんじゃねえぞ、──この、雑魚ざこが！』

　三度目の限定真姿。大いなる竜の咆ほう哮こうを、彼かな方たの海竜に向けて撃うとうとし、

『　勧告する　』『クロト、やべえ、避よけろォッ！』

　ススハラの伝心が響いた。

　──クロトの身体を、真下からの閃せん光こうが貫いた。

「ガッ…………!?」

　顕れようとした加護の竜りゆう頭とうが、ばしゃりと飛沫のごとく散らされる。

　真姿の加護を四散させ。無敵の竜鱗を貫いて。神槍が、クロトを串くし刺ざしにしていた。

　クロトは血を吐はきながら、下を見た。そこには、置き去りにしたはずのリュシエールが、斧槍ハルバードを投げ放った体勢で佇たたずんでいた。

『　ここは我が領域　我が海面　水平線上のどこにでも　シエラは存在できる　』

「ぐ、ぁ…………」

　槍を中心に、小さな水滴が渦うずを巻く。クロトの流した血を巻き込んで、更に広がる。それは数巡じゆんの間に──紺碧に輝かがやく巨大な魔ま法ほう陣じんを、空中に生成する。

『　塵ちりと消えよ　愚かで　哀あわれな　混ざりものよ　』

　神槍が輝く。

　海状化した森の、八割近くを吞み込むような大渦が、クロトを天へと巻き上げた。
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「おかしいわ」

　外からの衝撃に震える隔かく絶ぜつ結界の中で、ロアは首を傾かしげていた。急いではいるものの、それは思考を脱出のみに費やすことを意味しない。出口を探しながらも、ロアは聞き取った内容に違和感を覚えていた。

『な、何がおかしいの？　それと、どこに向かっているのか聞いていいかしら……』

　傍かたわらにはリュシエールの再演体──当人曰いわく、意思のみの。

「あなた、戦場で死ぬ寸前、『生きたいか』って契けい約やくを持ちかけられたのよね」

『え、ええ……』

　斜ななめの道を、ふらつきながら歩く。消しよう耗もうのせいもあるが、それ以上に、この町が、全体的に傾かたむいているのだ。隔絶結界全体が、まるで、網あみに重しを落としたかのように緩ゆるやかな歪ゆがみを描えがいている。その中心に何があるのか、ロアはすでに感知している。彼女は歪みの中心に向かい、海岸線を真まっ直すぐ歩いていく。

「それは守護者として楔くさびに縛しばられる契約で。あなたはそれを断った記き憶おくがある。そして海嘯竜バハムートは言った。『契約したのは自分だ』って」

　考える。魔法は科学では解き明かせない。だが、論理がないわけではない。

「海嘯竜は、何を願ったの？」

『！』

　指し摘てきされ、リュシエールは息を吞む。

『でも、それは……私と同じじゃ──』「精霊って死ぬのを怖こわがるの？　仮に自分の存続を願ったとしても、それなら今度は再演体あなたがいることがおかしいわ」

『えっ？　それは結界の管理者として──』「海嘯竜がやればいいじゃない。それか、力だけの再演体だって作れるんでしょう？　意思あなたは要いらないでしょ」

『……こ、怖い！　この子、怖いのだわ……！』

　反論や推測を恐おそろしい勢いで潰され、リュシエールが軽く涙なみだ目めになる。

「──『どんな種類のどんな魔法にも、必ず欠かせないものがある』」

　ロアはかつて、マートレットが語った言葉を、繰くり返す。

「それは、術者の意図。願いを持って世界を捻ねじ曲げるのが魔法なんだから、どんな魔法にも込められた願いがある。人か人外か、生命かそれ以外かは分からないけど、何かの意図なき魔法は存在しない。……わたしの知識、間違ってる？」

　リュシエールを振ふり返ると、彼女は茫ぼう然ぜんとした様子で、ぶんぶんと首を横に振った。

『端たん的てきで……熟練するほど忘れがちな、大原則なのだわ。誰だれから習ったの？』

「わたしを育ててくれた人。メフィエラからジグローゼスに行って、また戻ってきた人」

『……えええ!?』

「今はもう──いえ、今もどこかで生きてるわ。探す暇は、まだないけど」

　かつて、セルドリックがロアの自我に気付いた時のことだ。

　彼は確かに口走った──『あの魔女め』『やはり確実に始末しておくべきだった』と。

　タイミング的にクゥランのことではないだろう。それに、ロアに数々の置き土産みやげを残し、メフィエラにいながら魔法を修めていたと思われるマートレットが易々と死ぬわけがない。

　状じよう況きよう証しよう拠こばかりの、希望的観測だ。それでもロアは彼女の生存を信じていたし、何より生きていてほしかった。自分の為ためにも、……彼の為にも。

「それはともかくとして……けほっ」

　額を押さえて、軽く咳き込む。また、発作が近くなっている。無理を重ねている。帰ったらクゥランの検査を受けてお風ふ呂ろに入りたい。そんな余裕があるかはともかく。

　そうして──足を止める。

『ここは……』

　隔絶結界の、歪みの中心。

　町の中心に位置する港に、鋼こう線せんの外がい套とうをなびかせる、銀の巨きよ体たいがあった。

　主あるじを待つ騎き士しにも似たそれは、自動防衛機能で張られたＡＳフィールドで海の水を弾はじき、隔絶結界を歪めている。リュシエールが目を丸くして驚おどろいた。

　レシュノルティア保修体プリザーブド。暴走前線基地がシステムエメスの構築のために搾さく取しゆされた時に巻き込まれた、メフィエラ最強の機体がそこに鎮ちん座ざしていた。

『……噓うそ。取り込んだ兵器は全て、システムエメスに使われるのに』

　驚く彼女の隣で、ロアは胸を張って歩いていく。

「当然でしょ。あっちのエネルギー源は、前線基地用のＡＳ機関。サイズだけ大きな二級三級のものをいくつ集めたって──わたしのレシュノルティアに及およぶわけがない」

『……これが、あなたの探していたもの？』

「半分よ。レシュノルティアは当然必要だけれど、……本命は、こっち」

　結界の中心。──リュシエールの槍が突つき刺ささっていたという、祭さい壇だん。

　ふらふらと、ロアはそれに歩み寄る。

「祭壇じゃないわ。……今までの話から考えて、ここしかない。隔絶結界の核かくは、いつだって、中心か、その上空かの二択たく……」

　祭壇の上面を擦こする。そこには僅かな隙すき間まと、取っ手が存在した。

　ロアの細ほそ腕うでで動くとも思えなかったが、持ち上げてみるとそれは想像以上に軽かった。隔絶結界全体が、外の戦せん闘とうで揺らぎ、構成が薄うすくなっているのかもしれない。

　がたりと、蓋が外れた。それはちょうど、人間一人が入るほどの大きさの。

『ぁ』

　リュシエールが、両手で口元を覆おおった。ロアは自分の推測が正しかったことを知った。

「やっぱりね。──海嘯竜の」『海嘯竜。お前の願いは』「──え？」

　その時だった。彼女らの下に、奇き妙みような声が降ってきた。
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　それは、第六基地のとある倉庫に安置されていた。

　生物の爪つめを、牙きばを、翼つばさを、脚あしを、胴どうを、頭部を象かたどる岩石。本来ならば支えもなく立つはずのない重量と形状だが、その屍喰竜ニーズヘツグの化石は直立を維い持じしている。

　ジグローゼスの誇ほこる、最強魔法の媒ばい介かい。六万五千年前から現代にまで残された神かみ代よの遺物。一度は本ほん陣じんまで運ばれたものの、その後また持ち帰ってきた。

「俺の状態について、話しておく」

　クロトは、その威い容ようを見上げながら、背後のススハラとアマリネに説明する。

　ロアへの伝令鳥を送った、その直後のことである。クゥラン達との再度の情報共有も終え、あとは『決戦』に備えるばかりの時。

「二人とも、話には聞いてるだろうが──俺は、最終決戦の日に、獣けもの堕おちしてる」

「……ああ。そりゃ、実際見たけどよ」

「確かに報告は受けましたが……でも、何かの誤りだったのだと」

「違ちがう。『完全なる世界の楔』を落とすために、俺は極きよく姿し解放をした。そして、想定していた通りに獣堕ちして、ロアの乗るレシュノルティアによって殺された」

　胸の中心を指し示す。今でも、そこには傷きず痕あとが残っている。

「フィードバックで死ぬはずだった俺は、リノンの核石に残った力で助けられた。ただ、その時に喰らった化石は全て抜ぬけて、最後の大虹にじ嵐あらしの虚こ空くうに全て消えていった。俺は、それで獣堕ちはキャンセルされたんだと思ってた」

「そりゃ、確かに都合のいい話だけどよ。実際、三カ月経たって何ともねーだろ？」

「そうでもない。少なくとも戦争中の接せつ触しよくで、ロアがジグローゼスの言葉を話したことはなかった。……祝福の顕けん現げん。感覚で分かるんだ──因子の全ては、もう俺の中にある」

　手のひらで化石に触ふれる。既すでに、主体はクロトの方にある。いつでも取り込めるだろう。……獣堕ちした獣じゆう騎き兵へいのように。彼らはヒトの身のままで、化石を完全に吸収し、魔ま獣じゆうの力を自在に振るえるようになる。

「……おいお前。まさか、また獣堕ちするって言うんじゃねーだろうな」

「そんなわけないだろ。……そんな顔しないでくれ、アマリネ。本当だから」

「本当ですか？　君はすぐ、大事なことを黙だまりますから」

　ぐうの音ねも出ない。表情を険しくしているアマリネに、クロトは首を振る。どちらにせよ無茶をすることにはなるのだ。海嘯竜バハムートと戦うには、確実に真姿の力が必要だ。

「一つ、思い付いたことがある。……屍喰竜ニーズヘツグの魔力理念。祝福について、だ」
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「──ご、───────」

　中にいるクロトには、その規模は摑つかめなかった。

　ただ、途と方ほうもなく巨きよ大だいで、膨ぼう大だいで、莫ばく大だいな力の奔ほん流りゆうに自分が巻き込まれていることだけは認識できた。ＡＳ機関を吸収した、戦場最強の精せい霊れい。身体からだを神槍に貫つらぬかれ。魔力と加護が尽つきた瞬しゆん間かんに、四し肢しが微み塵じんと化すような濁だく流りゆうの中心で──クロトは嗤わらった。

「それが、どうした」




「願いは、月白。生態作動、──《霧氷大君フリームスルス》！」




　天を衝つく水柱の中心に、白い輝きが混じった。

　全体からすれば、ほんの小さな塵のような輝きは、次の一瞬でクロトを囲む球状に広がり、更さらに次の一瞬で、──海流の、直径を満たした。

『　……！　』

　海嘯竜が、リュシエールがそれを見上げる。戦場を貫いた水みず柱ばしらが、そのまま凍とう結けつし、純白に輝かがやく氷の柱へと変わっていく──乗っ取られていく。

　凍結は止まらない。海流を凍こおらせ尽くした後は、そのまま地表を──海面と化していた地表を、森を、建物を瞬またたく間まに凍りつかせながら、無限に広がっていく。

「──氷河の種火ブライニクル。リューレイは、そう呼んでいた」

《霧氷大君フリームスルス》。神代にその名を轟とどろかせた氷の巨きよ人じんが有する異常生態。

　それは、言うならば燃え広がる氷。延焼する凍結。大君の氷ひよう霜そうは、枯かれ野に広がる野火のように周囲の『水分』に反応し、自動的に広がり続ける。

『　馬ば鹿かな　その生態　その因子　その獣けものは　既に　……！　』

「失われたはずって？　違う。知ってるだろ」

　屍喰竜の能力は、死者の捕ほ食しよくによる能力簒さん奪だつ。あの最終決戦の日にクロトは、喰らってきた全ての化石を失い、得ていた全ての能力を失った。──そう、勘かん違ちがいしていた。

「化石が全て抜けたとしても──俺は、あいつらを忘れない」

　もとより、単一の因子再現なら限定転身でも可能だ。

　この生態は無差別で、基地に近い位置で使えば、基地の方を先に吞み込んでしまう。だから少なくとも戦場の中心近くまで飛ぶ必要があった。そして、それだけの価値はあった。

「《霧氷大君》は、お前と同じ環かん境きよう構築型の魔獣だ。──氷河の種火は、凍らせた対象が保有する魔力を、全て魔獣本体に還元する……！」

　例外だらけのクロトの同期の一人。水場の少ない名前のない荒野ノートフイールドにおいて全力を発揮できなかったものの──理論上、魔力の自給自足が可能だった唯ゆい一いつの獣騎兵だ。

　海嘯竜の放出する無限の魔力を、根こそぎ奪うばい取る。

「アマリネ！」

『──はい！』




　　　　◆




「副ふく総そう督とく！　これ以上は無理です！　結界が張った端はしから海状化して……！」

「黙れ。黙って進め、あの裏切り者どもの陰いん謀ぼうを破るのだろうが！」

　対メフィエラ戦線副総督、《桎しつ梏こくなる》オルデインは、海状化した草原に膝ひざ近くまで足を取られながら、その光景を見上げていた。

　海状化魔法。規模こそ桁けた外はずれだが間違いなく《水平線上の》リュシエールの術式だ。

　あの《塞さい城じよう》と、あの忌いま々いましい獣騎兵による陰謀が容易に窺うかがえた。ゆえに謹きん慎しん命令を破り、こうして強ごう引いんに第六基地までの道のりを歩んでいる途と中ちゆうだった。

「なんだ……アレは……！」

　本陣すらまるごと吞み込めるような巨大な水の柱が立ち昇のぼり──今度は、それが中腹から凍りついた。何が起きているのか分からない。ただ、世界全てを巻き込むような、恐おそるべき事態が起きていることだけは理解できた。

　──雷らい鳴めいが走る。

　氷の柱の、その中腹から。耳を劈つんざく破は裂れつ音を立て、戦場全てを覆う赤せき雷らいが、四方八方に迸ほとばしる。彼らの上空にあった雲が、無数に走った雷鳴に引き裂さかれる。

「！　全員、防ぼう御ぎよ──ッ！」

　そのありえざる出力によるものか。または、地面全てが導電体たる海面と化しているからか。彼らの下へも、遡そ上じようする魚の群れのごとき赤雷が迫せまっていた。

　瞬時に結界に送る魔力を強める。だが、赤雷はそれらに何ら防がれることなく彼らを突き抜け──そのまま遥はるか彼かな方たに去っていく。

「──な。なんだ……？」

　困こん惑わくしきった彼らの下に、不意に『声』が届いた。

『──懸かけまくも畏かしこき　白はく亜あなる古竜の大たい神しんに　此処ここに願い申し奉たてまつる──』

「これは……制式詠えい唱しよう？」「《塞城》か？　どこから……？」

　彼らにも馴な染じみ深い、真姿転身の制式詠唱。だが、どこで使っているのか。どうしてここに届いているのか。無数の疑念が何一つ解決されないまま──氷の柱に、罅ひびが入る。

　そして、顕あらわれるは──




　　　　◆




「──懸けまくも畏き　白亜なる古竜の大神に　此処に願い申し奉る──」

　地表の端。凍結した地面に、アマリネが杖つえを突き刺している。

「──遥かな雲よ　天高く襲かさね給え　贄にえの身に　遍あまねく天光を徹とおさぬように」

　普ふ通つうならやろうとすら思わない、超ちよう遠えん距きよ離りからの転身魔法。だが不可能ではない。魔力は十分。化石と獣騎兵も揃そろっている。霧氷大君の氷に侵しん蝕しよくされる手指すらも、クロトの魔力との繫つながりを強めるための意図的なものだ。

　冷え切った身体を震ふるわせながら、しかしアマリネの詠唱には揺ゆらぎ一つない。

「さあ　大いなる贄よ　刻ときを嗤わらえ。──私われは　咎とが人びとなり。禍わざわいを以もつて禍を祓はらい　穢けがれを以て穢を鎮しずめる者……！」

『──懸けまくも畏き　白亜なる古竜の大神に　此処に願い申し奉る──』

　溢あふれ出る魔力を制せい御ぎよしながら、氷柱の中心でクロトは合わせる。

『頭こうべを垂れよ　儚はかなき草花よ　王の翼は　浮ういた花実を悉ことごとく刈かり立てる……！』

　ごぉん、と。クロトの身体の中から無数の化石が放出され、周囲を巡めぐる。海嘯竜バハムートの領域を奪い取って獲かく得とくした十分な魔力。竜の因子は全てクロトの中にある。

『さあ　大いなる、──』

　二度目の制式詠唱に応こたえようとして、クロトは言葉を止める。

　屍喰竜ニーズヘツグ。死者を食らい、その力を奪い取って無限に成長する悪竜。神代の終わりの日、死者の翼をもってその様を見下ろした、滅ほろびの頂点たる最悪の魔獣。

　考えていた。その魔力理念が何なのか。何を役割として、彼は神代の空を飛んでいたのか。ヒントは多くあった。翻ほん訳やく魔法。伝令鳥。何より、一度は獣堕ちしたクロトが、これだけ侵蝕されながら、それでも生きていること。──生かされていること。

『ああ。……そうか』

　すとんと、不意に、落ちるように納得した。

　光の中でクロトは詠うたう。




『──さあ　大いなる竜よ　命を葬おくれ。

　我なんじは　守もり人びとなり。死を以て死を雪そそぎ　──意志を以て、遺志を繫ぐ者』




　氷柱に罅が走る。

　──黒こく鱗りんに覆おおわれた腕うでが、氷ひよう壁へきの亀き裂れつから突つき出される。

　──枯れた樹木のような翼つばさが、氷片を散らして大きく広がる。

　──そして、捩ねじくれた歪いびつな角が、氷柱を割り砕くだいた。




『熾おきろ、屍喰竜ニーズヘツグ！』




　轟ごう音おんと共に。

　赤雷纏まといし、禍まが々まがしき死し喰くいの竜りゆうが、再臨した。

「──ォォオオオオォオオオォオオ────！」

　氷柱を振ふり払はらい、竜と化したクロトは吼ほえる。驚おどろくほどに、思考は冴さえ渡わたっていた。転身するたびに彼を苛さいなんだ侵蝕の苦痛がほとんどない。クロトは、転身の過程で抜けた針のような神しん槍そうを、翼の羽は撃ばたき一つで無造作に真下に叩たたき落とす。

『返すぜ』

「！」

　凍結海面に落ちた槍は、それだけで壊かい滅めつ的な破は壊かいを起こす。凍結に足を取られていたリュシエールは、その余波だけで吹ふき飛ばされて氷の瓦が礫れきの中に埋うもれる。

『埋もれてろ。後で掘ほり出してやるから』

『　屍喰竜　……！　』

　ここに至り、海嘯竜もまた、忌々しげに屍喰竜を見上げた。

　システムエメスの総体は、真姿のクロトと比べても十倍近い。その背中から無数の砲ほう口こうと魔ま法ほう陣じんが開き、流星雨じみた量のＡＳレーザーが発射される。それは中空に顕れた水すい塊かいによって無数に屈くつ折せつし、屍喰竜を全方位から襲おそう。

『ハッ！』

　クロトは身を翻ひるがえす。それだけで莫大な衝しよう撃げき波はが生じ、氷の柱が崩くずれる。

　レーザーを引きつけてかわす。なお追い縋すがるそれを、赤雷をまとった翼で打ち払う。巻き起こった爆ばく発はつを翼越ごしに受け止め、逆側に押し出される。

『　勧かん告こくする　堕おちよ　愚おろかな　混ざりもの　……！　』

　海嘯竜が口を開く。その喉のど奥おくに蒼あおい立体魔法陣が展開し──ごぱ、と水の奔流が吐はき出された。暴風雨を一つ収束させたかのような破壊の渦うず。先程の見せしめのような大渦とは違う。触ふれた端から削けずり取られて消しよう滅めつする水魔法の極きよく致ち。

「───ォォォォオオァッ！」

　屍喰竜の口こう腔こうに電荷が走る。赤雷は瞬く間に白亜の光帯と化し、発射される。

　──衝しよう突とつ。

　水流と光帯が弾はじけ、天に蓋ふたをするかのように衝撃波が広がった。

　その膠こう着ちやくは実に数十秒にも及およんだ。その果てに、屍喰竜は斜ななめ上方に、海嘯竜は後ろ下方、地面へと吹き飛ばされる。

　屍喰竜はそのまま翼を広げて停止し──海嘯竜はそのまま、地面へと飛び込んだ。機械要よう塞さいでありながら、その着水には僅わずかな飛沫しぶきも起こらない。

『偉い大だいなる精せい霊れいが、土竜もぐらの真似事か？』

　警けい戒かいしながら地面を見下ろす。空中のクロトに対して有効な戦術ではない。

『……いや。まさか』

　逃にげるつもりか。その可能性はある。海嘯竜の目的は魔法の構築だ。

　攻こう撃げきされない場所で、安全に国境魔法を構築するつもりか。だが、海嘯竜が背負っていた異空間の穴はそのまま放置されている。あれから破壊すれば──

『　勧告する　』

　ばちりと。機械が火花を散らす音が聞こえた。クロトの真上からだった。

『な』

　海嘯竜の巨きよ大だいな身体からだが、何もない虚こ空くうから滑すべり出るように現れ。

　その洞どう窟くつのような巨大な口は、既すでに閉じられようとしていた。

　──が、づん！

「グ、──ォオ、ァァァァァアッ！」

　屍喰竜が、苦痛の咆ほう哮こうを上げる。

　牙きばが突き刺ささり、血が噴ふき出す。翼が嚙かみ砕かれる。両腕を掲かかげて押し返そうとするも、その強きよう靭じんな顎あごは繰くり返し頭部ごと捻ひねられ、屍喰竜を喰くい千ち切ぎらんとうなりを上げる。

　サイズや重量ならばあちらが上だ。その嚙み砕きが致ち命めい的てきなのは十分に分かっていた。だからこそ、近づかせるわけにはいかなかった。

『ぐ、ああああ……ッ！』

　半身を嚙み潰つぶされる圧力に、竜の中でクロトも悲鳴を上げる。

　空間転移──否いな、空間潜航。境界の魔力理念を持つ海嘯竜バハムートの、その生態の極致。赤雷で反はん撃げきするも、装そう甲こう表面に纏まとわれたＡＳフィールドによって相そう殺さいされる。

『──……！』

　代わりに、屍喰竜の魔力理念が発動した。

『　シエラ　』

　ばちり。瞬またたく赤雷を通して、何かのビジョンが脳のう裏りを過よぎる。クロトのものではない。海嘯竜のものだ。意図された伝心ではない。もっと強制的なもの。

　彼は言った。契けい約やくしたのはシエラではなく己だと。ならば、彼は何を望んだのか。

『海嘯竜。お前の、願いは……！』

　浴びせられる敵意と憎ぞう悪お。クロトに向けられた言葉。リュシエールの置かれた境きよう遇ぐう。

　牙が深々と屍喰竜の身体を抉えぐり──ビジョンが明確化する。




　　　　◆




　永えい劫ごう続く爆ばく撃げきの中。

　空の果ての機械要塞は、死にゆく強者に契約を持ちかけた。万が一、自らに危機が訪れた時の保険として、優すぐれた人材を守護者とする為ための。その内容はシンプルだ。

〈生きたいか。ならば従え〉

　そしてリュシエールは、それを拒きよ絶ぜつした。自らの願いを行動原理の外に置く、望まれた理想の英えい雄ゆうであった彼女は、ただ使い潰されるだけの死を受け入れていた。

　──ゆえに要塞は、その場にいた、もう片方に契約を持ちかけた。

〈生かしたいか。ならば従え〉

　そして、彼は応えた。

『　受じゆ諾だくする　──　シエラ　君に　楽園を　』




　　　　◆




『　繫げたな　』

　轟ごう、と。顎の圧力が一気に増した。牙が、屍喰竜ニーズヘツグの肩かたにまで届く。

「ガッ…………！」

『　祝福を渡したか　──理解に苦しむ　あの　理念狂いの　墓はか守もりめ　』

　僅かに不快そうな口調──だが、まるでそうなることが分かり切っていたかのようでもあった。同じ神代の魔ま獣じゆう。だが、今はそれより重要なことがある。

『その為に？　シエラを、あの再演魔法の中に置き続ける為に』

　クロトは、喰い込む牙を押し返す。

『あれは過去だろうが！　同じ時間を繰り返すだけの！　そこに囚とらえて何になる！』

『　それがシエラの　唯ゆい一いつの幸福である　』

　海嘯竜バハムートは、これまでと何も変わらず淡たん々たんと答えた。

『　あれは　此方こちらの魔ま導どうの都みやこと　彼かな方たの機械の都が　かつて築いていた　ほんの刹せつ那なの　友好の記録　──　全ての魔法は　願いによって生まれる　』

　機械兵器と化した海嘯竜の、無機質なカメラアイが点てん滅めつする。精霊は噓うそをつけない。彼は楔くさびとの融ゆう合ごうによって知った真実をクロトに伝える。

『　〝戦争は永遠に続く。もはや終わりはしない。ならばせめて、誰だれも手の届かぬ場所に、幸福だった証あかしを残そう──〟　そうしてクリフォトに作られた　無数の隔かく絶ぜつ結界

　──勧告する　』




『　貴様らは　かつての魔導師と科学者に　既に見放されている　』




「…………ッ！」

　百年前の町が描えがかれた、再演の隔絶結界。クロト達が、戦争の真実を知った場所。あれが何の為に作られたのか、クロト達では図はかりようもなかった……それが、答え。

　ぐん、と海嘯竜が力を強めた。あるいは、クロトの力が弱まったのかもしれなかった。屍喰竜の首筋を牙が抉った。

『　シエラが　何な故ぜ敗北したか　知っているか　魔力なき炎ほのおは届かず　あらゆる要塞を水と化すシエラが　機械の都の軍勢に　何故敗れたのか　──その下らぬ理由を　』

「……グっ、……！」

　海嘯竜が問いかける。名前のない荒野ノートフイールド、史上最強の魔導師。ここに至るまでの戦いで、彼女の圧あつ倒とう的な力を目にした。

『　消耗だ　七日七晩続いた　爆撃の中で　体力と魔力を使い果たし　シエラは倒たおれた　同どう朋ほうは　遥はるか後方からそれを観測しながら　誰もが　ただ祈いのるだけだった

　英雄に並ぶことなど　誰にも出来ぬからと　──もう一人　治ち癒ゆの使い手がいれば　輜し重ちようを担になう者がいれば　シエラは　辿たどりついただろうに　』

「…………！」

　精霊と憑ひよう依い者の関係がどんなものか、クロトはよく知らない。海嘯竜がリュシエールに向ける感情が、どれほど希け有うなものなのか、知る由よしもない。

　どれほどの地じ獄ごくだろう。ただ一人の大切な相手が、少しずつ、消耗して死んでいくのを間近で見るのは。他ならぬ獣じゆう騎き兵へいもまた、そうして見捨てられる犠ぎ牲せい者しやだったのだ。

『　英雄を見捨て　勝機を見み逃のがし　そしてヒトは　同じことを　繰り返す　』

　海嘯竜は畳たたみかける。それは紛まごうことなき糾きゆう弾だんだった。クロトは、圧力に耐たえながら、堅かたく歯を嚙み締しめる。反論はしない。ただ受け止め続ける。

『　勧告する──　貴様らは　誰も護まもれない　』

『　勧告する──　貴様らは　誰も救えない　』

『　勧告する──　貴様らは　誰にも勝てない　』

『　勧告する──　貴様らは　どこにも　辿りつくことは　出来ない　──　』




『──黙だまれ、黙れ黙れ黙れェっ！』




　焦しよう燥そうに任せたような、稚ち拙せつな怒ど声せいが響ひびいた。クロトの声ではなかった。

　伝心のような、しかし、それは決定的に異なった伝達である。海嘯竜が目を剝むいた。言葉の内容にではない。それが届いたこと自体に。

『黙っておれば、超ちよう越えつ者ごときが……！　糞くそほども戦争の役に立たなかった自らを棚たなに上げ、偉えらそうに語るな！』

　ススハラやアマリネがいる第六基地からですらない。それよりも遥かに離はなれた、クロト達の激戦をぎりぎり肉眼で見られるかどうかという位置。

　対メフィエラ戦線、副ふく総そう督とく。《桎しつ梏こくなる》オルデインの言葉だった。




　　　　◆




　赤き雷らい鳴めいが、空を埋うめている。

　白はく亜あの光帯の残ざん滓しが、輝かがやく紺こん碧ぺきの水すい滴てきが、名前のない荒野ノートフイールドを包んでいる。

『や、やめろ……やめてくれ……』『何が……何が起きている……っ！』『精霊様……どうか怒いかりをお鎮しずめ下さい……』『機械と魔法の友好……？　奴やつらは、何を言って……？』『先程から見える、この港町の景色はなんだ。ううう……！』

　海状化した大地に浸つかりながら、兵士達が呻うめく。彼らは、先程から続く、天からの弾だん劾がいじみた海嘯竜バハムートの言葉にあてられ、心身をやられている。

『我らが、誰にも勝てぬだとッ！　戯たわけたことを！』

　その中でオルデインが叫さけべたのは、彼が、その中で最も強靭だったからだ。

『──我ら魔導師は！　世界を識しり！　叡えい智ちを司つかさどる！　世界で最も優れた人種！　その我らが、ジグローゼスの歴史の総決算たる英雄が、最高魔法である獣騎兵が──よりによって、神秘の欠片かけらもない鉄クズに屈くつしていること自体が、惰だ弱じやくの極きわみなのだ！』

　それがどうして聞こえているのか。何故響いているのか、考える余よ裕ゆうはない。

　……その影響下では、自らを偽いつわることも、言葉を飾かざることも出来ない。

『《水平線上》のような、腑ふ抜ぬけた英雄どもが積みあげた恥はじを！　我らは拭ぬぐわなければならん！　子供を犠ぎ牲せいに？　英雄を犠牲に？　禁きん忌き魔法？　それがなんだ！　負け続けたというあってはならん事実を前に、何ほどの価値もない！　良いか！』

　火傷やけどの痕あとを歪ゆがめて叫ぶ。《桎梏なる》オルデイン。この戦場の魔導師の、代表。




『たとえ、ジグローゼスが滅んでも！　魔導われらは機械やつらよりも優れているという証を、刻まねばならん──！』




　赤せき雷らいを通して、狂きよう気きが渡わたった。

　神代の怪かい物ぶつからの糾弾を弾はじき返すため、そこまで一息で叫び、そしてオルデインは気付く。彼の連れてきた兵士達が、彼を、恐おそれるような視線で見ていた。

『……なんだ、その眼は？　貴様らも、ジグローゼスの魔導師ならば同じはずだろう。あの裏切り者どもを断罪し、戦場を繫つなぎ、再びメフィエラを滅ぼすために！』

『──そうですか。……それが、魔導師の、辿りつく先なんですね』

　戦場のどこかから、兵士達のものではない声が聞こえた。オルデインは神経質な瞳ひとみで周囲を見回す。怜れい悧りな女の声だった──裏切り者。《塞城》の声だった。

『ようやく、……ようやく分かりました。クロトくんが正しかった……こんな有様で、戦いが終わったなんて、言えるはずがなかった……！』

『女め狐ぎつね！　魔獣に誑たぶらかされた馬ば鹿か者が、何をほざくか──』

『黙りなさい！　──魔獣よりも獣けものじみた言葉を、それ以上喋しやべるな！』

『な……!?』

　強い𠮟しつ咤たが、戦場を一いつ掃そうする。アマリネは第六基地の端はしで、凍こおりついた地面の上で身を震ふるわせながら空を見上げた。

『──思い出して！　我々が戦う相手は、誰ですか！　戦う理由は、何ですか！　私達は、大切なものを、人を、国を守る為に戦っていたはずではないですか！』

　この伝達は声によるものではない。それでも叫ばずにはいられなかった。

『クロトくんが戦場を消してくれた。けれど、それで戦いが終わるわけじゃなかった。

　……護りたかった人がもういない。血の臭においが消えない。爆炎と悲鳴を夢に見る。周囲の誰も信用できない。──そうして、目的を見失って、手段を選ばなくなって、失ったものを取り返そうと、戦うべき相手を、憎にくむ相手を、際限なく探してしまう……！』

　第六基地の建物の中で、獣騎兵の子供達がそれを聞いていた。本ほん陣じんの砦とりでで結界を維い持じする国軍の魔導師が。海状化から高所に逃のがれる兵士が。

『──私達は、その〝戦せん禍か〟とこそ、戦わなければならない！

　それはどんな英えい雄ゆうにも任せられない。誰かを生いけ贄にえにして肩かた代がわりもさせられない。私達一人一人が、立ち向かわなければいけない！』

　げほ、と激しく咳せき込む。クロト達を責め立てる、国軍の兵士を思い出す。その言葉は彼女の、この三カ月の全ての本心だった。

『そのことから目を逸そらし、──戦争に、逃げるなっ！』

　きぃんとアマリネの言葉が、高く広く、響き渡った。

　一帯が静まりかえった。ざわざわと、声として響かないほどの想おもいが蠢うごめく気配だけがあった。そんな中、すぐさま、オルデインが声を上げる。

『……世よ迷まい言ごとを！　誇ほこり高きジグローゼスの魔導師よ！　《塞城》の口車になぞ乗るな！　我らが逃げているだと!?　侮ぶ辱じよくも大たい概がいにせよ！』

『……副総督の言われた通りだ』

　すぐ傍そばで、応こたえる声があった。兵士の一人が、沈しずみかけた身を起こしている。

『──メフィエラは倒すべき絶対の敵。魔導師ならぬ生贄の身で、それを逃がした奴らは裏切り者である。《塞城》の言葉など、考こう慮りよに値せん……』

『そうだ！　何が何でも奴らを、裏切り者どもを捕とらえよ……！』

『──だが』

　兵士が視線を上げた。遠い空を仰あおぎ、そしてオルデインを睨にらんだ。

『……オルデイン。その行きつく先が、貴き殿でんのごとき結論ならば。我々は、それに賛同するわけにもいかない……！』

　放たれた言葉にオルデインは瞠どう目もくする。怒りを沸ふつ騰とうさせ杖つえを向ける。

『貴様！　それはどういう……』『そ、そうだ……』『──!?』

　ひどく消耗しながらも、迷いながらも、賛同の声があった。この場にいる者ではない。どこか別の、戦場の端から端へ、兵士達が言葉を交わす。

『それは違ちがう。副総督のお言葉には、とても従えません……！』

『そうだ、オルデイン、貴様！　歴代の英雄達を貶おとしめる言動、到とう底てい許せぬぞ！』

『わ、私はまだ、国を護るために戦っていた！　少なくとも、そのつもりだ……！』

　恐る恐るオルデインを否定する言葉が、迷う言葉が広がり始める。だが、聞こえる声はそれだけではない。オルデインとよく似た憎ぞう悪おの声もまた、どこかから響く。

『黙れ黙れ黙れ！　オルデイン様の言う通りだ！　俺達は全てを失ったのだぞ！　何が何でもメフィエラを駆く逐ちくせねば、収まりがつかん！』

『馬鹿者が、考えろ！　貴様一人の、誇りと破は滅めつ願望ごときに巻き込めるほど、ジグローゼスは軽くはない！　業ごう腹はらだが、《塞城》はそういうことを言っているのだ……！』

『あ、アマリネ殿どのの意見にも一理ある……異世界に逃げた者さえ追って殲せん滅めつするのでは、確かにキリがない。そのような余裕があれば、国内に回すべきだ……！』

　交わされる兵士達の意見は様々だ。だが、議論が起こっていることが重要だ。

　オルデインが身を以もつて示した、自分達の辿りつく終点と。

　ここまで一いつ貫かんし、国軍から獣騎兵を守り続けてきたアマリネの言葉と。

　戦場に縛しばられた、憎悪に呪のろわれていたジグローゼスの軍人が。困こん惑わくと躊ちゆう躇ちよから始まり、思し索さくを始めている。──この状じよう況きよう下では、意見の異なる相手を力で屈くつ服ぷくさせることも出来ない。飾ることも、偽ることも、都合の悪い言葉を無視することも出来ない。

　オルデインを見る周囲の兵士達の様子が変わっていく。それは好意的なものではなく、容易たやすく誘ゆう導どうできる、分かりやすい憎悪に歪んだものでもなかった。

　まるで悪夢のようだった。

『馬鹿な……馬鹿な、馬鹿な、馬鹿なっ！　なんだこれは、何が起きている──!?』




　　　　◆




　──仰ぎ見よ。我が魔ま法ほうを。

　世界の全てを詳つまびらかにする、大いなる、竜の祝福ドラゴンブレスを。




『　なんだ　これは　』

　流石さすがの海嘯竜バハムートといえど、この状況は理解の外ほかのようだった。

　海嘯竜との戦せん闘とうによって飛散した魔力が、この事態を引き起こしている。

　いま、この名前のない荒野ノートフイールドにいる全ての人間が、伝心よりもさらに根本的な部分で、意思をやり取りしている。一人の声は全員に届き、全員の声が一人に届く。大きく発信できるのは、特に強い意思を持つものだけのようだが──

『　貴様　まさか　祝福を　』

『ああ。──そう、だっ！』

　僅わずかに緩ゆるんだ隙すきを突ついて、クロトは海嘯竜を振ふり払はらう。血ち塗まみれの片かた翼よくを広げる。下のことはアマリネに任せよう。……本当に、彼女は強い。尊敬できる女性だ。

　屍喰竜ニーズヘツグの魔力理念。彼が担になった世界概がい念ねんを、クロトは理解していた。翻ほん訳やく効果に、伝令鳥の強化。……分ぶん析せきなどする必要はなかった。そのままだったのだ。

『〝交信〟だ』

　クロトは答え合わせをするように、海嘯竜に告げる。

『交感。伝心。伝令。とにかくそういう、意思の、心の、力のやり取りに特化した魔力。……墓はか守もりって言ったな。そういう役割の魔ま獣じゆうだったんだな？』

　海嘯竜は答えない。だが、拘こう束そくを抜ぬけた屍喰竜に攻こう撃げきしてもこない。

　神代の終わりに、死者の魂たましいを翼つばさに載のせて空を翔かけた竜。

　現象は同じだ。だが、その意味は真逆だった──死したものの力を、遺志を、心を後世に引き継つぐ葬そう送そうの魔獣。捕ほ食しよくによって死者と交信し、その能力を受け取る。ゆえに、喰らった化石を失った程度で、引き継いだ力は失われない。

『生者と死者の断絶すら打ち消して、問答無用に想いを繫ぐ。距きよ離りも、世界も、言語の違いも、偽りも建たて前まえも何もかも超こえて、想いを伝える──屍喰竜の、雷の祝福』

『　妙みような真似を　こんなものに　何の意味がある　』

　海嘯竜が言った。意見の大勢は確かに変わりつつあるが──むしろそれゆえに、混乱の極みにある戦場を睥へい睨げいする。

『　この状況　ヒトの愚おろかしさを補強しただけだ　争いは絶えないと　分かるだけだ　』

『それも違う。……これでいいんだ』

　屍喰竜の中で、クロトは首を振る。その声は静かだが、戦場の誰だれよりも強い。

　彼が術者であるからか、それ以外の理由か。戦場にいる誰もが、各々の論争を繰くり広げ、あるいは知らされる真実に震える中で、二人の言葉に聞き入っている。

『名前のない荒野ノートフイールド。──誰も全ぜん貌ぼうを把は握あくしていなかった戦争が、誰の意思で、どうして続いていたのか。アンタのお陰かげで、また少しだけ分かった。……何も知らないまま、一足飛びに戦争だけを終わらせようとしたから、こうやって残ざん骸がいとかが出てくるんだよ』

　百年前に何が起こったのか。完全なる世界の楔くさびは。隔かく絶ぜつ結界は。ジグローゼスとメフィエラは。それら全てを知らなければならない。その為ために作り出した祝福だ。

『戦争が始まった理由が分かれば、戦争は終わらせられる。──続いていた理由が分かれば、二度と起こさない方法も分かる。理り不ふ尽じんな戦争の、まずは理不尽を解体する』

『　不可能だ　』

　再び、海嘯竜が戦闘態勢に入る。牙きばを剝むき出しにし、兵器を、魔法陣じんを光らせ、空間へとその身を潜もぐらせようとする。既すでに満まん身しん創そう痍いの屍喰竜とは違い、その身体からだには傷一つなく、ＡＳ機関のもたらす無限のエネルギーに満ちている。

『　人が　神代の魔獣の祝福を御ぎよするなど　──この悠ゆう久きゆうの戦争を　──狂くるった世界を　たかが一人の力で変えることなど　出来はしない──！　』

『出来るわ』

　空間に潜ろうとした、海嘯竜の横腹が爆ばく発はつした。

『　!?　』

　同時に、新たな声が響ひびき渡わたった。大きな声だった。ともすればクロトや海嘯竜に匹ひつ敵てきするような、強い意志の持ち主。

『だって。わたしとそこの馬鹿は、この戦争の果てに生まれた、一番優すぐれた人間だもの。出来ないことなんてない。どんな障害も、わたし達のスペックで踏ふみ潰つぶすんだから』




　　　　◆




　結界の中で、ロアはそれを見下ろしていた。

「そういう、わけね」

　祭さい壇だんの中にあったのは──水すい晶しようのような棺で眠ねむる、リュシエールだった。

　外見は、再演体とほとんど違いはない。ただ、その服はあちこち焼け焦こげていて、目を閉じた憔しよう悴すいしきった表情も、傷だらけの身体も、明らかに生身のものだった。

　十五年前。極限の戦場の中で倒たおれた──七日七晩の爆ばく炎えんに吞のまれ続けた本体。

「コールドスリープ、みたいな感じかしら。これが本当のこの結界の核かく。あなた達再演体は、生きたあなたを中心に生み出されたクラウドデータの端たん末まつってわけね」

『…………う。う……』

　その傍で、リュシエールが顔を覆おおっている。

　結界内にまで響くのは、クロトと海嘯竜バハムートの、世界の真実を突き付ける論戦だ。既に、彼女達も真実を知っている。

「……にしても、何この魔法。全世界テレパシー？　クロト、どんどんわけ分からなくなっていくわね……どうする。何か言ってやれば」

　やがて、リュシエールは首を振る。

『ロア。これを、持ち去ってほしいのだわ。たぶん……それで全部のバランスは崩くずれる。ここにいる私も、外にいる私も……システムエメス、全ての』

「え、なんで？　一言浴びせてやりなさいよ」

　ロアは首を傾かしげる。

『駄だ目め。すぐに動いてほしいかしら。──あなたが、ここにいることに気付かれる前に』

「……あ！」

　そうだ。隔絶結界ではあるが、ここは海嘯竜の腹の中だ。もし気付かれたら、どのような対策を打たれるか分からない。リュシエールを連れ出そうとするなら尚なお更さらだ。

「じゃあ、あなたは？」

『置いていって。それこそ、私は結界の外には出られないと思うから──ああ、そうなのだわ。もしかしたら最後かもしれないから、ちょっといいかしら』

　リュシエールは、不意にロアに近づくと、その小さな身体を抱だきしめる。

「え、リュシエール？　どうし……ひあ!?」

　悲鳴を上げ、びくりとロアの身体が震ふるえた。リュシエールの両手が、ロアの身体の中に沈しずんでいる。片方は首の後ろに、片方は胸むな元もとに。

「ぇ、う、や！　や、なに、これ……っ！」

『…………そう、なのね。やっぱりあなたは、……あなたも、共有を……』

　リュシエールが呟つぶやく。その意味まではロアには分からなかった。また手が探るように奥に入り込む。ロアは細く高い声を漏もらしながらも、なんとか抗こう議ぎの言葉を向ける。

「ひぅ、……リュシ、……なに、してっ……」

『──あ、ご、ごめんなさい』

　どこか取り繕つくろうように、リュシエールは首を振った。

『……ロア、あなた、前に呪じゆ詛そを受けたことがあるかしら。まだその影えい響きようが残っているみたいだから、それを治しておくのだわ。この身体に残った魔力、全部使って。……うん、だけれど、すぐに万ばん全ぜんになるわけではないから、無理はしないでね』

　未体験の感覚にロアはぎゅっと目を閉じる。膝ひざを震わせリュシエールに縋すがりつく。そのあまりの細さにリュシエールは、慈いつくしむように目を細めた。

『そこの私が、目覚められるか分からない。それに、この再演体わたしの記き憶おくを覚えているかも不明だわ。だから、今のうちに言っておくわね』

　紺こん碧ぺきの魔力の輝かがやきが、ロア内部のリュシエールの手指から溢あふれる。ロアの、ここ数カ月彼女を悩なやませ続けた身体の重さが、洗い流されるように消えていく。

　そして、それと引き換かえに、リュシエールの姿が薄うすれていく。

『ありがとう。あなたも、クロトも。……ムゥのことを、お願いするのだわ』




　　　　◆




『どんな障害も、わたし達のスペックで踏み潰すんだから』

　あまりにも聞き覚えのある言葉で、内容だった。相変わらずの様子に、クロトは竜の中で思わず笑ってしまう。海嘯竜の横腹を破は壊かいし、一機の鋭機ダートが飛び出した。

　総体からすれば大きな傷ではなかったが……途と端たんに海嘯竜の身体が、魔法陣が、海状化した地表が揺ゆらぎ始めた。加えて、地表で氷の瓦が礫れきから抜け出そうとしていたリュシエールが身体を薄れさせ、魔力の光になって消えてしまう。

『な──？』

『慌あわてないでよ』

　煙けむりを払い、外がい套とうを纏まとった輝動鋭機アインダートが姿を現した。あちこち修復中と思おぼしき状態のレシュノルティア。粗そ末まつな片かた腕うでには、人一人が入りそうな長方形の箱を抱かかえていた。

『これが本物。隔絶結界の中で保存されてた、生身のリュシエールよ。仮死状態だけど、まだ生きてるから、そっちの──』

『じゃねえ！　逃にげろ、馬ば鹿かっ！』




『　返　せ　ッ　！　』




　それは、これまで一度も見せなかった、海嘯竜の激げき昂こうの声だった。

　ぐるんと、小山のような尾おが振るわれる。それは周辺の大気を階層単位で動かし、起きた竜たつ巻まきが木この葉のような鋭機を吞み込んだ。

『きゃああっ！』『ロア！』

　鋭機を轢ひき潰さんばかりの挙動で、海嘯竜が空を翔かける。輝動鋭機は明らかに動きが鈍にぶい。助けに入らんとするも、クロトも大風に阻はばまれる。

　システムエメスのカメラアイが動く。その機体側面が開き、細長い銃じゆう身しんが無数に現れる。リュシエールを傷つけない、必要最低限の出力。だが、鋭機の操縦者だけは微み塵じんに切り刻む軌き道どう。無数のウォーターカッターが、鋭機に向かって殺さつ到とうし──

『ッハハハァ！　スッゲェ殺意ぃ！』

　広がった、霧きりの如ごとき眼球群に防がれた。幾いく条もの水流は、眼球の群れが構築した魔法陣によって受け止められ──その軌道を遡さかのぼり、無数の呪詛が走る。

『羨うらやめよ──《千眼覚アルゴス》！』

　その呪じゆ閃せんは、軌道の中で屈くつ折せつを繰り返すと、システムエメス各所に内在するＡＳ機関を正確に貫つらぬいた。万全の状態ならば、意にも介かいさない威い力りよく。だが、憑ひよう依い者たるリュシエールを失ったことで乱れた制せい御ぎよが、更に崩れる。

『ロア！』

　その隙すきに、クロトは大風を突つっ切り、今にも墜つい落らくしそうだった鋭機を捕つかまえる。

『返事しろっ！　……ボロッボロじゃねえか……！』

　もともと応急作りの上、脱だつ出しゆつする時に相当にダメージを負ったのだろう。今の竜巻で、致ち命めい的てきに崩れている。内部への交信も反応がない。

『クロト！　どうするよォ！　俺ちゃんの呪詛はもうからっけつだぜ！』

『分かってる……！　とにかく、シエラを守りながら……』

　リュシエールの本体がこちらにある以上、敵も大規模な攻撃は出来ないはずだ。しかしクロトも満身創痍なのは同じだ。庇かばいながら何とか……と、考えた時だった。

『──クロト』

　端たん的てきな言葉が響いた。それは、彼女が消しよう耗もうを隠かくせる、ギリギリの言葉だと分かった。

『あげるから。使って、ぶっとばして』

　それだけで、意図は全て伝わった。いつものように、めちゃくちゃに力ちから業わざで、勢い任せの、己の──自分達のスペック頼だよりの提案。クロトは頷うなずいた。

『ああ。……ススハラ、離はなれてろ。それと、シエラを頼たのむ！』

『はあ？　おい、何を……』

『──匣ヴイネツト庭・ガーデン。ストレリチア』

　最後のヴィネット・ガーデン──そう、そういう名前らしい──が、小さな子機に変形し、リュシエールが収まった箱を積んで離れていく。巻き込まないように。

　レシュノルティアと屍喰竜ニーズヘツグが、真っ向から、上空の海嘯竜バハムートを見上げた。

『　愚おろかな　──塵ちりも残さず　！　消え　果てよ　！　』

　眩まばゆいほどの蒼そう光こうが、海嘯竜の口内に集中した。魔法陣はない。見覚えのある現象だった──制御の揺らいだＡＳエネルギーを、全て集めて撃うち出そうとしている。

　楔の残ざん骸がいの時とは比べ物にならない出力の、ＡＳフィールドの指向性爆ばく破は──苦い敗北の記憶が、そのまま彼女に伝わったのだろう。

『問題ないわ』

　それだけ聞こえてきた。ならば、やるだけだ。

　クロトは、食い千ち切ぎられた翼つばさの位置に、レシュノルティアを背負うようにした。

　翼を広げ、屍喰竜が口を開く。その内側に、赤せき雷らいと──そして、レシュノルティアの中心部から供給される蒼光が、収束してゆく。

『　……　貴様　ら　……！　』

　海嘯竜の専売特許ではない。クロトはかつて自じ爆ばく鋭機のエネルギーも喰らったことがあるのだ。だが、能動的に行うのはまた別だ。ばちりと、赤雷が光る。

『……ぐ！　……』

　エネルギーと同時に、情報が流れ込んできた。レシュノルティアが観測する状じよう況きようを、交信の魔ま力りよくが伝えてきている。次々と伝わってくる。現在のＡＳ機関の出力。相手の推定エネルギー量。加えてパイロットの状態から、各種保有兵器の名めい称しよう──

『……え？』

　クロトは一いつ瞬しゆん、その内容に気を取られた。だがすぐに我に返り、竜の中で首を振ふる。

「グ、ォオォオ、オォオオォオ……！」

　赤雷と蒼光は、口こう腔こう内で際限なく破は裂れつと収束を繰くり返す。顎あごが裂さけ、牙きばが砕くだけ、だがそれを咬かみ潰つぶすように、強く強く収しゆう斂れんさせていき──それは一色に纏まとまる。

　──白はく亜あ。

　それは、全てを受け入れる、大いなる器うつわの色であり。

　同時に、何ものにも侵おかされることのない、最果ての意思の色。

『　オ　オオ　オオオォォオォオ──　！　』

　収束を終えた海嘯竜が、蒼光を撃ち出すと同時。

「ゴォオォォォアアアォアアアァア───────！」

　屍喰竜は、それに倍する大きさの、極大の光帯を吐はき出した。

　白亜と蒼光は、ほんの一瞬、中心で衝しよう突とつし──

　──次の一瞬で、白亜が、蒼光を吞み込んだ。

『　屍喰竜　──　クロト　ッ　！　』

『終わりだ、海嘯竜────ッ！』

　眩い極光帯が、機械海竜の巨きよ体たいを真まっ直すぐに吞み込んで、天を貫いた。
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　どうして、止められなかったのか。

　どうして、変えられなかったのか。

　己は精せい霊れい。人ならざるもの。力を貸す存在であっても、共に歩む存在ではない。

　人の営みには関わらず、ただ世界の在あるべき姿を維い持じする管理者──精霊。自分はただ、そうであると思っていた。

『己おのが限界を超こえた時にのみ助力する』という海嘯竜バハムートの精霊誓せい約やく。成長期を迎むかえたばかりのリュシエールにとって、これほど緩ゆるい条件はなく、日常的に呼び出された。

　誓約を守っている以上、文句を言うことも出来ず──やがて、そんなこととは関係なしに、海嘯竜のことを愛あい称しようで呼ぶ彼女の傍そばに、彼は常に控ひかえるようになっていた。

　英えい雄ゆうとして育つ少女を見守ってきた。

　年ねん齢れいにそぐわぬ責任を。感情にそぐわぬ任務を。肉体にそぐわぬ鍛たん錬れんを。少女にそぐわぬ英雄性を──彼女が全まつとうしてしまうのを見てきた。

『分かりました。メフィエラ討とう伐ばつはジグローゼスの悲願。この《水平線上の》リュシエール、必ずや人々の期待に応こたえ、かの悪あく辣らつなる機械兵団を討ち果たしましょう』

　どの段階で止めれば良かったのか、分からない。

　人ならぬ身にとって、そういう機き微びの察知はあまりに難しい。

　それでも、分かっていたはずだった。彼女の前に存在した、数あま多たの憑ひよう依い者や憑依者候補が、その才能の多た寡かに拘かかわらず無価値に死んでゆく、あの戦場のことを。

『ごめんなさい、ムゥ。私が死んだら、新しい憑依者を見つけてほしい。今まで見守ってくれて、とても嬉うれしかった……のだわ。ふふ。こうやって話すの、久しぶりかしら』

　彼女は戦場に向かい、無む尽じんの機械兵団と戦い、──そして、彼は契けい約やくに応えた。

　後こう悔かいはない。全てを忘れ、隔かく絶ぜつ結界の守護者として過ごすリュシエール。誰だれに利用されることもなく、英雄性を発揮する必要もなく過ごす彼女は、とても──しかった。

　後悔はない。後悔はない。そんなものを精霊は覚えない。だが。

「俺が教えるよ。──得意分野だ」

　あまりにも容易たやすくリュシエールの手を取った少年が、どうしようもないほどに──




『　勧　……告　　スる　』




　深夜。

　薄うす青あおく輝かがやく森の一角に横たわった海嘯竜は、闇やみの向こうに告げた。

『　近ヅクな　忌いま々いましき　混ざリ……もの　』

「……その状態でまだ動くのか」

　声がした。彼の、何より嫌きらいな声だった。

　元通りの地面に戻もどった地表に、海嘯竜は頭部だけで落ちている。吸収したＡＳ機関が連れん鎖さ爆ばく発はつを起こし、胴どうが跡あと形かたもなく消し飛んだ。尾の先せん端たんだけが、遠く離れた小山に突き刺ささっている。

「確認するけど、まさかその状態から再生しはじめたりしないだろうな」

『　精霊は　不……死ノ　存在　ダ　』

　威い嚇かくするように、装そう甲こうをいくつか開き、空からの銃じゆう器きを覗のぞかせる。

『　今の我ハ　そうではナい　足あ搔がク　意味モ　ない　』

「……そうか。良かった、流石さすがに、跡形もなく吹ふき飛ばす力は残ってない」

　噓うそだ。その魂たましいは既すでに、分かちがたく屍喰竜ニーズヘツグのそれと一体化している。光帯の一発程度なら十分に撃うてる魔力量が恒こう常じよう的に生成されている。

　大いなる混ざりもの。人と竜の混色にして、魔ま導どうの都みやこと機械の国の混血たる少年。

「……一応、礼は言っておこうと思ってな」

　髪かみを搔かきながら、少年──屍喰竜のクロトは言う。

「俺が言っても信じてもらえない話を、アンタが全部言ってくれた。……他にも、アンタのお陰かげで好転したことは多い」

『　祝福ヲ使っておいテ　よく言う　全て　狙ねらイ通りと　いウわけか　』

「……そんなわけないだろ。あれは半分偶ぐう然ぜんだし、今だって、対応を間ま違ちがえたら、今すぐ国軍同士で内ない紛ふんが始まりかねない状況だ」

『　…………　』

「安心しろ。──シエラを、これ以上利用はしない」

　こちらのクロトへの攻こう撃げき態勢を生意気にも読みとったのだろう。すぐにクロトは首を振った。

「アンタの言った通り、致ち命めい傷しようはなかった。きちんと治ち癒ゆ魔法を掛かければ治るらしいけど、十五年も仮死状態で封ふう印いんされてたんだ、そうすぐ動けるようにはならない。油断はできない状態だってさ──俺達の問題は俺達だけでカタを付けるよ。それに、リュシエールの英雄性は、俺はあんまり好きじゃない」

『　……　クロト　』

「ん？」

『　貴様ニ　渡わたしておク　』

　装甲の一部が開き、ばしん！　と何か巨きよ大だいな建造物がはじき出される。

　直径がクロトの身長ほどもある、巨大な角柱である。クロトが顔を歪ゆがめた。それは、彼を一度殺しかけた楔くさびの残ざん骸がいの一部であり。

「……メフィエラとジグローゼスを繫つないでた、港町の隔絶結界……」

『　貴様ノ祝福は　主あるじヲ失った魔ま法ほうノ引き継つぎが　可能である　』

　海嘯竜が背負っていた空間の裂さけ目は、彼の敗北に伴ともない消しよう滅めつしている。

　クロトは、二国を繫ぐ道は今度こそ完全に鎖とざされたと思っていたのだろう。喜びとも困こん惑わくともつかない、複雑な表情をしている。

『　有効ニ使え　或あるいハ　使い損そこなイ　無ぶ様ざまに死ぬがイい　』

「……そうやって。俺にも助言みたいなことまでして。何を狙ってたんだ。アンタは、知ってるのか？　……百年前のことを」

『　精霊は　噓をつカない　』

　海嘯竜は言う。心からの答えだった。

『　誰が　貴様ナドに　言うものか　』

「……だろうな。じゃあ、俺は戻るよ。……これで最後かもな」

『　ああ　サラばだ　混ざりもの──　』

「……もっかい言う。本調子からは程遠いんだ」

『　……　？　』

「あんまり、長い間、拘こう束そくするなよ」

　そう言って、クロトは夜の森の中に消えた。禍まが々まがしい魔力を湛たたえた、黒い少年の姿が消え──代わりに、彼よりも一回り小こ柄がらな影かげが、滲にじむように現れた。

「ムゥ」

　声がした。彼の──な声だった。

　ひどい状態だった。ゆったりとした怪け我が人用の服は、身体からだのあちこちに巻かれた魔法陣じん入りの包帯で膨ふくらんでいる。

　そんな絶対安静の状態で、ふらふらと危なっかしい足取りで、少女は歩いてくる。やがて倒たおれ込むように──海嘯竜の口の端はしに、目の下に、縋すがりつく。

「……っムゥ。ムゥ……ごめんなさい。私が、……」

　掠かすれた声で、啜すすり泣く。死の寸前で状態を固定され、隔絶結界の中に封印されていた少女の本体。そこから魔力や人格、記き憶おくだけを、夢見るように転写ダウンロードさせていた。それが、あの特異な再演体の正体である。

　冷たい機械の身体の、並ぶ牙きばの根元に額を押し付けて、リュシエールは啜り泣く。

『　泣ク　な　──泣くな　シエラ　』

　返したくはなかった。この世界に戻すことに、意味などないと思っていた。

　だけれど、ほんの僅わずかな灯ともしびが現れた。精霊の視点を以てなお永えい劫ごうに思える闘とう争そうに、悠ゆう久きゆうの袋ふくろ小路こうじに入っていたこの世界を、打ち壊こわさんとする革命者が。

『　我ハ　──私は　願──願う、よ　』

　今の彼には、少女に触ふれる鰭ひれもない。涙なみだを拭ぬぐう尾おも、磨みがいてもらう鱗うろこもない。僅かに身じろぎをする。精霊が抱いだくはずの、知るはずのなかった想おもいが少しでも伝わるように。

『君が、今度こそ幸せになれるように。……あの過去を超こえた、本当の未来を。君達が手に入れられることを』

「うん……うん……！　ごめんなさい、…………あり、が、とう……」

　消しよう耗もうしきったリュシエールの身体から、ゆっくりと力が抜ぬける。

　安らかな寝ね息いきが、鋼鉄の残骸に当たる。少女がまだ幼い頃ころに、彼の身体を抱いたまま眠ねむり込んでしまった時を思い出した。

　精霊だった獣けものは、大切な少女の隣となりで、自らも目を閉じた。
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「状じよう況きようはどうだ？」

「特に目立った怪我はねーよ。捕ほ虜りよが言ってたみてーな発作も出てねーし。むしろ抜け出したりしねーように気ィつけてるくらいだな。銀ぎん嶺れいの方は、アマリネちゃんと協力して隠いん蔽ぺい結界で隠かくしてる。厄やくネタってレベルじゃねーからなァ」

「……いや、そっちじゃなくてだな。国軍とかの話だ」

「本当かァ？　こっちのが気になってんじゃねえの？　──へぶっ！」

　揶や揄ゆするように笑うススハラの顔面に軽く裏うら拳けんをぶつける。あちこちで建物が地面に沈しずみ込んでいるものの、第六基地はひとまず日常を取り戻している。

　傍かたわらのアマリネが、資料をまとめながら答える。

「直接の怪我人や死者は出ていません。海状化は本陣近くまで届いていましたが、基本的に建物に上れば被ひ害がいが出る類たぐいの術式ではありませんから。ただ、兵士達への被害は色々と大きかったみたいですね。とはいえ暴動になるほどのまとまりもないです。本国からの査察団も増員が決定しましたので、それで何とかなると良いんですけど」

「とか言いながら、本陣の臨時指揮までちゃっかり奪うばい取ったのは誰だよ」

「人聞きの悪いことを言わないでください。……オルデインが、姿を消したのが原因です。他にもちらほら、戦場の呪のろいを解けなかった兵士達が逃にげ出しています」

　副ふく総そう督とく、《桎しつ梏こくなる》オルデイン。彼が海嘯竜バハムートに叫さけんだ言葉には、怒いかりや呆あきれを通り越こし、恐おそれすら覚えた。憎ぞう悪おに囚とらわれた兵士が辿たどりつく先。アマリネの言った通り、ああいうものとも、戦わなければいけない時が来るのだろう。

「幸い、そこまで数は多くありません。大半は、私に従う……というほどではないにしろ、オルデインと同じ主張にまでは至っていないことは確かです」

「つーかだな、そもそもクロトてめえ何だよアレ！　霧氷大君フリームスルスからのコンボで真しん姿し転身するとこまではともかく、それ以降は知らねえぞ！」

　ススハラの追及に、クロトは軽く肩かたを竦すくめた。

「仕方ないだろ。前も言ったろ、半分偶然なんだよ。魔力全開で転身したら、なんか繫がり始めたもんだからそのまま利用したんだ」

　世界に真実を伝えるための、力ちから業わざの荒あら療りよう治じ。別に、三カ月間、地道に交こう渉しようを進めてさっぱり進展がなかったことへの憂うさ晴らしとかそういうわけではない。

「本当かァ？　……屍喰竜の、交信の祝福。届かない相手に声を届け、主なき魔法も従えられる、万ばん能のうの交感魔法か。俺ちゃんの商売あがったりだし、隠いん居きよしていいか？」

「呪じゆ詛そと壁かべと斥せつ候こう担当だろお前は。それに、……問答無用すぎる」

　交信とは双そう方向のものだ。相手のことを読みとる以上に、相手から受ける影えい響きようも大きくなる。基本的には伝令鳥の強化や、翻ほん訳やく魔法としてのみ使うのが安全だ。

「あとは、触れた魔法や兵器から、機能や作成意図を読み取ることも出来るみたいだ。クゥランは『さいこめとりー』とか言ってたな。前にレシュノルティアとも、──……」

　不意にクロトは顔を押さえる。

「──自由に使うべきじゃないんだ。問答無用すぎる」

「いや何で二回言うんだよ？」「色々あるんだよ！」「何でキレんの？」

「では、私はまた本陣に行ってきます」

「ああ……ん？　俺かススハラの護衛は要いらないのか？」

「最近、他の子が、町への興味もあってついて来てくれるんです。……そう、聞いて下さい！　最近、子供達の方から話しかけてくれるようになったんですよ！」

　アマリネが表情を輝かせる。あの全域交信の中でアマリネへの認識が変わったのは、何も国軍だけではないということだろう。

　嬉うれしげにアマリネが部屋から出ていくと、クロトが視線を彷徨さまよわせる。

「……俺も少し出てくる。一段落したしな。お前はここにいるんだよな？」

「安心しろよ、出で歯ば亀がめとかはしねーから痛いてェ痛ェ痛ェ痛ェ！」

　ススハラの頭にアイアンクローを喰らわす。次々と変わりゆくクロトと周囲の状況の中で、彼の態度が変わらないのは有り難かった。
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『ロアざァン……ほん、本──に　良かったデ──……』

「もう、泣かないでって、クゥラン」

　ロアの前で、小さな毬まりのような伝令鳥が、号ごう泣きゆうする仕草をしながら騒さわぐ。

『うう……びーっ！』

「鼻をかむジェスチャーする鳥、初めて見たわ……」

『クゥラン様、余計なことで魔力……ま、魔力？　を使わないで下さい。ひとまず、こちらの騒そう動どうは一段落しました。今回の事件は、生き残っていたジグローゼスの魔ま獣じゆうの仕し業わざということにしています』

「ありがとう、ネイル。私の不在の間に、他の財ざい閥ばつが仕し掛かけてきてはいない？」

『……今は、私がフリをしていますので。何とか』

「えっ。……えっ、何それ。見たい！」

　確かにネイルとロアは同じ雛ひな型がたを外見とする。違ちがいと言えば背せ丈たけと髪かみ色ぐらいで、確かに可能だが、しかし影かげ武む者しやという発想はなかった。

『いやー本当に面おも白しろいよ姫ひめ様さま。ネイルのよそゆき笑顔の練習動画撮とってあるから。こっち戻もどってきたらいつでも──あいたっ！』

　ヴィクトリアの声。伝令鳥は三者の行動を真似ようとしておかしなことになっている。

『と、とりあえず今日はこの辺りで。どうか、お身体に気をつけて』

『そうそれデス！　ロアさんの不調が治ち癒ゆ魔法とかで治されたの、アタシはメチャメチャ納得いってないデスから！　こっち来たら改めて検査させて下サイ！』

　そうして飾かざり羽根が閉じられ、伝令鳥は休きゆう眠みんする。竜の魔力の恩おん恵けいとやらで、通常の伝令鳥ではありえないくらいの長期間繫がり続けているらしい。だが、やはり一度の会話時間が短くなり、その中のノイズも増えてきていた。

　白いベッドに座って、窓から外を見る。

　基地の端はしにある小さな屋や敷しきだった。周囲には人除よけやら隠蔽やらの結界と、見張りと監かん視しをかねた《千眼》の霧きりが飛び回っている。──これがちょっと本当に恐ろしく、以前、夜中にこっそり抜け出そうとした時に鉢はち合あわせした時は気絶するかと思った。

　彼の言うことは分かる。ここではロアは異い邦ほう人じんで、敵地のど真ん中にいる仇きゆう敵てきだ。《睡蓮ニンフエア》で操あやつれる機械もない以上、窓から時折見かける小さな子供でもロアを殺せる。

　もっぱら訪れるのはススハラで、リュシエールは一度だけ目を覚ましたらしいが、会えてはいない。退たい屈くつだが、それ以上に、このまま帰れなければ、と思うと視界が潤うるむ。

「ヴィクトリア。ネイル。クゥラン。……」

「──なんだ。ホームシックか？」

「っそ、そんなわけないでしょ！　これはその、ゲームのやりすぎのドライアイで──」

　振ふり返ると、開いた扉とびらの脇わきに、片目刺青いれずみの少年が立っていた。

　──ロアは、布団を引っ被かぶってベッドに潜もぐり込んだ。

「──留守よ！　留守！　帰って」

「何やってんだお前」

　呆れたように、少年はベッドの隣にある椅い子すに座る。そのまま特に何も言わず、暢のん気きに本などを読みだすので、ロアは早々と布団を撥はね飛ばした。

「何やってんだ、じゃないわよ！　次に会う時はって、色々言ったでしょ！　ああもう、なかったことにならないかしら……クロト、あなた頭叩たたいたら記憶消える？」

　ロアがここで軽く軟なん禁きん状態の間、クロトは事後処理でずっと飛び回っていたらしい。伝令鳥のメッセージは何度か聞いたが、ちゃんとした形で会うのはこれが初めてだ。

「あんなの一いつ旦たん無効だろが。キャンセルだ、キャンセル。楔くさびの残ざん骸がいなんてのが出てきた以上、もう少し、共同戦線を続けなきゃいけない」

「キャンセルって、そんな簡単に……クロトってこれだからクロトなのよ！」

「人の名前を罵ば倒とう文句にするな。──まず。メフィエラへ戻れるアテがついた」

「本当っ!?」

　思わぬ情報に、ロアが身を乗り出す。

「例の、港町の隔かく絶ぜつ結界がまだあったんだ。クゥラン達に、向こう側の出口になってる基地をきっちり押さえておくように言っておけ」

　クロトは、ロアの首元に下がった大颶鳥アルゲンタヴイスの核かく石せきを指差す。

「で。あっちに行っても、お前との伝令鳥だけは可能だからな。……お前はメフィエラ側から、百年前に何が起こったのかを突つき止めてほしい」

「……百年前。開戦時のことね」

　海嘯竜の言葉は、もちろんロアも聞いていた。

「百年前。メフィエラの歴史にとっては、つい最近と言っても良いわ。頑がん張ばれば、ギリギリ当時の人間だって生きているレベルよ」

「……普ふ通つうの人間でか？　それはすごいな……だが確かに、そこまで昔じゃない。その時の情報が、なんでここまで徹てつ底てい的に失われてるのか。技術だって魔ま法ほうだって、明らかに戦争で失われたなんてレベルの変化じゃない」

　それを解き明かさなければ、今回と同じようなことは起き続けるだろう。楔の残骸だってあの一つとは限らない。メフィエラ側に落ちている可能性だってある。

「幸い、今のジグローゼスにはメフィエラに攻せめ込もうなんて余よ裕ゆうのある奴やつは全くいなくなった。国境自体が直接繫つながってるわけでもないしな」

「……そうね。こっちも隠そうと思えば出来ると思うわ。あっちで出口になってた基地は、シェルテミットの管かん轄かつ区域だし」

「こっちの中心は、俺とアマリネ、ススハラ。目が覚めたらシエラ。お前が接せつ触しよくしていいのは、この面メン子ツだけだ。他の奴らの前には出るなよ。用心は必要だ」

「それは……そう、よね」

　ロアは俯うつむく。ロアは、そもそもその認識を得たこと自体が最近だったこともあり、未いまだに考えてしまう。獣じゆう騎き兵へいについての話は聞いている。窓の外に見えた、年とし端はもいかない子供達。魔獣と化した彼らを、ロアはずっと殺し続けてきたのだ。

「……俺だって同じだ。メフィエラの旗き艦かんを、前線基地を何十と潰つぶしてる。いずれ考えなきゃいけないだろうけど……そんなのは、やるべきことが全て終わってからでいい」

「クロト。あなた、人を慰なぐさめるのが下手へた」

「お前な……」

「何よ。無茶ぶりに応こたえて、あの港町でも大冒ぼう険けんしてきたのよ。今後のことも含ふくめて労ねぎらいとか、何か元気の出る言葉の一つや二つ、掛かけてくれても良いんじゃない？」

「…………」

「いかにもめんどくさいなって顔しないでよ！」

　いかにも面めん倒どうくさいという顔をして、クロトはロアに背を向ける。

「馬ば鹿かなこと言ってんなよ。……また、お前を向こうに送り出すタイミングに算段がついたら、直接来るか伝令鳥を送るから、それまで休んでろ」

　ひらひらと肩越ごしに手を振って、部屋の出口へと向かう。

「そういうわけだ。今後も頼たのむよ、レシュノルティア」

「もう！　本当にクロトって、そういう、クロトなんだか…………」

　ロアの言葉が止まる。認識。思し索さく。反応。硬こう直ちよく。

「あ、あ、あなた、──それ、その、意味っ」

　クゥランか？　違う。それならもっと冷やかされているはずだ。ならば母親から教わっていた？　それとも他の誰かから？

「言っとくが、お前が教えてきたんだからな！　あの最後の一いち撃げきの時に、レシュノルティアの……え、えーあい？　から、色々と情報が伝わったんだよ」

「え、ええーっ！　な、何それ！　ずる、ずるいっ！」

　えげつない情報収集能力だとは思っていたがそんな万能だったとは。ロアはいつもの演算能力をまるで発揮できず、言い逃のがれる言葉を必死に考える。別にそういう意味じゃなくて、いや待って、そういう意味だとしたら、今のクロトの言葉って──

「……まあ。俺だって、お前みたいな奴を待ってたわけだからな」

「えっ」

「お互たがい様っていえば、お互い様だろ。『待ち焦こがれた』ってほどじゃないが」

　クロトがかなり照れ隠かくしのように早口で言う。彼にとってそれが精せい一いつ杯ぱいの表現らしい。彼の祝福は万ばん物ぶつと交信する……万物の『込められた想おもい』を読みとる。

　確かにレシュノルティアを名付けた時点ではロアはその意味を知らなかった。万能の調査能力に思えた力の思わぬ陥かん穽せいを、ロアは真っ先に知ってしまった。

「……………………ばか」

[image: ]

　思わず呟つぶやいていた。こちらを向いたクロトの顔に、枕まくらを投げつける。

「は？　──ぶふっ！」

「馬鹿！　クロトの、この馬鹿！　ばーか！　今のうちにもう一回言って！」

「何だよお前いきなり！　どうした！　やめろ！　今のうちって何だよ、誰だれが二度と言うか！　だったらお前がもう一回言えよ！」

「な、なんでよ！　いやよ、恥はずかしいじゃない！」

　ぎゃあぎゃあと、年ねん齢れい相応の子供のように言い争う声が響ひびき渡わたる。




　──かくして、少年と少女は再び出会い。

　更さらなる未来への道筋を、共に歩み始める。

　不ふ穏おんは消えず、疑問は尽つきず、障害は、見えるものも見えないものも山ほど残っている。

　彼らがどこに辿たどりつくか。知るものはまだ、誰もいない。








あとがき









　強さ議論、というものを、皆みなさんはやったことがあるでしょうか。




　あの漫まん画がのキャラの中で誰だれが一番強い、という本来の意味のものでなくとも、

　たとえばアイドルの誰が一番可愛かわいいだとか、格ゲーでどのキャラが一番性能が良いかとか、どのバンドの誰が一番歌が上手いだとか、スタローンとジャン＝クロード・ヴァン・ダムはどっちが強いだとかの、断定できない事こと柄がらを思考実験で優ゆう劣れつ付けすること。

　そういう広い範はん囲いで見れば、強さ議論というものは、誰でも一度はやった覚えがあるのではないでしょうか。




　ちなみに私が最初に拘こだわり、そして負けた強さ議論は『カブトムシとクワガタムシのどちらが強いか』だったような気がします。

　あれ、基本的にクワガタが負けるんですよね。まず重量差が如何いかんともしがたいし、基本戦術として相手を両断しなければならないクワガタと、相手の下に角を入れてテコの原理で投げ飛ばせばいいカブトムシでは、そりゃあカブトムシの方が楽です。

　私はクワガタの方がカッコよくて好きだったので、これがとても悲しかった。




　重要なのは、少なくとも私がそういう議論をする時、その目的は強弱の確認より『自分が好きなものが一番優れていてほしい』というシンプルな欲よつ求きゆうだということです。

　これが厄やつ介かいなところで、まあ漫画のキャラの対決みたいに結論が出ないものなら別に良いし、何なら創作の原動力になったりするんですが、

　本当に結論をきちんと出さなきゃならない議論の時に、自覚せずこういう精神性で臨むとまあ大変なことになります。気をつけましょう。気をつけます。




　少し話はズレますが、こうやって創作をしていると、どうしても、他者との優劣や評価の差異を気にすることが多くなってきます。

　私もまだまだ若じやく輩はい者なので、評価も数字も気になるし（何せ死活問題です。もしあなたがあとがきを先に立ち読みするタイプなら、とりあえずレジに持っていっては如何いかがでしょうか。いやほんとに後こう悔かいさせないですって。ほんと）、

　一方で、評価も何も求めることなく、ただ己の空想を表現することだけを目的に創作が出来たらもっと楽になるのかなあ、なんて思う時もなくはないです。

　まあ、実際それだと読者の皆さんや創作仲間や頼たよりになるプロの方との繫つながりも失くなるということなので、それは耐たえ難がたいものがありますし、というか、それが出来てしまう人は、種別としては完全に奇き人じん変人の類たぐいになるらしいんですよね。

　詳くわしく知りたい人は、ヘンリー・ダーガーとか、シュヴァルとかで検けん索さくすると良いと思います。かなりロマンはあります。ロマンは。

　まあ、集団を作って生活する生物である以上、他者との比ひ較かくや優劣をつけようとするのは生態的に仕方ない所なんじゃないかな、とか。心理学とかの本を読めば書いてあるのかもしれないですね。




　人間、評価は欲しいし、自分と自分が好きなものが最も優れていてほしい。

　そういうわけで、今日も今日とて、私は自分の好きなものに関する作品を書き続けるのでした。







　──と、まあ、そんな感じで。

　今回、あとがきページを多めに頂いてしまったので、ちょっとそれっぽい、つらつらとしたことで埋うめました。こういうの夢だったんですよね。世代だから……




『名もなき竜りゆうに戦場を、穢けがれなき姫ひめに楽園を』二巻、如何だったでしょうか。

　一巻から読んで下さった方、ありがとうございます。一巻であれだけきっちり終わっておいて、こんな感じに続きました。お気に召めしていただければ幸いです。

　二巻から読んだ方、一巻を読んでからこっち読んだらもっと楽しめると思いますので、良ければそちらの方もお願いします。




　例によって今回も、怪かい獣じゆう！　機械！　魔ま法ほう！　ビーム！　マシマシでお送りしました。

　一巻では控ひかえめだった対人規模のバトルも少し書けたので私はホクホクです。

　ああ、でも尺の都合で消えたあんなビックリドッキリメカやビックリドッキリ魔ま獣じゆうもいたりして……難しいところです。

　しかし、長編漫画とかソシャゲでもそうですけど、死ぬほど戦って必死に目的を果たしたのにまた戦いが続くの、本人たちにとってはやってらんねえよなあ……とか思っていたら、その辺をキャラが言ってくれたりもしました。出来た奴やつです。




　今回の出版にも、多くの方にお世話になりました。




　前巻から引き続き、挿さし絵えを担当して下さった切きつ符ぷ先生。やたら表現ばかり盛る私の拙つたない描びよう写しやを、大変美しくイラスト化して下さり、本当にありがとうございます。

　リュシエールと神しん槍そうメイルクィンテ、本当にすごいので見て。えっ神では……？

　そして担当編集様。隙すきを見ては、生まれついた拗こじらせの星の導きに従って迷走する私を、巧たくみに正しい道へと誘ゆう導どうして下さりありがとうございます。助かります。

　執しつ筆ぴつ中に相談に乗ってもらった、支えてくれた友人知人、この作品を書く上で影えい響きようを受けた、あらゆる作品とその作者様。

　そして、読者のみなさんに最大級の感謝を。

　クロトとロアの物語は、読んで下さる皆さんの存在があって初めて生み出せるものです。よろしければ、彼らの行く末を、この先も見守って頂ければ幸いです。




　それでは、また近いうちにお会いできることを願って。



















名なもなき竜りゆうに戦せん場じようを、穢けがれなき姫ひめに楽らく園えんを２
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